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1  たとえば、DN: I. 188［I. 205］という表記の場合、ローマ数字は巻数を示し、アラビ
ヤ数字はページ数を示す。そして［ ］は、Re （ロンドン・PTS 版）の巻数とページ
数（I. 205）になり、それ以外は、Be（ビルマ第六結集版）の巻数とページ数（I. 188）
になる。なお巻数が Be と同じ場合は、Reの方は省略する。 
 
2  パーリ原典の底本は、Beによる。 
 









































































                                                   
1 上座部（thera-vAda, thera-vAdin）は、ブッダゴーサ当時のインド本土とスリランカとに勢
力を有していた部派の一つである。Bareau, A［1955: 167-180, 205-240］、Prasad, C. S
［1972］、静谷正雄［1978: 234-249］、塚本啓祥［1990］、Cousins, L. S［2001］などを参
照してまとめると、インド本土における上座部の名称は確定したものがなく、“vibhajja-























3 森祖道［1984: 552］を参照。この年代について馬場紀寿［2008: 14-15, 22-23. n9-14］に
よれば、従来、ブッダゴーサの真作として『清浄道論』（Visuddhimagga, Vis）、『律註』
（samantapAsAdikA, Smp）、『波羅提木叉註』（kaGkhAvitAraNI, KGkh）、四部註という七書を挙











                                                   
429~430 年に制作、『義釈註』（niddesaTThakathA, NdA）は 435 年に制作されたことから判断
して、四部註の作成年代は 431~434 年頃になると述べて、その年代を支持している。 
4 これらの名称と略号について、Rhys Davidsの辞書（以下、PTSDとする）、森祖道［1984］、
Cone の辞書（以下、DP とする）などを参照すると、『長部』は、パーリ語で“dIghanikAya”
という名称であり、略号は D, DN となる。 
『長部註』は、パーリ語で“dIghaTThakathA”, “dIghanikAya-aTThakathA”, “sumaGgalavilAsinI”
などの名称があり、略号は DA, Sv などとなる。 
『長部復註』は、パーリ語で“dIghaTThakathATIkA” , “dIghanikAyaTThakathATIkA” , 
“lInatthavaNNanA”などの名称があり、略号は DAT , Sv-pT などとなる。 
本論文では、これらの名称と略号に統一性を持たせるために漢訳語で『長部』『長部註』




















川真介［1986, 1986a, 1988, 1989］の『第一義解明』（paramatthajotikA, Pj）の和訳、浪花宣

























Bv）、『仏種性註』（BuddhavaMsaTThakathA, BvA）、『本生』（jAtaka, J）、『本生註』（jAtakaTTHakathA, 
JA）などにおける大乗思想的要素と大乗文献との関係性、およびダンマパーラと大乗仏教





9 『長部註』、『中部註』（majjhimaTThakathA , MA）、『相応部註』、『増支部註』（aGguttaraTThakathA, 
AA）のこと。 
10 『長部復註』、『中部復註』（majjhimaTThakathATIkA, MAT）、『相応部註』（saMyuttaTThakathATIkA, 
SAT）、『増支部註』（aGguttaraTThakathATIkA, AAT）のこと。 
Primoz, P［2002, 2009］は、saddhammasaGgaha（以下、Sads とする）、gandhavaMsa（以
下、Gv とする）、sAsanavaMsa（以下、SAs とする）などの資料を読解し、四部復註に古復註
（lInatthapakAsinI: purANaTIkA, ダンマパーラ編纂）と復註（sAratthamaJjUsA: TIkA, 12 世紀のサ
ーリプッタ編纂）との八つが存在していた可能性を指摘している。 
ロンドン・PTS 版（以下、Reとする）の『長部復註』『中部復註』『相応部復註』は古復




















現存しないインドやスリランカを起源12とするもので、前 3 世紀から紀元後 4 世紀冒頭13に
わたって成立してきた。その「古資料」については森祖道［1984, 1989］と Mori, S［1987］
とがアッタカター文献全体で計四十種あることを解明した14。これらの研究成果にもとづき、
そのなかで実際に『長部註』のソースとなる「古資料」の名称は、mahA-aTThakathA, 
dIghaTThakathA, 単 数 形と 複 数 形 との aTThakathA, PorANA, PorANakattherA, BhANakA 15 , 

























13 森祖道［1984: 465-466］を参照。この「紀元後 4 世紀冒頭」というのは、具体的には





























うに述べている。本論文は、以下に示された 6 種類の分類を「源泉資料」として適用した。 
 
  「パーリ註釈文献20の引用言及先行資料つまりソースについて全体的に検討して、これ
を次の 6 種類に分類した。（1）パーリ三蔵、（2）蔵外の三書（準三蔵21: nettipakaraNa , 
                                                   
16 森祖道［1989: (239)］によれば、この ariyavaMsa が重視され増広された結果、ariyavaMsa-
sutta や mahA-ariyavaMsa-sutta という独立した経典にまで発展したことが指摘されている。 
17 「古資料」の名称と具体的な内容については森祖道［1984: 152, 158-160, 185-186, 196-
203, 208, 223, 241-242, 271, 274, 286, 298, 300］を参照。 
それらの名称は、DA: III. 250 と DAT: I. 16［20］, 52-53［67］, II. 136［176］, III. 63
［79］, 291［372］とで確認した。 












v. Hinüber, O［1996: §156-180］が「準正典」（Paracanonical text）と定義しているの
に従い、本論文では「準正典」という言葉を使用する。 
概説は森祖道［1984: 86-91］を参照。古山健一［1999, 1999a, 2000, 2000a, 2001, 2004, 
2005, 2005a, 2006, 2006a, 2007, 2009］の一連の研究論文は、主としてパーリ仏教におけ
る『指導論』の受容と展開とを論じ、nettipakaraNa （以下、Net とする）の全訳もしている。 
8 
 
  peTakopadesa , milindapaJhA）、（3）他のパーリ・アッタカター22、（4）所謂シーハラ・ア
ッタカター23、（5）他派説の引用（「或る人々」の説、「詭弁論者」の説）24、（6）その























                                                   
22 森祖道［1984: 92-104］を参照。パーリ・アッタカター相互の引用状況を示したものであ
る。 
23 森祖道［1984: 105-110］を参照。 
24 森祖道［1984: 111-139］を参照。 
25 森祖道［1984: 140-146］を参照。 
26 馬場紀寿［2008: 12］によれば、「先行資料の前提となっている律・経の伝承」としてい
る。 


























                                                   
うな状況を考慮して Beを底本とした。 
『長部』『長部註』の Re の出版年代に対しては Be の出版年代の方が新しいが、『長部復
註』の Reの出版年代に対しては Beの出版年代の方が古い。 
daT: I. XXV-XXVIII は、Beがカンボジアとビルマ系統の写本しか扱っていないことを指
摘し、Reはシンハラ系統の写本なども使用して校訂したと述べている。 
その点では、『長部復註』については Reを底本とすべきという意見もあると思うが、本論






 最新の和訳と概要（梗概）と先行研究については片山一良［2003, 2003a, 2004, 2004a, 
2005, 2006］と中村元・他（訳）［2003, 2003a, 2004］とを参照。 
 最新の『長部』「戒蘊篇」の原典として dhammachai tipiTaka series: suttantapiTaka dIghAnikAya 
Volime1 sIlakkhandhavagga, dhammachai institute dhammakAya foundation, thailand, 2013. が
ある。今後、「大篇」「パーティカ篇」の原典出版も望む次第である。 
31 『長部註』の Reを基準にし、それと Be、スリランカ・ブッダジャヤンティ版（以下、Ce
とする）、タイ王室版（以下、Se とする）、インド・ナーランダー版（以下、De とする）と
の対応ページ数を示したものとして Mori, S. et al［1994: 27-37］がある。 
32 たとえば、「梵網経註」という場合の「-註」はアッタカター（aTThakathA）のことを、「-復
註」はティーカー（TIkA）のことを示す。以下もすべて同様。 








































                                                   
宇宙論、（7）詩論、（8）法書、（9）その他もろもろ、という九つの分類からなる。 
本論文でもこの「パーリ語文献資料」の定義にしたがう。 









1997, 2000, 2001, 2002, 2005］、三枝充悳・他（校註）［1993］、菅野博史（校註）［1994］、
金子芳夫・他（校註）［1995］を参照。 
37 この“dIrghAgama”に関連する研究は、松田和信［2006］や Choi, J. K［2012, 2012a］
などがある。 
 なお、この発見以前における説一切有部の“dIrghAgama”に関する研究状況は、岩松浅夫
















0. 3. 研究方法 
 
 『長部註』における「源泉資料」を解明するための研究方法についてであるが、馬場紀寿

























 馬場紀寿［2008: 203］は、その改編の意義を以下のように述べている。 
                                                   
40 このアッタカター文献と北伝資料との内容の一致に関する先行研究については馬場紀寿
［2008: 197, 240-241. n108-109］を参照。 




存在を調査した。越後屋正行［2006, 2007, 2009, 2009a, 2009b, 2011, 2011a］を参照。 
41 『長阿含経』は法蔵部所属、『中阿含経』は説一切有部所属、『雑阿含経』は説一切有部所
属である。『増一阿含経』のみは所属部派が不明である。四阿含の成立状況、所属部派、訳














































                                                   







































                                                   


























































                                                   
45 tattha dIghAgamo nAma sIlakkhandhavaggo, mahAvaggo, pAthikavaggoti vaggato tivaggo hoti. 
suttato catuttiMsasuttasaGgaho. tassa vaggesu sIlakkhandhavaggo Adi, suttesu BrahmajAlaM. 



















                                                   
47 atha kho AyasmA mahAkassapo bhikkhU pucchi, “kataraM, Avuso, piTakaM paThamaM saGgAyAmA”
ti? 
“suttantapiTakaM, bhante”ti. 
“suttantapiTake catasso saGgItiyo, tAsu paThamaM kataraM saGgItin”ti? 
“dIghasaGgItiM, bhante”ti. 
“dIghasaGgItiyaM catutiMsa suttAni, tayo vaggA, tesu paThamaM kataraM vaggan”ti? 
“sIlakkhandhavaggaM, bhante”ti. 
48 この sutta と suttanta との相違についてであるが、『長部註』では、『中部』における百五
十経を suttanta、残りの二経を sutta とし、『相応部』における六十二経を suttanta、残りの経
を sutta としている（DA: I. 24［23］）。 
 一方、『中部註』では、『中部』における百五十経を sutta、残りの二経を suttanta としてい
る（MA: I. 2）。『相応部註』では、『相応部』におけるすべての 7,762 経を sutta としている









つの意味がある（DA: I. 96［103］）。さらに『長部復註』「梵網経復註」では、この anta に
ついて⑦語句を満たすこと（padapUraNa）、⑧近隣（samIpa）、⑨邪道（ummagga）（DAT: I. 
140-141［182］）という三つの意味を補足説明している。 







































示している。岩松浅夫［2001: 25-31］は、「六十の疋の素」の字数は 80 万～100 万字程度
ではないかと指摘している。これによれば、四阿含は総計 360 万～400 万字程度となる。 
 『長部註』では、『長部』を六十四誦分、『中部』を八十誦分、『相応部』を百誦分、『増支
部』を百二十誦分のものとして説明している（DA: I. 15）。 
『中部註』においては、『中部』を「経からは 152 経になる。句（pada）からは 80,523 句
になる……字（akkhara）からは 740,053 字になる54」と説明している（MA: I. 2-3［2］）。 





50 evaM BrahmajAlaM saGgAyitvA tato paraM, “sAmaJJaphalaM, panAvuso Ananda, kattha bhAsitan”
tiAdinA nayena pucchAvissajjanAnukkamena saddhiM BrahmajAlena sabbepi terasa suttante saGgAyitvA, 
“ayaM sIlakkhandhavaggo nAmA”ti kittetvA ṭhapesuM.  
tadanantaraM mahAvaggaM, tadanantaraM pAthikavagganti, evaM tivaggasaGgahaM 
catutiMsasuttapaTimaNDitaM catusaTThibhANavAraparimANaM tantiM saGgAyitvA, “ayaM dIghanikAyo 
nAmA”ti vatvA AyasmantaM AnandaM paTicchApesuM, “Avuso, imaM tuyhaM nissitake vAcehI”ti. 
51 今回多く使用した第一結集に関する伝承を述べた北伝資料の範囲については塚本啓祥
［1980: 4-10, 182-189］を参照。 
52 一阿含者、六十疋素。 
53 四阿含文、各六十疋素。 





いくと、『長部』は 592,000 字程度（9,250×64）、『中部』は 740,000 字程度（9,250×80）、
『相応部』は 925,000 字程度（9,250×100）、『増支部』は 1,110,000 字程度（9,250×120）
となる。これらによれば、南方上座部大寺派における四部の総字数は 3,367,514 字程度にな
る。 
岩松浅夫［2001: 43-44］は、PTS のテキストから字数を計算した結果、『長部』は 514,000
字、『中部』は 722,000 字、『相応部』は 881,000 字、『増支部』は 947,000 字となり、計
3,064,000 字になると述べている55。 
「古訳〈涅槃経〉」は各阿含の字数を同じ量とし、『長部註』は各部の字数を別々の量とす
る。しかしながら、四部と四阿含との総字数については 300 万字～400 万字と、比較的近似
している。 
『長部註』では、『長部』が 34 経、『中部』が 152 経、『相応部』が 7,762 経、『増支部』
が 9,557 経になると解説している（DA: I. 17）。上記の字数をこの経数でわっていき、四部
における各経の平均的な字数を計算すると、『長部』が 17,400 字程度（592,000÷
34=17,411.76,470）、『中部』が 4,860 字程度（740,000÷152=4,868.421,052）、『相応部』

















                                                   
…… akkharato satta akkharasatasahassAni cattAlIsaJca sahassAni tepaJJAsaJca akkharAni. 
南方上座部大寺派における「句」（pada）や「字」（akkhara）などの表現法（表記の区分）
については片山一良［1976: (48)-(49)］を参照。 
55 岩松浅夫［2001: 43-44］は、漢訳四阿含の分量は、『大正蔵』の段数から『長阿含』が 446
段、『中阿含』が 1,165 段、『雑阿含』が 1,118 段、『増一阿含』が 838 段になる。パーリ四
部の分量は、PTS のテキストのページ数から『長部』が 904 ページ、『中部』が 1,092 ペー
ジ、『相応部』が 1,686 ページ、『増支部』が 1,840 ページになると指摘している。 
しかし Reは、場所によってページの本文が少ない・脚注の表記が多いなどのばらつきが
見える。しかし Beのページ数は、本文と脚注との均整（ほとんどが本文）がとれている。
それによれば、『長部』が 779 ページ、『中部』が 1,206 ページ、『相応部』が 1,931 ページ、





















































62  kiJca katipayasuttasaGgahato, appaparimANato ca gahaNadhAraNAdisukhato. tathAhesa 













































初に結集しましょう』と63」（DA: I. 14） 
 
                                                   
63 “sIlakkhandhavagge terasa suttantA, tesu paThamaM kataraM suttan”ti? 
“ BrahmajAlasuttaM nAma bhante, tividhasIlAlaGkataM, 
nAnAvidhamicchAjIvakuhalapanAdividdhaMsanaM, dvAsaTThidiTThijAlaviniveThanaM, 










































                                                   
64 片山一良［1989: (4)-(5)］によれば、三戒は戒律制定以前の沙門、または仏の戒一般を示
すものと述べている。 
65 bAhussaccenapi hi ekaM vA dve vA tayo vA cattAro vA paJca vA nikAye pALivasena atthavasena ca 
uggaNhantassApi uddhaccakukkuccaM pahIyati. 







































































































































                                                   
75  ayaJhi Agamo BrahmajAlAdIsu sIladiTThAdInaM anavasesaniddesAdivasena, mahApadAnAdIsu 
purimabuddhAnampi guNaniddesAdivasena, PAthikasuttAdIsu titthiye nimadditvA 
appaTivattiyasIhanAdanadanAdivasena, anuttariyasuttAdIsu ca visesato buddhaguNavibhAvanena 











































て解説された経はないからである、と82」（DAT: I. 19［23］） 
 
 この詰問は、南方上座部大寺派では『長部』と「戒蘊篇」と「梵網経」とがなぜ、一番目
                                                   






80 kasmA pana catUsu Agamesu dIghAgamo paThamaM saGgIto, tattha ca sIlakkhandhavaggo Adito 
nikkhitto, tasmiJca Brahmajālanti? 
nāyamanuyogo katthacipi na pavattati, api ca saddhAvahaguNato dIghanikAyo paThamaM saGgIto. 
saddhA hi kusaladhammAnaM bIjaM yathAha, “saddhA bIjaM tapo vuTThI”ti, saddhAvahaguNatA cassa 
dassitAyeva. 
81 引用文の出典は『相応部』（47・4）（SN: III. 124［V. 143］）となる。とくに対応する漢
訳などがない場合には何も記さない。以下すべて同様とする。 
82  sIlakathAbAhullato pana sIlakkhandhavaggo paThamaM nikkhitto. sIlaJhi sAsanassa Adi, 
sIlapatiTThAnattA sabbaguNAnaM. tenevAha, “tasmAtiha, tvaM bhikkhu, Adimeva visodhehi kusalesu 
dhammesu. ko cAdi kusalAnaM dhammAnaM? sIlaJca suvisuddhan” tiAdi. etena cassa vaggassa 
anvatthasaJJatA vuttA hoti. 
diTThiviniveThanakathAbhAvato pana suttantapiṭakassa niravasesadiTThivibhajanaM BrahmajAlaM 
paThamaM nikkhittanti daTThabbaM. tepiTake hi buddhavacane BrahmajAlasadisaM diTThigatAni 













































1. 3. 内容による規定 
 
 南方上座部大寺派の資料と北伝資料とにおいては、『長部』と『長阿含』とを「数量」と
                                                   
83 謂仏雖在僧中所摂、然別施仏果大非僧。 






















（DA: I. 92［98-99］） 
 
  「これだけですべての六十二見が語られた。七は断滅の見解（ucchedadiTThi）であり、
残りのものは常住の見解（sassatadiTThi）である86」（DA: I. 112［122］） 
 
  「この「梵網」でも、先に見解（diTThi）によって教説が起立し、後に空性の説明が述べ












                                                   
85  evaM Brahmadattena vuttavaNNassa anusandhivasena tividhaM sIlaM vitthAretvA idAni 
bhikkhusaGghena vuttavaNNassa anusandhivasena, “atthi, bhikkhave, aJJeva dhammA gambhIrA 
duddasA”tiAdinA nayena suJJatApakAsanaM Arabhi. 
86  ettAvatA sabbApi dvAsaTThidiTThiyo kathitA honti. yAsaM satteva ucchedadiTThiyo, sesA 
sassatadiTThiyo. 
87 imasmimpi BrahmajAle heTThA diTThivasena desanA uTThitA, upari suJJatApakAsanaM AgataM. 
88 evaM imAhi dvAsaTThiyA diTThIhi sabbadiTThInaM saGgahitattA sabbesaM diTThigatikAnaM etasmiM 
desanAjAle pariyApannabhAvaM dassetvA idAni attano katthaci apariyApannabhAvaM dassento, 
“ucchinnabhavanettiko, bhikkhave, tathAgatassa kAyo”tiAdimAha. 
89 この「六十二見」と「梵網経」との関連性は、たとえば、『相応部』（41・3）では、「こ






































 一方の『大智度論』（所属は大乗仏教系、訳出時代は 402~405 年、訳者は鳩摩羅什）には、 
 






90 “sabbaM atthI”ti kho, Kaccāna, ayameko anto. “sabbaM natthI”ti ayaM dutiyo anto. ete te, 
Kaccāna, ubho ante anupagamma majjhena tathAgato dhammaM deseti. 
91 atItaM nAnvAgameyya, nappaTikaGkhe anAgataM. yadatItaM pahInaM taM, appattaJca anAgataM. 













































                                                   
92 tattha PUraNo, “karoto na karIyati pApan”ti vadanto kammaM paTibAhati. ajito, “kAyassa bhedA 
ucchijjatI”ti vadanto vipAkaM paTibAhati. makkhali, “natthi hetU”ti vadanto ubhayaM paTibAhati. 
tattha kammaM paTibAhantenApi vipAko paTibAhito hoti, vipAkaM paTibAhantenApi kammaM 
paTibAhitaM hoti. iti sabbepete atthato ubhayappaTibAhakA ahetukavAdA ceva akiriyavAdA ca 

















  ①……（1）【1, 2, 3, 4】≪3, 4≫ 
  ②……≪7, 8≫（4, 5, 6, 7）＜1＞ 
  ④……【5, 6】≪9, 10≫ 
                                                   
93 akiriyavAdo tAva, “vaJjho kUTaTTho”tiAdinA kiriyAbhAvadIpanato sassatavAde antogadho, tathA, 
“sattime kAyA”tiAdi nayappavatto PakudhavAdo, “natthi hetu natthi paccayo sattAnaM saMkilesAyA”
tiAdi vacanato ahetukavAdo adhiccasamuppannikavAde antogadho. “natthi paro loko”tiAdi vacanato 
natthikavAdo ucchedavAde antogadho. tathA hi tattha, “ kAyassa bhedA ucchijjatI ” tiAdi vuttaM. 
paThamena Adi-saddena nigaNThavAdAdayo saGgahitA. 
yadipi PALiyaM nATaputtavAdabhAvena cAtuyAmasaMvaro Agato, tathApi sattavatAtikkamena 
vikkhepavAditAya nATaputtavAdopi saJcayavAdo viya amarAvikkhepavAdesu antogadho. “taM jIvaM 
taM sarIraM, aJJaM jIvaM aJJaM sarIran”ti evaM pakArA vAdA, “rUpI attA hoti arogo paraM maraNA”
tiAdivAdesu saGgahaM gacchanti, “hoti tathAgato paraM maraNA, atthi sattA opapAtikA”ti evaM pakArA 
sassatavAde. “na hoti tathAgato paraM maraNA, natthi sattA opapAtikA”ti evaM pakArA ucchedavAdena 
saGgahitA. “hoti ca na hoti ca tathAgato paraM maraNA, atthi ca natthi ca sattA opapAtikA”ti evaM 
pakArA ekaccasassatavAde antogadhA. “neva hoti na na hoti tathAgato paraM maraNA, nevatthi na 
natthi sattA opapAtikA”ti ca evaM pakArA amarAvikkhepavAde antogadhA. issarapajApatipurisakAlavAdA 
ekaccasassatavAde antogadhA, tathA KaNAdavAdo. sabhAvaniyatiyadicchAvAdA 
adhiccasamuppannikavAdena saGgahitA. iminA nayena suttantaresu, bahiddhA ca dissamAnAnaM 

















  ⑤……【1, 2, 3】（2, 8, 9, 10） 
  ⑥……≪1, 2≫ 
  ⑦……≪1, 2≫ 
  ⑧……≪1, 2≫ 




















（Beの 279 節）と質問している。 














                                                   
95 “katamaM pana taM, bho gotama, caraNaM, katamA ca sA vijjA”ti? 
96 ettha ca bhagavA caraNapariyApannampi tividhaM sIlaM vibhajanto, “idamassa hoti caraNasmin”
ti aniyyAtetvA, “idampissa hoti sIlasmin”ti sIlavaseneva niyyAtesi. kasmA? 
tassapi hi kiJci kiJci sIlaM atthi, tasmA caraNavasena niyyAtiyamAne, “mayampi caraNasampannA”
ti tattha tattheva laggeyya. yaM pana tena supinepi na diTThapubbaM, tasseva vasena niyyAtento 
paThamaM jhAnaM upasampajja viharati. idampissa hoti caraNasmiM pe catutthaM jhAnaM 
upasampajja viharati, idampissa hoti caraNasmintiAdimAha. ettAvatA aTThapi samApattiyo caraNanti 
































の 318 節）と質問している。 








                                                   
97 『長部』「アンバッタ経」（DN: I. 94［100］）では、（1）～（11）が行、（12）～（19）
が明としている。 




99 “katamaM pana taM, brAhmaNa, sIlaM? katamA sA paJJA”ti? 

























（yaJJa）はありますか105」（DN: I. 139［146］）（Beの 353 節）と質問している。 





た106」（DA: I. 274［306］） 
                                                   
vedattayauggahaNapaJJA paJJAti. uparivisesaM na jAnanti. yaMnUnAhaM brAhmaNassa 
uttarivisesabhUtaM maggasIlaM, phalasIlaM, maggapaJJaM, phalapaJJaJca dassetvA 
arahattanikUTena desanaM niTThapeyyan”ti. 
101  ayaM pana viseso, idha tividhampi sIlaM, “ idampissa hoti sIlasmin” ti evaM sIlamicceva 
niyyAtitaM paThamajjhAnAdIni cattAri jhAnAni atthato paJJAsampadA. evaM paJJAvasena pana 
aniyyAtetvA vipassanApaJJAya padaTThAnabhAvamattena dassetvA vipassanApaJJAto paTThAya paJJA 
niyyAtitAti. 
102 『長部』「ソーナダンダ経」（DN: I. 117［124］）では、（1）～（11）が戒、（12）～（19）
が慧としている。 







105 “aJJo yaJJo……appaTThataro ca appasamArambhataro ca mahapphalataro ca mahAnisaMsataro 
cA”ti? 
















するから供犠である、と108」（DA: I. 274［307］） 
 
  「〔意からなる神変は〕自分に同じ色を創造することができる状態から大きな果報であ
る。自分に敵対する煩悩を遍捨するから供犠である109」（DA: I. 274［307］） 
 

















                                                   
mahapphalataraJca dassetukAmo. 
107  yasmA panettha paThamajjhAnaM ekaM kappaM brahmaloke AyuM deti. dutiyaM aTThakappe. 
tatiyaM catusaTThikappe. catutthaM paJcakappasatAni. tadeva AkAsAnaJcAyatanAdisamApattivasena 
bhAvitaM vIsati, cattAlIsaM, saTThi, caturAsIti ca kappasahassAni AyuM deti. tasmA mahapphalataraJca 
mahAnisaMsataraJca. nIvaraNAdInaM pana paccanIkAnaM dhammAnaM pariccattattA taM yaJJanti 
veditabbaM. 
108  vipassanAsukhasadisassa pana sukhassa abhAvA mahapphalaM. paccanIkakilesapariccAgato 
yaJJoti. 
109 attano sadisarUpanimmAnasamatthatAya mahapphalA. attano paccanIkakilesapariccAgato yaJJo. 
110 attano attano paccanIkakilesappahAnato yaJJo. 
111 iddhividhaM panettha nAnAvidhavikubbanadassanasamatthatAya. dibbasotaM devamanussAnaM 
saddasavanasamatthatAya. cetopariyaJANaM paresaM soLasavidhacittajAnanasamatthatAya. 
pubbenivAsAnussatiJANaM icchiticchitaTThAnasamanussaraNasamatthatAya. dibbacakkhu 
icchiticchitarUpadassanasamatthatAya. AsavakkhayaJANaM atipaNItalokuttaramaggasukha-
nipphAdanasamatthatAya mahapphalanti veditabbaM. 
34 
 






ている。その獅子吼の内容（DN: I. 164-165［175］）（Beの 403 節）について『長部註』「大
獅子吼経註」は、以下のように説明している。 
 























説かれる112」（DA: I. 297［II. 361］） 
 
 この（1-20）の内容は、すべてが『長部』「大獅子吼経」の伝承を引用したものである。
                                                   
112 imasmiM panokAse ThatvA sIhanAdA samodhAnetabbA.  
ekaccaM tapassiM niraye nibbattaM passAmIti hi bhagavato eko sIhanAdo. aparaM sagge nibbattaM 
passAmIti eko. akusaladhammappahAne ahameva seTThoti eko. kusaladhammasamAdAnepi ahameva 
seTThoti eko. akusaladhammappahAne mayhameva sAvakasaGgho seTThoti eko. 
kusaladhammasamAdAnepi mayhaMyeva sAvakasaGgho seTThoti eko. sIlena mayhaM sadiso natthIti 
eko. vIriyena mayhaM sadiso natthIti eko. PaJJAya pe vimuttiyA pe  sIhanAdaM nadanto parisamajjhe 
nisIditvA nadAmIti eko. visArado hutvA nadAmIti eko. paJhaM maM pucchantIti eko. paJhaM puTTho 
vissajjemIti eko. vissajjanena parassa cittaM ArAdhemIti eko. sutvA sotabbaM maJJantIti eko. sutvA 
me pasIdantIti eko. pasannAkAraM karontIti eko. yaM paTipattiM desemi, tathattAya paTipajjantIti eko. 
paTipannA ca maM ArAdhentIti eko. 
iti purimAnaM dasannaM ekekassa, “parisAsu ca nadatI”ti Adayo dasa dasa parivArA. evaM te dasa 
purimAnaM dasannaM parivAravasena sataM purimA ca dasAti dasAdhikaM sIhanAdasataM hoti. ito 











1. 3. 1. 6. 「戒蘊篇」に対する内容による規定 
 

































52］）（Beの 91 節）に対応する『長部註』「大譬喩経註」には、以下のような説明がある。 
















である114」（DA: II. 71［480］） 
 
 この説明は、経の内容の根幹となる経題を規定したものである。『長部註』「大譬喩経註」


























                                                   
114 idha ThatvA bhANavArA samodhAnetabbA. imasmiJhi sutte Vipassissa bhagavato apadAnavasena 
tayo bhANavArA vuttA. yathA ca Vipassissa, evaN sikhIAdInampi apadAnavasena vuttAva. PALi pana 
saGkhittA. iti sattannaM buddhAnaM vasena amhAkaM bhagavatA ekavIsati bhANavArA kathitA. tathA 
avihehi. tathA atappehi. tathA sudassehi. tathA sudassIhi. tathA akaniTThehIti sabbampi 
chabbIsatibhANavArasataM hoti. tepiTake buddhavacane aJJaM suttaM 
chabbIsatibhANavArasataparimANaM nAma natthi, suttantarAjA nAma ayaM suttantoti veditabbo. 
115  iminA pana vArena bhagavatA kiM kathitanti? paccayAnaM nidAnaM kathitaM. idaJhi suttaM 








































                                                   
116  parinibbAnadivasepi, “ ajja, dAnAhaM, anekehi buddhasatasahassehi paviTThaM 
amatamahAnibbAnaM nAma nagaraM pavisissAmI”ti Avajjantassa balavasomanassaM uppajjati, cittaM 
pasIdati, citte pasanne lohitaM pasIdati, lohite pasanne manacchaTThAni indriyAni ativiya virocanti. 
117  pUjanIyabhAvato, buddhasampadaJca pahAya pavattatA mahantaJca taM parinibbAnaJcAti 
mahAparinibbAnaM. savAsanappahAnato mahantaM kilesakkhayaM nissAya pavattaM parinibbAnantipi 
mahAparinibbAnaM. mahatA kAlena mahatA vA guNarAsinA sAdhitaM parinibbAnantipi 
mahAparinibbAnaM. mahantabhAvAya, dhAtUnaM bahubhAvAya parinibbAnantipi mahAparinibbānaM. 
mahato lokato nissaTaM parinibbAnantipi mahAparinibbAnaM. sabbalokAsAdhAraNattA buddhAnaM 
sIlAdiguNehi mahato buddhassa bhagavato parinibbAnantipi mahAparinibbAnaM. mahati sAsane 
patiTThite parinibbAnantipi mahAparinibbAnanti buddhassa bhagavato parinibbAnaM vuccati, 














































                                                   
118 idaM pana mahAsamayasuttaM nAma devatAnaM piyaM manApaM, tasmA maGgalaM vadantena 
abhinavaTThAnesu idameva suttaM vattabbaM. devatA kira “imaM suttaM suNissAmA”ti ohitasotA 






































                                                   
119  esa kira avihesu kappasahassaM vasissati, atappesu dve kappasahassAni, sudassesu cattAri 
kappasahassAni, sudassIsu aTTha, akaniTThesu soLasAti ekatiMsa kappasahassAni brahmaAyuM 
anubhavissati. sakko devarArA anAthapiNDiko gahapati VisAkhA mahAupAsikAti tayopi hi ime 




121  KururaTThavAsInaM gambhIradesanApaTiggahaNasamatthatAya. KururaTThavAsino kira bhikkhU 
bhikkhuniyo upAsakA upAsikAyo utupaccayAdisampannattA tassa raTThassa 
sappAyautupaccayasevanena niccaM kallasarIrA kallacittA ca honti. te cittasarIrakallatAya 
anuggahitapaJJAbalA gambhIrakathaM paTiggahetuM samatthA honti. tena nesaM bhagavA imaM 
gambhIradesanApaTiggahaNasamatthataM sampassanto ekavIsatiyA ThAnesu kammaTThAnaM arahatte 
pakkhipitvA idaM gambhIratthaM mahAsatipaTThAnasuttaM abhAsi. yathA hi puriso 
suvaNNacaGkoTakaM labhitvA tattha nAnApupphAni pakkhipeyya, suvaNNamaJjUsaM vA pana labhitvA 
sattaratanAni pakkhipeyya, evaM bhagavA KururaTThavAsiparisaM labhitvA gambhIradesanaM desesi. 
40 
 
1. 3. 2. 7. 「大篇」に対する内容による規定 
 









































                                                   
122 ettAvatA bhagavatA kammaJca kammasarikkhakaJca lakkhaNaJca lakkhaNAnisaMso ca vutto hoti. 
kammaM nAma satasahassakappAdhikAni cattAri asaGkhyeyyAni daLhavIriyena hutvA kataM kammaM. 
kammasarikkhakaM nAma daLhena hutvA katabhAvaM sadevako loko jAnAtUti 
suppatiTThitapAdamahApurisalakkhaNaM. lakkhaNaM nAma suppatiTThitapAdatA. lakkhaNAnisaMso 





（3, 4, 15）広長な踝・長い指・梵天のように真直ぐな肢体 







                                                   
123 idha kammaM nAma saparivAraM dAnaM. kammasarikkhakaM nAma saparivAraM katvA dAnaM 
adAsIti iminA kAraNena sadevako loko jAnAtUti nibbattaM cakkalakkhaNaM. lakkhaNaM nAma tadeva 




とは、大きな付属であることである」（DA: III. 107［925］） 
124  idha kammaM nAma pANAtipAtA virati…… aggapAdehi gantvA parassa amAritabhAvaM pana 
tathAgatassa sadevako loko iminA kAraNena jAnAtUti AyatapaNhi mahApurisalakkhaNaM nibbattati……
tathAgatassa pana evaM gantvA paresaM aghAtitabhAvaM iminA kAraNena sadevako loko jAnAtUti 
brahmujugattamahApurisalakkhaNaM nibbattati……tathAgatassa pana evaM paresaM aghAtitabhAvaM 
sadevako loko iminA kAraNena jAnAtUti dIghaGgulimahApurisalakkhaNaM nibbattati. idamettha 











125  idha kammaM nAma kappasatasahassAdhikAni cattAri asaGkhyeyyAni dinnaM idaM 
paNItabhojanadAnaM. kammasarikkhakaM nAma … … tasmA tathAgatassa dIgharattaM 
paNItabhojanadAyakattaM sadevako loko iminA kAraNena jAnAtUti sattussadamahāpurisalakkhaNaM 





である」（DA: III. 109［927］） 
126 idha kammaM nAma dIgharattaM kataM dAnAdisaGgahakammaM. kammasarikkhakaM nAma……
tathAgatassa pana dIgharattaM saGgAhakabhAvaM sadevako loko iminA kAraNena jAnAtUti imAni dve 
























                                                   
929］） 
127  idha kammaM nAma dIgharattaM bhAsitA uddhaGgamanIyA atthUpasaMhitA vAcA. 
kammasarikkhakaM nAma … … tathAgatassa pana dIgharattaM evarUpAya uggatavAcAya 
bhAsitabhAvaM sadevako loko iminA kAraNena jAnAtUti ussaGkhapAdalakkhaNaJca 








128 idha pana kammaM nAma dIgharattaM sakkaccaM sippAdivAcanaM. kammasarikkhakaM nAma…
… tathAgatassa pana sakkaccaM vAcitabhAvaM sadevako loko iminA kAraNena jAnAtUti 






る」（DA: III. 113［930-931］） 
129  idha kammaM nAma dIgharattaM akkodhanatA ceva sukhumattharaNAdidAnaJca. 
kammasarikkhakaM nAma……tenassa imesaM katabhAvaM sadevako loko iminA kAraNena jAnAtUti 


























                                                   
130 idha kammaM nAma dIgharattaM JAtInaM samaGgibhAvakaraNaM. kammasarikkhakaM nAma……
athassa sadevako loko iminA kAraNena evarUpassa kammassa katabhAvaM jAnAtUti 






である」（DA: III. 117［934-935］） 
131  idha kammaM nAma dIgharattaM purisavisesaM JatvA kataM samasaGgahakammaM. 
kammasarikkhakaM nAma tadassa kammaM sadevako loko iminA kAraNena jAnAtUti imAni dve 




財の成就が功徳（AnisaMso）である」（DA: III. 118［935］） 
132  idha kammaM nAma mahAjanassa atthakAmatA. kammasarikkhakaM nAma taM mahAjanassa 
atthakAmatAya vaDDhimeva paccAsIsitabhAvaM sadevako loko iminA kAraNena jAnAtUti imAni 
samantaparipUrAni aparihInAni tINi lakkhaNAni nibbattanti. lakkhaNaM nAma idameva lakkhaNattayaM. 





ないことが功徳（AnisaMso）である」（DA: III. 118［936］） 
133 idha kammaM nAma aviheThanakammaM. kammasarikkhakaM nAma……tadassa sadevako loko 
iminA kAraNena jAnAtUti ArogyakaraM rasaggasaggilakkhaNaM nibbattati. lakkhaNaM nAma idameva 




が功徳（AnisaMso）である」（DA: III. 119［936］） 


















                                                   
kammasarikkhakaM nAma……athassa taM dIgharattaM piyacakkhunA olokitabhAvaM sadevako loko 
iminA kAraNena jAnAtUti imAni nettasampattikarAni dve mahApurisalakkhaNAni nibbattanti. lakkhaNaM 





である」（DA: III. 119-120［937］） 
135 idha kammaM nAma pubbaGgamatA. kammasarikkhakaM nAma……athassa sadevako loko iminA 
kAraNena idaM pubbaGgamakammaM jAnAtUti uNhIsasIsalakkhaNaM nibbattati. lakkhaNaM nAma 




くの人々が随順する状態が功徳（AnisaMso）である」（DA: III. 120［937］） 
136  idha kammaM nAma dIgharattaM saccakathanaM. kammasarikkhakaM nAma dIgharattaM 
advejjhakathAya parisuddhakathAya kathitabhAvamassa sadevako loko iminA kAraNena jAnAtUti 
ekekalomalakkhaNaJca uNNAlakkhaNaJca nibbattati. lakkhaNaM nAma idameva lakkhaNadvayaM. 





る」（DA: III. 121［938］） 
137  idha kammaM nAma dIgharattaM apisuNavAcAya kathanaM. kammasarikkhakaM nAma……
tathAgatassa pana dIgharattaM apisuNavAcataM sadevako loko iminA kAraNena jAnAtUti idaM 




この二の相である。会衆が分裂しない状態が功徳（AnisaMso）である」（DA: III. 121［938］） 
138  idha kammaM nAma dIgharattaM apharusavAditA. kammasarikkhakaM nAma … … tasmA 
tathAgatassa dIgharattaM jivhaM parivattetvA pharusAya vAcAya akathitabhAvaM sadevako loko iminA 






















1. 3. 3. 2. 「シンガーラ経」の事例 
 
 『長部』「シンガーラ経」（siGgAla-sutta）は、仏がラージャガハに近い竹林（veLuvana）に
                                                   
sarabhedakarAya pharusavAcAya akathitabhAvaM sadevako loko iminA kAraNena jAnAtUti 








ある」（DA: III. 121［938-939］） 
139 idha kammaM nAma palApakathAya akathanaM. kammasarikkhakaM nAma……tenassa hanukaM 
cAletvA cAletvA dIgharattaM palApakathAya akathitabhAvaM sadevako loko iminA kAraNena jAnAtUti 






140  idha kammaM nAma sammAjIvatA. kammasarikkhakaM nAma…… tathAgatassa pana samena 
suddhAjIvena jIvitaM kappitabhAvaM sadevako loko iminA kAraNena jAnAtUti samadantalakkhaNaJca 


















































                                                   
141 iti bhagavA yA disA sandhAya te gahapatiputta pitA Aha, “disA namasseyyAsI”ti, imA tA cha disA. 
yadi tvaM pitu vacanaM karosi, imA disA namassAti dassento siGgAlakassa pucchAya ThatvA desanaM 
matthakaM pApetvA rAjagahaM piNDAya pAvisi. siGgAlakopi saraNesu patiTThAya cattAlIsakoTidhanaM 
buddhasAsane vikiritvA puJJakammaM katvA saggaparAyaNo ahosi. imasmiJca pana sutte yaM gihIhi 
kattabbaM kammaM nAma, taM akathitaM natthi, gihivinayo nAmAyaM suttanto. tasmA imaM sutvA 
yathAnusiTThaM paTipajjamAnassa vuddhiyeva pATikaGkhA, no parihAnIti. 
47 
 













法の説明である。その経の終わり（DN: III. 226［271］）（Beの 349 節）に対応する『長部
註』「結集経註」は、以下のように説明している。 
 













                                                   
142  idha pana ThatvA parittassa parikammaM kathetabbaM. paThamameva hi ATAnATiyasuttaM na 
bhaNitabbaM, mettasuttaM dhajaggasuttaM ratanasuttanti imAni sattAhaM bhaNitabbAni. sace 
muJcati, sundaraM. no ce muJcati, ATAnATiyasuttaM bhaNitabbaM, taM bhaNantena bhikkhunA piTThaM 
vA maMsaM vA na khAditabbaM, susAne na vasitabbaM. kasmA? 
amanussA okAsaM labhanti. parittakaraNaTThAnaM haritupalittaM kAretvA tattha parisuddhaM AsanaM 
paJJapetvA nisIditabbaM…… 
etaM tAva gihInaM parikammaM. sace pana bhikkhu amanussena gahito hoti, AsanAni dhovitvA 
sabbasannipAtaM ghosApetvA gandhamAlAdIsu pattiM datvA parittaM bhaNitabbaM. idaM bhikkhUnaM 
parikammaM. 
143 このような声聞（弟子）の所説の権威については、清水俊史［2015a］を参照。 
144 idha pana ThatvA paJhA samodhAnetabbA. 
imasmiJhi sutte ekakavasena dve paJhA kathitA. dukavasena sattati. tikavasena asItisataM. 
catukkavasena dvesatAni. paJcakavasena tiMsasataM. chakkavasena bAttiMsasataM. sattakavasena 
aTThanavuti. aTThakavasena aTThAsIti. navakavasena catupaNNAsa. dasakavasena samasaTThIti evaM 
sahassaM cuddasa paJhA kathitA. 
imaJhi suttantaM ThapetvA tepiTake buddhavacane aJJo suttanto evaM bahupaJhapaTimaNDito natthi. 
bhagavA imaM suttantaM Adito paTThAya sakalaM sutvA cintesi, “ dhammasenApati sAriputto 
buddhabalaM dIpetvA appaTivattiyaM sIhanAdaM nadati. sAvakabhAsitoti vutte okappanA na hoti, 
jinabhAsitoti vutte hoti, tasmA jinabhAsitaM katvA devamanussAnaM okappanaM imasmiM suttante 











1. 3. 3. 5. 「パーティカ篇」に対する内容による規定 
 










































































































































                                                   








2. 1. 1. 1. 表面的内容の事例 
 
 『長部』「沙門果経」では、アジャータサットゥ王が仏に、三宝に帰依することを宣言し
たさいに称賛を語った場面がある（DN: I. 80［85］）（Beの 250 節）。それに対応する『長











云々146とによって、このように結合させるべきである147」（DA: I. 204［228］） 
 










evamAdIhIti Adi-saddena saMsAracakkanivattanato saddhammacakkappavattanato, micchAvAda-
viddhaMsanato sammAvAdapatiTThApanato, akusalamUlasamuddharaNato 
kusalamUlasaMropanato, apAyadvArapidhAnato saggamaggadvAravivaraNato, 











147 bhagavatoyeva vA vacanaM dve dve atthe sandhAya thometi. bhagavato vacanaM abhikkantaM 
dosanAsanato, abhikkantaM guNAdhigamanato. tathA saddhAjananato, paJJAjananato, sAtthato, 
sabyaJjanato, uttAnapadato, gambhIratthato, kaNNasukhato, hadayaGgamato, anattukkaMsanato, 
aparavambhanato, karuNAsItalato, paJJAvadAtato, ApAtharamaNIyato, vimaddakkhamato, 
suyyamAnasukhato, vImaMsiyamAnahitatoti evamAdIhi yojetabbaM. 
52 
 
2. 1. 1. 2. 教理的内容の事例 
 
 『長部』「梵網経」では、仏が比丘たちに、「六十二見」について話しはじめる場面がある






る149」（DA: I. 94［100］） 
 
 『長部』「大譬喩経」では、仏が比丘たちに菩薩の法性について話しはじめる場面がある
（DN: II. 10［12］）（Be の 17 節）。それに対応する『長部註』「大譬喩経註」は、「諸仏の
（buddhAnaM）法説は（dhammadesanA）三相（tilakkhaNa）を離れたものがない150」（DA: II. 
22［429］）と記述している。 





る（DN: I. 162-163［171-174］）（Beの 401 節）。それに対応する『長部註』「大獅子吼経註」
は、「阿羅漢果（arahattaphala）を終わりとする世尊の（bhagavato）教え（sAsana）がある。
それゆえに、『阿羅漢果に相応した戒・心・慧の成就より優り、勝れた他の戒などの成就は
ない』と言った151」（DA: I. 295［II. 358-359］）と記載している。 










 ここで（A）buddha に類似した概念は諸仏（複数形）となる。vacana に類似した概念は論
議（単数形）となる。（B）類似した概念が指し示す内容は四諦となる。この内容は、諸仏
（複数形）の論議（単数形）の内容が四諦であったということになる。 
 『長部註』「大因縁経註」（Beの 95 節）では、仏がアーナンダに話しかけた内容を以下の
ように伝えている。 
                                                   
148 四の根拠（ThAna）とは、律の制定（vinayapaJJatti）、地の相違（bhUmantara）、縁の相
（paccayAkAra）、教義の相違（samayantara）のこと。 
149 buddhAnaJhi cattAri ThAnAni patvA gajjitaM mahantaM hoti, JANaM anupavisati, buddhaJANassa 
mahantabhAvo paJJAyati, desanA gambhIrA hoti, tilakkhaNahatA, suJJatApaTisaMyuttA. 
150 buddhAnaJca dhammadesanA nAma tilakkhaNamuttA natthi. 
151  arahattaphalapariyosAnaJhi bhagavato sAsanaM. tasmA arahattaphalasampayuttAhi 
sIlacittapaJJAsampadAhi aJJA uttaritarA vA paNItatarA vA sIlAdisampadA natthIti Aha. 



























教誡（ovAda）、訓戒（anusiTThi）である、と154」（DA: II. 69［479］） 
 





（pAtimokkhuddesa）の偈であると知られるべきである155」（DA: II. 70［479］） 
 
  「たとえばヴィパッシー〔仏〕のように、このように残りの諸仏の（buddhAnaM）教え






                                                   
153 tvaM nAma sAvako padesaJANe Thito atigambhIraM paccayAkAraM, “uttAnako me upaTThAtI”ti 
vadasi, tassa te idaM vacanaM buddhAnaM kathAya paccanIkaM hoti, na tAdisena nAma bhikkhunA 
buddhAnaM kathAya paccanIkaM kathetabbanti yuttametaM. 
154 iti sIlasaMvarena sabbapApaM pahAya samathavipassanAhi kusalaM sampAdetvA arahattaphalena 
cittaM pariyodApetabbanti etaM buddhAnaM sAsanaM ovAdo anusiTThIti. 
155  etaM buddhAna sAsananti etaM parassa anupavadanaM anupaghAtanaM pAtimokkhasaMvaro 
paTiggahaNaparibhogesu mattaJJutA aTThasamApattivasibhAvAya vivittasenAsanasevanaJca 
buddhAnaM sAsanaM ovAdo anusiTThIti. imA pana sabbabuddhAnaM pAtimokkhuddesagAthA hontIti 
veditabbA. 














えられた158」（DA: II. 185［593］） 
 






2. 1. 1. 4. 体系的内容の事例 
 
 『長部』「梵網経」では、仏が比丘たちに誹謗された場合の対処法を説かれた場面がある







（aTThupputtika）という、四つの経の配置（suttanikkhepA）がある、と159」（DA: I. 50） 
                                                   




  去来行無常 現滅無放逸 
  「去り来る行は無常です。滅することが現れます。放逸することがないように」（T1. 26b） 
158 iti bhagavA parinibbAnamaJce nipanno paJcacattAlIsa-vassAni dinnaM ovAdaM sabbaM ekasmiM 
appamAdapadeyeva pakkhipitvA adAsi. 
159  bhagavatA nikkhittassa suttassa vaNNanAya okAso anuppatto. sA panesA suttavaNNanA. yasmA 
suttanikkhepaM vicAretvA vuccamAnA pAkaTA hoti, tasmA suttanikkhepaM tAva vicArayissAma. cattAro 







































れる162」（DA: I. 316［383］） 
 
 ここで（A）buddha に類似した概念は諸仏（複数形）となる。vacana に類似した概念は話
（複数形）となる。（B）類似した概念が指し示す内容は世俗の話、勝義の話となる。 
 以上の事例は、分類（勝義と世俗、経の配置、結論）によって「仏の言葉」に類似した概






160 tayo hi suttassa anusandhI, pucchAnusandhi, ajjhAsayAnusandhi, yathAnusandhIti. 
161 buddhAnaM pana dve kathA sammutikathA ca paramatthakathA ca. tattha “satto poso devo brahma”
tiādikā “sammutikathA” nAma. “aniccaM dukkhamanattA khandhA dhAtuyo AyatanAni satipaTThAnA 
sammappadhAnA”tiAdikA paramatthakathA nAma. 
162  tathA sammutikathAya bujjhanakasattassApi na paThamaM paramatthakathaM katheti. 
sammutikathAya pana bodhetvA pacchA paramatthakathaM katheti. paramatthakathAya 
bujjhanakasattassApi na paThamaM sammutikathaM katheti. paramatthakathAya pana bodhetvA pacchA 
sammutikathaM katheti. pakatiyA pana paThamameva paramatthakathaM kathentassa desanA 
lUkhAkArA hoti, tasmA buddhA paThamaM sammutikathaM kathetvA pacchA paramatthakathaM kathenti. 
SammutikathaM kathentApi saccameva sabhAvameva amusAva kathenti. paramatthakathaM kathentApi 
































                                                   
163 『長部註』「アンバッタ経註」は、以下のように説明している。 
 
te kira dibbena cakkhunA oloketvA parUpaghAtaM akatvA     
KassapasammAsambuddhassa bhagavato pAvacanena saha saMsanditvA mante ganthiMsu. 
「伝え聞くところでは、彼ら（アッタカなどのバラモン）は天眼によって観察して他者
を困惑することなく、カッサパ正等覚者（KassapasammAsambuddhassa）、世尊の
（bhagavato）教語と（pAvacanena）結合し、聖典を編集した」（DA: I. 244［273］） 
164 『長部註』「浄信経註」には、このような伝承がある。 
 
te mamaccayena aJJamaJJaM vivadissanti, satthA taM vivAdaM paTicca ekaM dhammakathaM 
kathessati. 
「彼ら（二人のジャイナ教徒）は私の死後、相互に争論するであろう。師は（satthA）
はその争論に対して一つの法話を（dhammakathaM）語るであろう」（DA: III. 90［906］） 
165 『長部註』「アンバッタ経註」は、以下のような伝承を述べている。 
 
  tathAgato kira uppajjissatIti paTikacceva suddhAvAsA devA vedesu lakkhaNAni pakkhipitvA 
buddhamantA nAmeteti brAhmaNaveseneva vede vAcenti. 
  「伝え聞くところでは、『如来がお生まれになるであろう』と、あらかじめ浄居天の神々
が諸ヴェーダに（vedesu）諸相を含め、『これらは仏の真言（buddhamantA）と言われる』





























                                                   
166 evametaM sabbampi buddhavacanaM rasavasena ekavidhaM, dhammavinayavasena duvidhaM, 
paThamamajjhimapacchimavasena tividhaM. tathā piTakavasena. nikAyavasena paJcavidhaM, 














168  bhikkhUnaM mettacittena AcArapaJJattisikkhApadapaJJApanaM, kammaTThAnakathanaM, 
dhammadesanA, tepiTakampi buddhavacanaM mettaM vacIkammaM nAma. 
169 DA: II. 121［531］, MA: II. 194［293］, SA: II. 187［203］, AA: I. 22［29］, DhpA: 
I. 5［7］, UdA. 136［153］, ItA. 76［I. 80］, ThagA: I. 21［22］, ApA: I. 231［208］, CpA. 








も阿羅漢果を明かしたという、その経（正見経）はない170」（MA: I. 229［224］） 
 











                                                   
170  iti sakalepi paJcamahAnikAyasaGgahite buddhavacane natthi taM suttaM, yattha 
dvattiMsakkhattuM cattAri saccAni dvattiMsakkhattuJca arahattaM pakAsitaM aJJatra imamhA 
sammAdiTThisuttāti. 
171 マハーナーマについては森祖道［1984: 554-558］に詳しい。 
172 ブッダダッタについては森祖道［1984: 540-548］に詳しい。 
173 Apa introd. p. XVII を参照。 





thero pana sakalanavaGgasatthusAsanapariyattidhare puthujjanasotApannasakadAgAmianAgAmi 
sukkhavipassaka khINAsavabhikkhU anekasate, anekasahasse ca vajjetvA 
tipiTakasabbapariyattippabhedadhare paTisambhidAppatte mahAnubhAve yebhuyyena bhagavato 









選ばなかったことを述べている点は、南方上座部大寺派が tepiTaka buddhavacana という表記
を重要視したからであると読み取れはしないであろうか。 



































                                                   
 

























































                                                   






















































183  tathA paThamaM, “ ye te pacurAparAdhA sattA, te yathAparAdhaM ettha sAsitA ” ti 
yathAparAdhasAsanaM, dutiyaM, “anekajjhAsayAnusayacariyAdhimuttikA sattA yathAnulomaM ettha 
sAsitA”ti yathAnulomasAsanaM, tatiyaM, “dhammapuJjamatte, “ahaM mama”ti saJJino sattA 
yathAdhammaM ettha sAsitA“ti yathAdhammasAsananti vuccati. 

































buddhassa hi bhagavato bhAsite apanetabbaM nAma natthi. na hi tathAgatA ekabyaJjanampi 
niratthakaM vadanti. sAvakAnaM pana devatAnaM vA bhAsite apanetabbampi hoti, taM 
dhammasaGgAhakattherA apanayiMsu. pakkhipitabbaM pana sabbatthApi atthi, tasmA yaM yattha 
pakkhipituM yuttaM, taM pakkhipiMsuyeva. kiM pana tanti? 
“tena samayenA”ti vA, “tena kho pana samayenA”ti vA, “atha khoti vA”, “evaM vutteti” 






  『そのとき（tena samayena）』と、あるいは、『ちょうどそのとき（tena kho pana samayena）』
と、あるいは、『そこで（atha kho）』と、あるいは、『このように説かれたとき（evaM 
vutte）』と、あるいは、『このことを言った（etadavoca）』などという、このような連結








186 tattha “dhammakAyo itipI”ti kasmA tathAgato “dhammakAyo”ti vutto? tathAgato hi tepiTakaM 
buddhavacanaM hadayena cintetvA vAcAya abhinIhari. tenassa kAyo dhammamayattA dhammova. iti 















2. 1. 5. 小結 
 






























































置かれた191」（DA: I. 1） 
 





                                                   
189  bhikkhUnaM mettacittena AcArapaJJattisikkhApadapaJJApanaM, kammaTThAnakathanaM, 
dhammadesanA, tepiTakampi buddhavacanaM mettaM vacIkammaM nAma. 
190 SutAvudhanti sutameva AvudhaM. taM atthato tepiTakaM buddhavacanaM. taJhi nissAya bhikkhu 
paJJAvudhaM nissAya sUro yodho avikampamAno mahAkantAraM viya saMsArakantAraM atikkamati 
avihaJJamAno. 
191 dIghassa dIghasuttaGkitassa, nipuNassa Agamavarassa, 
buddhAnubuddhasaMvaNNitassa, saddhAvahaguNassa. 
atthappakAsanatthaM, aTThakathA Adito vasisatehi, 
paJcahi yA saGgItA, anusaGgItA ca pacchApi. 
sIhaLadIpaM pana AbhatAtha, vasinA mahAmahindena, 
ThapitA sIhaLabhAsAya, dIpavAsInamatthAya. 



















（DA: II. 120［530］） 
 







言った194」（DA: II. 120［530］） 
 







する』と説かれた195」（DA: II. 120［530］） 







193  upaTThitassatIti cirakatAdInaM saritA anussaritA mahAgatimbaya-abhayatthera-dIghabhANa-
abhayatthera-tipiTaka-cULAbhayattherA viya. mahAgatimbaya-abhayatthero kira jAtapaJcamadivase 
maGgalapAyAse tuNDaM pasArentaM vAyasaM disvA huM hunti saddamakAsi. atha so therakAle, “kadA 
paTThAya, bhante, sarathA”ti bhikkhUhi pucchito, “jAtapaJcamadivase katasaddato paTThAya Avuso” 
Aha. 
194 dIghabhANaka-abhayattherassa jAtanavamadivase mAtA cumbissAmIti onatA tassA moLi muccittha. 
tato tumbamattAni sumanapupphAni dArakassa ure patitvA dukkhaM janayiMsu. so therakAle, “kadA 
paTThAya, bhante, sarathA”ti pucchito, “jAtanavamadivasato paTThAyA”ti Aha. 

































                                                   
nikkhamanaM katvA, “tvaM kinnAmo, tvaM kinnAmo”ti pucchitvA sAyaM puna apucchitvAva tesaM 
nAmAni sampaTicchApetuM, “sakkA Avuso”ti Aha. evarUpe bhikkhU sandhAya, “upaTThitassatI”ti 
vuttaM. 












































法を長時のものにし、久住のものにした200」（DAT: III. 106［135］） 
                                                   
198 suvaNNapaṭṭaJca jAtihiGgulakaJca gaNhitvA gAmanigamarAjadhAniyo anuvicaranti. te, “asukA 
nAma itthI vA puriso vA buddhaM saraNaM gato, dhammaM saraNaM gato. SaGghaM saraNaM gato. 
paJcasIlAni rakkhati……dasakusalakammapathe samAdAya vattatI”ti suvaNNapaTTe jAtihiGgulakena 
likhitvA AharitvA PaJcasikhassa hatthe denti. PaJcasikho mAtalissa hatthe deti. mAtali saGgAhako 
sakkassa devaraJJo deti. 
yadA puJJakammakArakA bahU na honti, potthako khuddako hoti, taM disvAva devA……anattamanA 
honti. sace pana potthako mahA hoti, taM disvAva devA……attamanA honti. taM potthakaM gahetvA 
sakko devarAjA vAceti. 
199 evaM dhammacakkaM anuppavattentena pana therena dhammo desitopi pakAsitopi satthArAva 
desito pakAsito hoti. yo hi koci bhikkhu vA bhikkhunI vA upAsako vA upAsikA vA devo vA sakko vA 
mAro vā BrahmA vA dhammaM desetu pakAsetu, sabbo so satthArA desito pakAsitova nAma hoti, 
sesajano pana lekhahArakapakkhe Thitova nAma hoti. kathaM? 
yathA hi raJJA dinnaM paNNaM vAcetvA yaM yaM kammaM karonti, taM taM kammaM yena kenaci 
katampi kAritampi raJJA kAritanteva vuccati. mahArAjA viya hi sammAsambuddho. RAjapaNNaM viya 
tepiTakaM buddhavacanaM. paNNadAnaM viya tepiTake nayamukhadAnaM paNNaM vAcetvA 
taMtaMkammAnaM karaNaM viya catunnaM parisAnaM attano balena buddhavacanaM uggaNhitvA 
paresaM desanA pakAsanA. 
200 PALiM, aTThakathaJca potthakAropanavasena samAgatA mahAtherA, ye sATThakathaM piTakattayaM 











































                                                   
201 na ceva sutte osarantIti suttapaTipATiyA katthaci anAgantvA challiM uTThapetvA guLhavessantara-
guLhaummagga-guLhavinaya-VedallapiTakAnaM aJJatarato AgatAni paJJAyantIti attho. evaM AgatAni 
hi rAgAdivinaye ca na paJJAyamAnAni chaDDetabbAni honti. 
202 森祖道［2015: 180-187］によると、“VedallapiTaka”は大乗仏典の総称とされるが、残り
の三つは同定不能のテキストとされている。 
203 tesu asuko rAjA abhirUpo dassanIyotiAdinA nayena gehassitakathAva tiracchAnakathA hoti. sopi 








































                                                   
204 yuddhepi BhAratayuddhAdIsu asukena asuko evaM mArito, evaM viddhoti kAmassAdavaseneva 
kathA tiracchAnakathA. tepi nAma khayaM gatAti evaM pavattA pana sabbattha kammaTThAnameva hoti. 
205  api ca annAdIsu evaM vaNNavantaM gandhavantaM rasavantaM phassasampannaM khAdimha 
bhuJjimhAti kAmassAdavasena kathetuM na vaTTati. sAtthakaM pana katvA pubbe evaM 
vaNNAdisampannaM annaM pAnaM vatthaM sayanaM mAlaM gandhaM sIlavantAnaM adamha, cetiye 
pUjaM karimhAti kathetuM vaTTati. 
206 JAtikathAdIsu pana, “amhAkaM JAtakA sUrA samatthA”ti vA, “pubbe mayaM evaM vicitrehi 
yAnehi vicarimhA”ti vA assAdavasena vattuM na vaTTati. sAtthakaM pana katvA, “tepi no JAtakA 
khayaM gatA”ti vA, “pubbe mayaM evarUpA upAhanA saGghassa adamhA”ti vA kathetuM vaTTati. 
gAmakathApi suniviTThadunniviTThasubhikkha-dubbhikkhAdivasena vA, “ asukagAmavAsino sUrA 
samatthA”ti vA evaM assAdavasena na vaTTati. sAtthakaM pana katvA, “saddhA pasannA”ti vA, 







































                                                   
207  itthikathApi vaNNasaNThAnAdIni paTicca assAdavasena na vaTTati, saddhA pasannA khayavayaM 
gatAti evameva vaTTati. sUrakathApi, “nandimitto nAma yodho sUro ahosI”ti assAdavasena na vaTTati. 
saddho ahosi khayaM gatoti evameva vaTTati. visikhAkathApi, “asukA visikhA suniviTThA dunniviTThA 
sUrA samatthA”ti assAdavasena na vaTTati. saddhA pasannA khayavayaM gatAti evameva vaTTati. 
208 sApi, “pAsAdikA naccituM gAyituM chekA”ti assAdavasena na vaTTati, saddhA pasannAtiAdinA 
nayeneva vaTTati. 
209  tathAgato kira uppajjissatIti paTikacceva suddhAvAsA devA Vedesu lakkhaNAni pakkhipitvA 
buddhamantA nAmeteti brAhmaNaveseneva Vede vAcenti. tadanusArena mahesakkhA sattA tathAgataM 
jAnissantIti. tena pubbe Vedesu mahApurisalakkhaNAni Agacchanti. parinibbute pana tathAgate 
anukkamena antaradhAyanti. tenetarahi natthIti. 
210 te kira dibbena cakkhunA oloketvA parUpaghAtaM akatvA KassapasammAsambuddhassa bhagavato 
pAvacanena saha saMsanditvA mante ganthiMsu. aparApare pana brAhmaNA pANAtipAtAdIni pakkhipitvA 








































                                                   
211  kAlaM kurumAno ca cintesi, “mama laddhi aniyyAnikA sAravirahitA, mayaM tAva naTThA, 
avasesajanopi mA apAyapUrako ahosi, sace panAhaM, “mama sAsanaM aniyyAnikan”ti vakkhAmi, na 
saddahissanti, yaMnUnAhaM dvepi jane na ekanIhArena uggaNhApeyyaM, te mamaccayena 
aJJamaJJaM vivadissanti, satthA taM vivAdaM paTicca ekaM dhammakathaM kathessati, tato te 
sAsanassa mahantabhAvaM jAnissantI”ti. 
212 ayaM kira paJho titthiyasamaye uppanno. titthiyA hi dasavassakAle mataM nigaNThaM niddasoti 
vadanti. so kira puna dasavasso na hoti. na kevalaJca dasavassova. navavassopi pe ekavassopi na hoti. 
eteneva nayena vIsativassAdikAlepi mataM nibbIso, nittiMso, niccattAlIso, nippaJJAsoti vadanti. 
AyasmA Anando gAme vicaranto taM kathaM sutvA vihAraM gantvA bhagavato Arocesi. bhagavA Aha, 
“ na idaM, Ananda, titthiyAnaM adhivacanaM mama sAsane khINAsavassetaM adhivacanaM. 






























2. 3. 結 
 
































































































3. 1. 「戒蘊篇」関連資料と北伝資料とに共通する伝承 
 
3. 1. 1. 「梵網経註」と北伝資料とに共通する伝承 
 




                                                   









































                                                   
216  acchariyaM, Avuso, abbhutaM, Avuso, yAvaJcidaM tena bhagavatA jAnatA passatA arahatA 
sammAsambuddhena sattAnaM nAnAdhimuttikatA suppaTividitA. ayaM hi suppiyo paribbAjako 
anekapariyAyena buddhassa avaNNaM bhAsati, dhammassa avaNNaM bhAsati, saGghassa avaNNaM 
bhAsati. suppiyassa pana paribbAjakassa antevAsI brahmadatto mANavo anekapariyAyena buddhassa 
vaNNaM bhAsati, dhammassa vaNNaM bhAsati, saGghassa vaNNaM bhAsati. itihame ubho AcariyantevAsI 




218 『長部註』「梵網経註」（DA: I. 44-45［44］）における『相応部』（14・14）の経文の
引用は以下のとおりである。 
 
  dhAtuso bhikkhave sattA saMsandanti samenti, hInAdhimuttikA hInAdhimuttikehi saddhiM 
saMsandanti samenti, kalyANAdhimuttikA kalyANAdhimuttikehi saddhiM saMsandanti samenti. 
「比丘たちよ、領域により有情たちは交流し、交際します。劣った意向の者たちは劣っ
た意向の者たちと交流し、交際します。善き意向の者たちは善き意向の者たちと交流し、
交際します」（SN: I. 368［II. 154-155］） 
 















































219 evaM sattAnaM nAnAdhimuttikatA, nAnajjhAsayatA, nAnAdiTThikatA, nAnAkhantitA, nAnArucitA, nALiyA 
minantena viya tulAya tulayantena viya ca nAnAdhimuttikataJANena sabbaJJutaJANena viditA, sA yAva 
suppaTividitA. 
220 de'i tshe de'i dus na kun tu rgyu rab dga' zhes by aba rnam grangs du mas sangs rgyas kyi bsngags 
pa ma yin pa brjad chos dge 'dun kyi bsngags pa ma yin pa brjad chos dang dge 'dun kyi hsngags pa 
ma yin pa brjod par byed do/ kun tu rgyu rab dag'i lhan cig gnas pa tshangs pas byin zhes bya ba rnam 
grangs du mas sangs rgyas kyi bsngags pa brjad/ chos dang dge 'dun gyi bsngags pa brjad de/ slob 
dpon dang nye bar gnas pa 'di gnyis ka yang lha ba gzhan dang gzhan du gyur cing/ 'dod pa dang blo 
tha par smra ba yang bcom ldan 'das de bzhin gshegs pa dgra bcom pa yang dag par rdzags pa'i sangs 
rgyas kyi phyi bzhin du 'brang bar gyur ta/ / 




































                                                   




224 dge slong rab tu mang ba rgyal pa bzhugs sa na 'dus par gyur ces 'dug dga' de lta bu'i gtam brjad 
pa/ bcom ldan 'das nyin par gyi gnas pas lha 'rna ba shin tu rnam par dag pa mi las 'das pas gsan ta/ 
225 本庄良文［2014: 366］を参照。 







































228 引用文の出典は『長部』「大般涅槃経」（DN: II. 124［150］）となる。対応する『長阿含
経』「遊行経」に該当部分はない。 






230 viditvAti sabbaJJutaJJANena jAnitvA. bhagavA hi katthaci maMsacakkhunA disvA jAnAti, “addasA 
kho bhagavA mahantaM dArukkhandhaM gaGgAya nadiyA sotena vuyhamAnaM”tiAdIsu viya. katthaci 
dibbacakkhunA disvA jAnAti, “ addasA kho bhagavA dibbena cakkhunA visuddhena 
atikkantamAnusakena tA devatAyo sahassasseva PATaligAme vatthUni parigaGhantiyo”tiAdIsu viya. 
katthaci pakatisotena sutvA jAnAti, “ assosi kho bhagavA Ayasmato Anandassa subhaddena 
paribbAjakena saddhiM imaM kathAsallApan”tiAdIsu viya. katthaci dibbasotena sutvA jAnAti, “assosi 
kho bhagavA dibbAya sotadhAtuyA visuddhAya atikkantamAnusikAya sandhAnassa gahapatissa 




























                                                   
231 JatvA ca panassa etadahosi, “ime bhikkhU mayhaM sabbaJJutaJJANaM Arabbha guNaM kathenti, 
etesaJca sabbaJJutaJJANakiccaM na pAkaTaM, mayhameva pAkaTaM. Mayi pana gate ete attano 
kathaM nirantaraM Arocessanti. tato nesaM ahaM taM aTThuppattiM katvA tividhaM sIlaM vibhajanto, 
dvAsatthiyA thAnesu appaTivattiyaM sIhanAdaM nadanto, paccayAkAraM sanodhAnetvA buddhaguNe 
pAkaTe katvA, sineruM ukkhipento viya suvaNNakUTena nabhaM paharanto viya ca 
dasasahassilokadhAtukampanaM BrahmajAlasuttantaM arahattanikUTena nitthApento desessAmi, sA me 
desanA parinibbutassApi paJcavassasahassAni sattAnaM amatamahAnibbAnaM sampApikA bhavissatI”
ti. 
232 katamaM tathAgatassa sabbaJJutaJJANaM? sabbaM saGkhatamasaGkhataM anavasesaM jAnAtIti 
sabbaJJutaJJANaM. 





sabbattha mutto asito, sabbaM passati cakkhumA. 
sabbakammakkhayaM patto, vimutto upadhisaGkhaye. 
so mayhaM bhagavA satthA, tassa rocemi sAsananti. 
「すべての場所で脱し、独立しておられる。眼をそなえ、すべてのものをみておられる。
すべての業の滅尽を得られ、依著の滅尽において解脱しておられる。かのお方は私の世







































3. 1. 1. 4. 事例 4: 同義語に関連した事例 
 
 『長部』「梵網経」では、凡夫が如来を称賛しながら語っている。そこでは、些細で世間
                                                   
234 khettavatthupaTiggahaNA paTivirato samaNo gotamo. 
235 不畜田宅種殖五穀。 
236 新村出（編）［2012: 998］を参照。 
237 tattha khettaM nAma yasmiM pubbaNNaM ruhati. vatthu nAma yasmiM aparaNNaM ruhati. 




muggamAsatilakulatthaalAbukumbhaNDAdibhedaJca aparaNNaM adhippetaM. 
「豆、そら豆、胡麻、豌豆、南瓜、冬瓜などの区分が後食と意趣された」（Vin-paciA. 













































                                                   
239  uddhamvirecanaM adhovirecanaM sIsavirecanaM kaNNatelaM nettatappanaM natthukammaM 
aJjanaM paccaJjanaM sAlAkiyaM sallakattiyaM dArakatikicchA mUlabhesajjAnaM anuppadAnaM 
osadhInaM paTimokkho. 
240 或為医方鍼灸薬石療治衆病。 












































                                                   
242 tasmAtiha tvaM, Ananda, imaM dhammapariyAyaM atthajAlantipi naM dhArehi, dhammajAlantipi 
naM dhArehi, brahmajAlantipi naM dhArehi, diTThijAlantipi naM dhArehi, anuttaro saNgAmavijayotipi 
naM dhArehi. 
243 仏告阿難、「当名此経為義動・法動・見動・魔動・梵動」。 
244 yasmA pana imaM dhammapariyAyaM sutvA devaputtamArampi khandhamArampi maccumArampi 
kilesamArampi sakkA maddituM, tasmA, “anuttaro saNgAmavijayotipi naM dhArehI”ti. 
83 
 









3. 1. 2. 「沙門果経註」と北伝資料とに共通する伝承 
 



























                                                   
245  ekamantaM Thito kho rAjA mAgadho ajAtasattu Vedehiputto tuNhIbhUtaM tuNhIbhUtaM 
bhikkhusaGghaM anuviloketvA rahadamiva vippasannaM udAnaM udAnesi, “iminA me upasamena 
udayabhaddo kumAro samannAgato hotu, yenetarahi upasamena bhikkhusaGgho samannAgato”ti.  
“AgamA kho tvaM, mahArAja, yathApeman”ti.  
“piyo me, bhante, udayabhaddo kumAro. iminA me, bhante, upasamena udayabhaddo kumAro 












































                                                   










































3. 1. 2. 3. 事例 3: 平俗的な事例 
 
 『長部』「沙門果経」では、アジャータサットゥ王が仏の説法を聞き終わったとき、以下






受けとめください253」（DN: I. 80［85］） 
                                                   
250 seyyathApi, mahArAja, puriso sadhano sabhogo kantAraddhAnamaggaM paTipajjeyya dubbhikkhaM 
sappaTibhayaM. so aparena samayena taM kantAraM nitthareyya sotthinA, gAmantaM anupApuNeyya 
khemaM appaTibhayaM. 
251 又如人多持財宝経大広野。不遭賊盜安隱得過。 
252  yathA pana kantAraddhAnamaggappaTipanno puriso corehi manussAnaM viluttokAsaM 
pahatokAsaJca disvA daNDakasaddenapi sakuGasaddenapi, “corA AgatA”ti ussaGkitaparisaGkitova hoti. 




































                                                   
bhagavA dhAretu ajjatagge pANupetaM saraNaM gataM. accayo maM, bhante, accagamA yathAbAlaM 
yathAmULhaM yathAakusalaM, yohaM pitaraM dhammikaM dhammarAjAnaM issariyakAraNA jIvitA 
voropesiM. tassa me, bhante bhagavA accayaM accayato paTiggaNhAtu AyatiM saMvarAya. 
254 我今帰依仏・帰依法・帰依僧。聴我於正法中為優婆塞。自今已後尽形寿不殺・不盜・不
婬・不欺・不飮酒。 







256 kimassa sIlaNti paJca veramaNiyo. yathAha, “yato kho, mahAnAma, upAsako pANAtipAtA paTivirato 
hoti, adinnAdAnA kAmesumicchAcArA musAvAdA surAmerayamajjapamAdaTThAnA paTivirato hoti, 








































                                                   
257 atha kho bhagavA acirapakkantassa raJJo mAgadhassa ajAtasattussa Vedehiputtassa bhikkhU 
Amantesi, “khatAyaM, bhikkhave, rAjA. upahatAyaM, bhikkhave, rAjA. sacAyaM, bhikkhave, rAjA 




259  idaM pana suttaM sutvA raJJA koci AnisaMso laddhoti? mahA-AnisaMso laddho. ayaJhi pitu 
mAritakAlato paTThAya neva rattiM na divA niddaM labhati, satthAraM pana upasaGkamitvA imAya 









































                                                   
261  kSato bhikSavo rAjA mAgadho’jAtaCatrur VaidehIputraH upahato yena pApamitrasahAyena 
pApamitravaCaMgatena pApamitropagUDena pitA dhArmiko dharmarAjo dharmasthito mAhArAjo jIvitAd 
vyaparopitaH. 
262 kahaM pana sammAti kasmA pucchIti.  
eke tAva, “ajAnanto”ti vadanti. iminA kira daharakAle pitarA saddhiM Agamma bhagavA diTTpubbo, 
pacchA pana pApamittasaMaggena pitughAtaM katvA abhimAre pesetvA dhanapAlaM muJcApetvA 
mahAparAdho hutvA bhagavato sammukhIbhAvaM na upagatapubboti asaJjAnanto pucchatIti. taM 
akAraNaM. 
263 eketi uttaravihAravAsino. 
264 森祖道［1984: 681-689］を参照。 
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3. 1. 3. 「アンバッタ経註」と北伝資料とに共通する伝承 
 


































































（釈迦族の生起）と評された」（DA: I. 232-234［260-262］） 
 
ここでは、kolarukkha と Kolanagara、vyagghapatha と Vyagghapatha、釈迦族（sakka）と有
能な者（sakya）という語源解釈を通して、「癩病」と「虎」とが釈迦族とコーリヤ族との誕
生に重要な役割を果たしたことが述べられている。 
                                                   
266 tesaM puttehi ca dhItAhi ca vaDDhamAnAnaM aparena samayena jeTThakabhaginiyA kuTTharogo 
udapādi, koviLArapupphasadisAni gattAni ahesuM. rAjakumArA imAya saddhiM ekato 
nisajjaTThAnabhojanAdIni karontAnampi upari ayaM rogo saGkamatIti cintetvA ekadivasaM 
uyyAnakILaM gacchantA viya taM yAne AropetvA araJJaM pavisitvA bhUmiyaM pokkharaNiM 
khaNApetvA tattha khAdanIyabhojanIyena saddhiM taM pakkhipitvA gharasaGkhepena upari padaraM 
paTicchAdetvA paMsuM datvA pakkamiMsu.  
tena ca samayena rAmo nAma BArANasirAjA kuTTharogo nATakitthIhi ca orodhehi ca jigucchiyamAno 
tena saMvegena jeTThaputtassa rajjaM datvA araJJaM pavisitvA. 
267 athekadivasaM tasmiM paccUsasamaye aggiM jAletvA nisinne rAjadhItAya sarIragandhena AgantvA 
byaggho tasmiM padese paMsuM viyUhanto padare vivaramakAsi, tena ca vivarena sA byagghaM disvA 
bhItA vissaramakAsi. so taM saddaM sutvA, “itthisaddo eso”ti ca sallakkhetvA pAtova tattha gantvA, 
































伝承がある（DN: I. 97［103］）（Beの 283 節）。 
コーサラ国のパセーナディ王が天幕で仕切っていた理由を『長部註』「アンバッタ経註」
は、「伝え聞くところでは（kira）、彼（ポッカラサーティ・バラモン）は対面の誘惑（sammukhA-
                                                   









269  tahiM dAni aparasya CAkiyasya mahattarasya dhItA prAsAdikA darCanIyA akSudrAvakACA 
paramapuSkaratayA samanvAgatA tasyA dArikAye kuSThavyAdhi utpaNNaH. 
270 so dAni vyAghro taM manuSyagandham upajighrati. tena dAni taM maNuSyaghandham upajighritvA 
taM mahApAMCurACiM pAdehi apakarSitaM. 
92 
 




































                                                   
271 so kira sammukhA AvaTTaniM nAma vijjaM jAnAti. 








274 deva, etassa brAhmaNassa sarIre saGkhaphalitakuTThaM nAma atthi. tumhe etaM disvAva AliGgatha 
parAmasatha, idaJca kuTThaM nAma kAyasaMsaggavasena anugacchati, mA evaM karotha. 
93 
 
















3. 1. 4. 「ソーナダンダ経註」と北伝資料とに共通する伝承 
 

























                                                   
275 ettha dAni, bho, kiM vaNNo karissati, kiM mantA, kiM jAti? 
276 時五百婆羅門黙然不対。 
277 tasmiM hissa asati brāhmaNabhāvo nāhosIti sammohamattaM vaNNādayo. idaM pana sutvā te 




















3. 1. 5. 「クータダンタ経註」と北伝資料とに共通する伝承 
 


























                                                   
278 atha kho ye icchiMsu, te akaMsu, ye na icchiMsu, na te akaMsu, yaM icchiMsu, taM akaMsu, yaM 







































                                                   
280  rAjA kira bahinagarassa catUsu dvAresu antonagarassa ca majjheti paJcasu ThAnesu 
mahAdAnasAlAyo kArApetvA ekekissAya sAlAya satasahassaM satasahassaM katvA divase divase 
paJcasatasahassAni vissajjetvA sUriyuggamanato paTThAya tassa tassa kAlassa anurUpehi sahatthena 
suvaNNakaTacchuM gahetvA paNItehi sappitelAdisammisseheva 
yAgukhajjakabhattabyaJjanapAnakAdIhi mahAjanaM santappesi. bhAjanAni pUretvA gaNhitukAmAnaM 
tatheva dApesi. sAyaNhasamaye pana vatthagandhamAlAdIhi sampUjesi. 
281 yo kho, brAhmaNa, pasannacitto sikkhApadAni samAdiyati, pANAtipAtA veramaNiM, adinnAdAnA 













































3. 1. 6. 「大獅子吼経註」と北伝資料とに共通する伝承 
 









                                                   
283 bhavantarepi hi ariyasAvako jIvitahetupi neva pANaM hanati na suraM pivati. sacepissa suraJca 
khIraJca missetvA mukhe pakkhipanti, khIrameva pavisati, na surA. yathA kiM? 
koJcasakuNAnaM khIramissake udake khIrameva pavisati na udakaM. 
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284 evaM vutte, acelo Kassapo bhagavantaM etadavoca, “imepi kho, Avuso gotama, tapopakkamA 




286 idAni taM duvidhaM maggaJca paTipadaJca ekato katvA dassento, “ayameva ariyo”tiAdimAha. 
idaM pana sutvA acelo cintesi, “samaNo gotamo mayhaMyeva maggo ca paTipadA ca atthi, aJJesaM 
natthIti maJJati, handassAhaM amhAkampi maggaM kathemI” ti. tato acelakapaTipadaM kathesi. 










































                                                   
287 “sace, bhante, aJJatitthiyapubbA imasmiM dhammavinaye ākaGkhanti pabbajjaM, AkaGkhanti 
upasampadaM, cattAro mAse parivasanti, catunnaM mAsAnaM accayena AraddhacittA bhikkhU 
pabbAjenti, upasampAdenti bhikkhubhAvAya. ahaM cattAri vassAni parivasissAmi, catunnaM vassAnaM 
accayena AraddhacittA bhikkhU pabbAjentu, upasampAdentu bhikkhubhAvAyA”ti. alattha kho acelo 
Kassapo bhagavato santike pabbajjaM, alattha upasampadaM. 
alattha kho acelo Kassapo bhagavato santike pabbajjaM, alattha upasampadaM. acirUpasampanno kho 
































3. 1. 7. 「大獅子吼経復註」と北伝資料とに共通する伝承 
 












す290」（DN: I. 158［167］） 
 
                                                   
289 atha kho bhagavA tassa tibbacchandataM viditvA, “na Kassapo parivAsaM arahatI”ti aJJataraM 
bhikkhuM Amantesi, “gaccha bhikkhu KassapaM nhApetvA pabbAjetvA AnehI”ti. so tathA katvA taM 
pabbAjetvA bhagavato santikaM AgamAsi. bhagavA taM gaNamajjhe nisIdApetvA upasampAdesi. tena 
vuttaM, “alattha kho acelo Kassapo bhagavato santike pabbajjaM, alattha upasampadan”ti. 
290 tassa cAyaM sIlasampadA cittasampadA paJJAsampadA abhAvitA hoti asacchikatA. atha kho so 
ArakAva sAmaJJA ArakAva brahmaJJA. yato kho, Kassapa, bhikkhu averaM abyApajjaM mettacittaM 
bhAveti, AsavAnaJca khayA anAsavaM cetovimuttiM paJJAvimuttiM diTTheva dhamme sayaM abhiJJA 























 そこから仏は、沙門と婆羅門の法が難しくない理由を展開していく（Beの 399 節）。この
下線部が『長阿含経』「倮形梵志経」のみに見られる伝承である。「共通しない」という特
徴的な表現がなされている。 


















                                                   
291  evaM vutte, acelo Kassapo bhagavantaM etadavoca, “dukkaraM, bho gotama, sAmaJJaM 
dukkaraM brahmaJJan”ti. 






































                                                   
294  imAya ca, Kassapa, sIlasampadAya cittasampadAya paJJAsampadAya aJJA sIlasampadA 
cittasampadA paJJAsampadA uttaritarA vA paNItatarA vA natthi. 
santi, Kassapa, eke samaNabrAhmaNA sIlavAdA. te anekapariyAyena sIlassa vaNNaM bhAsanti. yAvatA, 
Kassapa, ariyaM paramaM sIlaM, nAhaM tattha attano samasamaM samanupassAmi, kuto bhiyyo. atha 
kho ahameva tattha bhiyyo, yadidaM adhisIlaM. 




296  evaJca pana vatvA idAni anuttaraM mahAsIhanAdaM nadanto, “ santi Kassapa eke 
samaNabrAhmaNA”tiAdimAha. 
297 anaJJasAdhAraNatAya, anaJJasAdhAraNatthavisayatAya ca anuttaraM buddhasīhanādaM nadanto. 
298  ThAnaM kho panetaM, Kassapa, vijjati, yaM aJJatitthiyA paribbAjakA evaM vadeyyuM, 
“sIhanAdaM kho samaNo gotamo nadati, taJca kho suJJAgAre nadati, no parisAsU”ti. te, “mA hevan”
























  「会衆のうちでとは、八つの会衆のうちでということである。このことが説かれた。 
『サーリプッタよ、如来にはこの四の無畏があります。無畏をそなえた如来は、牛王の
地位を自称します。会衆のうちで獅子吼をします300』という経が詳細にされるべきであ




















  成就四無所畏而悉能知聖所行処、於大衆中、作師子吼。 
  「四つの無所畏を成就し、すべての聖なる所行の範囲を知ることができ、多くの人々の
なかで獅子吼をします」（T17. 593b） 
301 parisAsu cAti aTThasu parisAsu. vuttampi cetaM. 
“cattArimAni, sAriputta, tathAgatassa vesArajjAni. yehi vesArajjehi samannAgato tathAgato AsabhaM 

































                                                   
302  sIhanAdaM nadatIti yathA migarAjA parissayAnaM sahanato, vanamahiMsamattavAraNAdInaM 
hananato ca, “sIho”ti vuccati, evaM tathAgato lokadhammAnaM sahanato, parappavAdAnaM hananato 







dasa kho panimAni, sAriputta, tathAgatassa tathAgatabalAni yehi balehi samannAgato tathAgato 
AsabhaM ThAnaM paTijAnAti, parisAsu sIhanAdaM nadati, brahmacakkaM pavatteti. 
「サーリプッタよ、如来にはこの十の如来力があります。その力をそなえた如来は牛王
の地位を自称し、会衆のうちで獅子吼をし、梵の輪を転じます」（MN: I. 99［I. 69］） 
304  sIhanAdaM nadatIti seTThanAdaM abhItanAdaM nadati, sIhanAdasadisaM vA nAdaM nadati. 
ayamattho sIhanAdasuttena dIpetabbo. yathA vA sīho sahanato hananato ca sIhoti vuccati, evaM 
tathAgato lokadhammAnaM sahanato parappavAdAnaJca hananato sIhoti vuccati. evaM vuttassa 












3. 1. 8. 「ケーヴァッタ経註」と北伝資料とに共通する伝承 
 
































                                                   
305  bhUtapubbaM, bhikkhu, sAmuddikA vANijA tIradassiM sakuNaM gahetvA nAvAya samuddaM 
ajjhogAhanti. te atIradakkhiniyA nAvAya tIradassiM sakuNaM muJcanti. 
306 比丘猶如商人臂鷹入海、於海中放。 










3. 1. 9. 「ケーヴァッタ経復註」と北伝資料とに共通する伝承 
 


















は、“paha”について、「水の中に降りていくための段々（flight of steps from which to step 





である。一方で pabha＝paha という解釈もなされ、両者が混合している。 
 翻訳について中村元［1971: 138］は、「認識作用（viJJANa）は不可見であり、無眼であり、
                                                   
308  evaJca kho eso, bhikkhu, paJho pucchitabbo. 
“kattha Apo ca pathavI, tejo vAyo na gAdhati. 
kattha dIghaJca rassaJca, aNuM thUlaM subhAsubhaM. 
kattha nAmaJca rUpaJca, asesaM uparujjhatI”ti. 
「比丘よ、この質問は、このようにすべきです。『どこで水と地と、火と風は確立しな
いのか。どこで長と短、微細と粗大、浄と不浄は、どこで名と色は、残らずに、滅する
のか』と」（DN: I. 213［223］） 
309 tatra veyyakaraNaM bhavati, 
“viJJANaM anidassanaM, anantaM sabbatopabhaM. 
ettha Apo ca pathavI, tejo vAyo na gAdhati. 
ettha dIghaJca rassaJca, aNuM thUlaM subhAsubhaM. 
ettha nAmaJca rUpaJca, asesaM uparujjhati. 
viJJANassa nirodhena, etthetaM uparujjhatI”ti. 
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至るところに輝く」としている。JANamoli, B & Bodhi, B［1995］は、「意識は明らかとなら
























場合の pabha である』と説かれた311」（DA: I. 325［II. 393］） 
 













                                                   
310 応答識無形 無量自有光 
此滅四大滅 麁細好醜滅 
於此名色滅 識滅余亦滅 
311 pabhanti panetaM kira titthassa nAmaM, taJhi papanti etthAti papaM, pakArassa pana bhakāro kato. 
sabbato pabhamassAti sabbatopabhaM. nibbAnassa kira yathA mahAsamuddassa yato yato otaritukAmA 
honti, taM tadeva titthaM, atitthaM nAma natthi. evameva aTThatiMsAya kammaTThAnesu yena yena 















ち、この第一は、すなわち慧の光明です』と313」（AN: I. 456［II. 139］） 
 









一方、JANamoli, B & Bodhi, B［1995: 1249-1250. n513］は、空無辺処（業処）が関連して
いることを指摘し、阿羅漢が涅槃に関わる業処に向かっている間は、意識が輝く現象が慧の
光明として起きると述べている。 













うな方向に涅槃はないと言うべきではないからである314」（MA: II. 309［412］） 
                                                   
312 “titthassa nAman”ti vatvA tattha nibbacanaM dassetuM, “papanti etthAti papan”ti vuttaM. ettha 
hi papanti pAnatitthaM. bha-kāro kato niruttinayena. visuddhaTThena vA sabbatopabhaM, kenaci 
anupakkiliTThatAya samantato pabhassaranti attho. 
313  “catasso imA, bhikkhave, pabhA. katamA catasso? candappabhA, sUriyappabhA, aggippabhA, 
paJJApabhA. imA kho, bhikkhave, catasso pabhA. etadaggaM, bhikkhave, imAsaM catunnaM pabhAnaM 
yadidaM paJJApabhA”ti. 
314  sabbatopabhanti sabbaso pabhAsampannaM. nibbAnato hi aJJo dhammo sapabhataro vA 
jotivantataro vA parisuddhataro vA paNDarataro vA natthi. sabbato vA tathA pabhUtameva, na katthaci 









 ①光明（pabha） ②階段（pabha） ③捨てて（pabha） 
『長部註』「ケーヴァッタ経」 × 〇 × 
『長部復註』「ケーヴァッタ経復註」 〇 〇 × 
『増支部』（4・15） 〇 × × 
『中部註』「梵天招待経註」 〇 〇 × 
『長阿含経』「堅固経」 〇 × × 





















































3. 1. 10. 「ローヒッチャ経註」と北伝資料とに共通する伝承 
 






















い316」（DN: I. 216［226］） 
 
と仏に懇願する一場面がある（Beの 504-508 節）。ここでは、ローヒッチャ・バラモンから
                                                   
315 tena kho pana samayena lohiccassa brAhmaNassa evarUpaM pApakaM diTThigataM uppannaM hoti, 
“idha samaNo vA brAhmaNo vA kusalaM dhammaM adhigaccheyya, kusalaM dhammaM adhigantvA 
na parassa Aroceyya, kiJhi paro parassa karissati. seyyathApi nAma purANaM bandhanaM chinditvA 
aJJaM navaM bandhanaM kareyya, evaMsampadamidaM pApakaM lobhadhammaM vadAmi, kiJhi 
paro parassa karissatI”ti. 
316 lohiccassa, bhante, brAhmaNassa evarUpaM pApakaM diTThigataM uppannaM……sAdhu, bhante, 











































3. 1. 10. 2. 小結 
 
 以上、一つの事例を通して『長部註』「ローヒッチャ経註」（南方上座部大寺派）と北伝資




















































                                                   






























































3. 2. 「大篇」関連資料と北伝資料とに共通する伝承 
 
3. 2. 1. 「大譬喩経註」と北伝資料とに共通する伝承 
 








































                                                   
320  jAtitopi anussarissati, nAmatopi anussarissati, gottatopi anussarissati, AyuppamANatopi 
anussarissati, sAvakayugatopi anussarissati, sAvakasannipAtatopi anussarissati. 
321 又知彼仏劫数多少、名号姓字、所生種族、其所飲食、寿命脩短、所更苦楽。 
322 iti sabbe buddhA asaGkhyeyyAyukA. te kasmA asaGkhyeyyaM na aTThaMsu? utubhojanavipattiyA. 









































                                                   
323 七仏精進力、放光滅闇冥、各各坐諸樹、於中成正覚。 
324  sabbabuddhAnaJca AyuvemattaM, pamANavemattaM, kulavemattaM, padhAnavemattaM, 
rasmivemattanti paJca vemattAni honti. 
325 rasmivemattaM nAma maGgalassa bhagavato sarIrarasmi dasasahassilokadhātuppamANA ahosi. 
amhAkaM bhagavato samantA byAmamattA. tatra rasmivemattaM ajjhAsayappaTibaddhaM, yo yattakaM 
icchati, tassa tattakaM sarIrappabhA pharati. maGgalassa pana niccampi dasasahassilokadhAtuM 


































合の法性（dhammatA）です330」（DN: II. 10［12］）（Beの 17 節）という伝承がある。 
                                                   
327 吹田隆道［1985］は、 
 







328  susaMvRttaskandho atulaH suprabuddhaH PratApanaH, sArthavAho Vijitaseno rAhulo bhavati 
saptamaH. ete putrA mahAtmAnaH CarIrAntimadhAriNaH, sarveSAM AsravAH kSINA nAsti teSAM 
punarbhavaH. 
329 samavattakkhandho atulo, suppabuddho ca uttaro, 
satthavAho Vijitaseno, rAhulo bhavati sattamoti. 
ete tAva sattannampi bodhisattAnaM anukkameneva satta puttA veditabbA. 



















                                                   
331 毗婆尸菩薩従兜率天降神母胎、従右脇入、正念不乱。 







  atha bodhisatto setavaravAraNo hutvA tato avidUre eko suvaNNapabbato atthi, tattha vicaritvA tato 
oruyha rajatapabbataM abhiruhitvA uttaradisato Agamma rajatadAmavaNNAya soNDAya 
setapadumaM gahetvA koJcanAdaM naditvA kanakavimAnaM pavisitvA mAtusayanaM tikkhattuM 


































 “lalita-vistara”（所属は大乗（大衆部）系仏伝、作成年代は 150-500，600 年頃、編纂者
は不明）336においては、「菩薩はマーヤー（mAyA）妃の胎のなかに入っているとき、右脇に


















                                                   
334 atha bodhisatto setavaravAraNo hutvA tato avidUre eko suvaNNapabbato, tattha caritvA tato oruyha 
rajatapabbataM abhiruhitvA kanakavimAnaM pavisitvA mAtaraM padakkhiNaM katvA dakkhiNapassaM 










337 abhyantaragataCca bodhisattvo mAyAdevyAH kukSau dakSiNe pArCve paryaGkam Abhujya niSaNNo 
‘bhUt. 







































                                                   
339 cattAro naM devaputtA catuddisaM rakkhAya upagacchanti. 
340 有四天子、執戈矛、侍護其人。人興非人不得侵嬈。 
341  cattAro naM devaputtA cAtuddisaM rakkhAya upagacchantIti ettha cattAroti catunnaM 
mahArAjAnaM vasena vuttaM. dasasahassacakkavALesu pana cattAro cattAro katvA cattAlIsasahassAni 
honti. tattha imasmiM cakkavALe mahArAjAno khaggahatthA bodhisattassa ArakkhatthAya upagantvA 
sirigabbhaM paviTThA, itare gabbhadvArato paTThAya avaruddhake paMsupisAcakAdiyakkhagaNe 
paTikkamApetvA yAva cakkavALA ArakkhaM gaNhiMsu. 
342 khyim gyi phyogs bzhir lag na mtshon thogs pa'i/ / lha rnams bsrung ba'i don du khyab cing gnas 
zhes bya'a/ / 
343 本庄良文［2014: 247］を参照。 
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  すべての菩薩には……348」（DA: II. 14-15［421-422］ 
 
 この「九章」は、実際に『長部』「大譬喩経」で説かれているものである。それ以外の過
                                                   
344 imassa, deva, kumArassa heTThA pAdatalesu cakkAni jAtAni sahassArAni sanemikAni sanAbhikAni 
sabbAkAraparipUrAni. yampi, imassa deva, kumArassa heTThA pAdatalesu cakkAni jAtAni sahassArAni 
sanemikAni sanAbhikAni sabbAkAraparipUrAni, idampissa mahApurisassa mahApurisalakkhaNaM 
bhavati. 




347 idaM tAva PALiyaM Agatameva. sambahulavAro pana anAgato, so evaM daTThabbo. 
satti, sirivaccho, nandi, sovattiko, vaTaMsako, vaDDhamAnakaM, macchayugaLaM, bhaddapIThaM, 
aGkusako, pAsAdo, toraNaM, setacchattaM, khaggo, tAlavaNTaM, morahatthako, vALabIjanI, uNhIsaM, 
maNi, patto, sumanadAmaM, nIluppalaM, rattuppalaM, setuppalaM, padumaM, puNDarIkaM, 
puNNaghaTo, puNNapAti, samuddo, cakkavALo, himavA, sineru, candimasUriyA, nakkhattAni, cattAro 
mahAdIpA, dviparittadIpasahassAni, antamaso cakkavattiraJJo parisaM upAdAya sabbo 
cakkalakkhaNasseva parivAro. 
348  yaJcetaM bhagavA tantiM kathesi, tattha kappaparicchedo, jAtiparicchedo, gottaparicchedo, 
Ayuparicchedo, bodhiparicchedo, sAvakayugaparicchedo, sAvakasannipAtaparicchedo, 








































  「⑧傘（gdugs: chattra）、⑦鉄鉤（lcags kyu）、①吉祥の子牛（dpal gyi be'u: CrIvatsa）、⑥
魚（nya: matsya）、⑨剣（ral gri）、⑩宝石（nor bu: maNi）、⑯太陽（nyi ma: sUrya）、②万
                                                   
349  tantinti dhammatanti, pariyattinti attho. puttaputtamAtuyAnavihAradhanavihAradAyakAdInaM 
ambahulAnaM atthAnaM vibhAvanavasena pavattavAro sambahulavAro. 
kAmaJcAyaM PALiyaM anAgato, aTThakathAsu AgatattA pana AnetvA dIpetabboti taM dIpento, 
“sabbabodhisattAānaJhI”tiAdimAha. 





354 MilT introd. p. XIIII を参照。八十種好は MilT. 17-18 で説かれている。 
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字（g-yung drung 'khyil pa: nandyAvarta）、⑭蓮華（pa dma: padma）、④耳飾（rna cha）」










































                                                   
355 本庄良文［2014: 323］を参照。 
356 本庄良文［2014: 327］を参照。 
357 sarvathA Cobha-saMvartanIyatvena CrIvatsa-svastika-nandyAvarta-lalitapANipAda- talatA ceti. 













































                                                   
359 imassa, deva, kumArassa uNNA bhamukantare jAtA odAtA mudutAlasannibhA. yampi imassa deva 
kumArassa uNNA bhamukantare jAtA odAtA mudutUlasannibhA, idampimassa mahApurisassa 
mahApurisalakkhaNaM bhavati. 
360 三十一眉間白毫、柔軟細沢、引長一尋、放則右旋、螺如真珠。 
361 tUlasannibhAti simbalitUlalatAtUlasamAnA, ayamassa odAtatAya upamA. sA panesA koTiyaM gahetvA 

























 『坐禅三昧経』（所属は不明、訳出年代は 402-407 年、訳者は鳩摩羅什）は、「三十二は眉
間に白い毛があり、長くて美しく、④右回りである367」（T15. 276b）と述べている。 
 『ウパーイカー』は、「法螺貝のように④右巻きの白毫が生じている368」（Pe. No. 5595 Tu 
139a-b）369と記している。 








                                                   
362 復次大人一一毛。一一毛者、身一孔一毛生。色若紺青如螺右旋。是謂大人大人之相。 
363  UrNA cAsya bhruvor madhye CvetA imassa deva kumArassa uNNA bhamukantare CaGkhanibhA 
pradakSiNAvartA jAtA odAtA mudutUlasannibhA imam mahApuruSasya mahApuruSalakSaNaM. 
364 北トルキスタンで発見された写本にもとづいて校訂した最新版となる。 
365  UrNA cAsya bhruvor madhye CvetA CaGkhanibhA pradakSiNAvartA idam mahApuruSasya 
mahApuruSalakSaNaM. 
366 『長阿含経』「大本経」（T1. 5b）、『中阿含経』「梵摩経」（T1. 686b, c）、『普曜経』（T3. 
496a）などがある 
367 三十二者眉間白毛、長好右旋。 
368 mdzad sbu dkar po dung lta bu g-yas phyogs su 'khyil pa/ 
369 本庄良文［2014: 318］を参照。 
370 suCukla-bhrUmukhAntarorNAlalATateti. bhruvor mukhe yadantarAle bhagavatas sphaTikaguDikeva 






































3. 2. 3. 9. 事例 9: 人物に関連した事例375 
 
 『長部』「大譬喩経」では、ヴィパッシー菩薩が出家して静かな場所で独り坐っていたと
き、無明と諸行を除く十支縁起を観察したと記している（DN: II. 26-30［30-35］）（Beの 58
節）。その一部を示すと、以下のようなものである。 
 
                                                   
372 JAtassa kho pana, bhikkhave, Vipassissa kumArassa setacchattaM dhArayittha divA ceva rattiJca, 
“mA naM sItaM vA uNhaM vA tiNaM vA rajo vA ussAvo vA bAdhayitthA”ti. 
373 仏告比丘、「毗婆尸菩薩生時、諸天在上。於虚空中、手執白蓋宝扇。以障寒暑・風雨・塵
土」。 








































                                                   
376 atha kho, bhikkhave, Vipassissa bodhisattassa etadahosi, “paccudAvattati kho idaM viJJANaM 
nAmarUpamhA, nAparaM gacchati. ettAvatA jAyetha vA jiyyetha vA miyyetha vA cavetha vA upapajjetha 
vA, yadidaM nAmarUpapaccayA viJJANaM, viJJANapaccayA nAmarUpaM, nAmarUpapaccayA 
saLAyatanaM, saLAyatanapaccayA phasso, phassapaccayA vedanA, vedanApaccayA taNhA, taNhApaccayA 
upAdAnaM, upAdAnapaccayA bhavo, bhavapaccayA jAti, jAtipaccayA jarAmaraNaM 





378 nAmarUpe kho sati viJJANanti ettha pana saGkhAresu sati viJJANanti ca, avijjAya sati saGkhArAti ca 
vattabbaM bhaveyya, tadubhayampi na gahitaM. kasmā? 
avijjAsaGkhArA hi atIto bhavo tehi saddhiM ayaM vipassanA na ghaTiyati. MahApuriso hi 
paccuppannavasena abhiniviTThoti. nanu ca avijjAsaGkhArehi adiTThehi na sakkA buddhena bhavitunti. 










































                                                   
379 seyyathApi nAma uppaliniyaM vA paduminiyaM vA puNDarIkiniyaM vA appekaccAni uppalAni vA 
padumAni vA puNDarIkAni vA udake jAtAni udake saMvaDDhAni udakAnuggatAni anto nimuggaposIni…
…udake jAtAni udake saMvaDDhAni samodakaM ThitAni……udake jAtAni udake saMvaDDhAni udakA 
accuggamma ThitAni anupalittAni udakena…… 
380 譬如優缽羅花・缽頭摩華・鳩勿頭華・分陀利華、或有始出汙泥未至水者、或有已出与水
平者、或有出水未敷開者、然皆不為水所染着、易可開敷…… 
381 yAni neva pupphissanti, macchakacchapabhakkhAneva bhavissanti, tAni PALiM nArULhAni. AharitvA 
pana dIpetabbAnIti dIpitAni. yatheva hi tAni catubbidhAni pupphAni, evameva ugghaTitaJJU, 


























3. 2. 2. 「大因縁経註」と北伝資料とに共通する伝承 
 
3. 2. 2. 1. 事例 1: 人物に関連した事例382 
 



















383  acchariyaM, bhante, abbhutaM, bhante. yAva gambhIro cAyaM, bhante, paTiccasamuppādo 







 『長部』「大因縁経」では、無明・諸行・六処を欠いた九支縁起を説いている（DN: II. 47-


























3. 2. 3. 「大般涅槃経註」と北伝資料とに共通する伝承 
 









つて行なわれていた如法な供祭（bali）を失っていませんか387」（DN: II. 63［74］） 
 
                                                   
385 gambhIrAvabhAsoti gambhIrova hutvA avabhAsati, dissatIti attho. 
386 “avijjApaccayA saGkhArA”tiAdito paTThAya antaM, antato paTThAya AdiM, ubhayantato paTThAya 
majjhaM, majjhato paTThAya ubho ante pApento tikkhattuM dvAdasapadaM paccayAkAraM sammasi. 
387  VajjI yAni tAni VajjInaM VajjicetiyAni abbhantarAni ceva bAhirAni ca, tAni sakkaronti garuM 







































                                                   
388 阿難、汝聞跋祇国人恭於宗廟、致敬鬼神不。 
389  VajjInaM vajjicetiyAnIti vajjirAjUnaM vajjiraTThe cittIkataTThena cetiyAnIti laddhanAmAni 
yakkhaTThAnAni. 
390  yAvakIvaJca, bhikkhave, bhikkhU saddhA bhavissanti pe hirimanA bhavissanti pe ottappI 
bhavissanti pe bahussutA bhavissanti pe AraddhavIriyA bhavissanti pe upaTThitassatI bhavissanti pe 
paJJavanto bhavissanti, vuddhiyeva, bhikkhave, bhikkhUnaM pATikaGkhA, no parihAni. yAvakIvaJca, 
bhikkhave, ime satta aparihAniyA dhammA bhikkhUsu Thassanti, imesu ca sattasu aparihAniyesu 
dhammesu bhikkhU sandississanti, vuddhiyeva, bhikkhave, bhikkhUnaM pATikaGkhA, no parihAni. 
391 三者知愧、羞為悪行……七者修習智慧、知生滅法、趣賢聖要、尽諸苦本。如是七法、則
法増長、無有損耗。 





















394」（DN: II. 78［92］） 
 





















                                                   
393 paJJavantoti paJcannaM khandhAnaM udayabbayapariggAhikAya paJJAya samannAgatA. 
394 sujAtA, Ananda, upAsikA tiNNaM saMyojanAnaM parikkhayA sotApannA avinipAtadhammA niyatA 
sambodhiparAyaNA. 
395 五百人命終者、断除三結、得須陀洹、不墮悪趣、必定成道。往来七生、尽於苦際。 
396  avinipAtadhammoti ettha vinipatanaM vinipAto, nAssa vinipAto dhammoti avinipAtadhammo. 
catUsu apAyesu avinipAtadhammo catUsu apAyesu avinipAtasabhAvoti attho. 
131 
 








































                                                   
397 atha kho te licchavI bhaddAni bhaddAni yAnAni yojApetvA bhaddaM bhaddaM yAnaM abhiruhitvA 
bhaddehi bhaddehi yAnehi VesAliyA niyyiMsu. 
tatra ekacce licchavI nIlA honti nIlavaNNA nIlavatthA nIlAlaGkArA. 
398 或乗青車青馬、衣蓋幢幡官属皆青。 
399  nIlAlaGkArAti nIlamaNIhi nIlapupphehi alaGkatA, rathApi tesaM nIlamaNikhacitA 
nIlavatthaparikkhittA nIladdhajA nIlavammikehi nIlAbharaNehi nIla-assehi yuttA. 
400 etha tumhe, bhikkhave, samantA VesAliM yathAmittaM yathAsandiTThaM yathAsambhattaM vassaM 



























3. 2. 3. 6. 事例 6: 人物に関連した事例 
 
 『長部』「大般涅槃経」では、仏と悪魔とが対話するなかで、以前に悪魔が仏に般涅槃を











 『長部註』「大般涅槃経註」では、『長部』「大般涅槃経」における伝承（Beの 168 節）を
註釈するなかで以下のように説明している。 
 




403 kasmA evamAha? 
tesaM phAsuvihAratthAya. tesaJhi VeLuvagAmake senAsanaM nappahoti, bhikkhApi mandA. SamantA 










































                                                   
405  ayaJhi bhagavato sambodhipattiyA aTThame sattAhe bodhimaNDeyeva AgantvA, “ bhagavA 
yadatthaM tumhehi pAramiyo pUritA, so vo attho anuppatto, paTividdhaM sabbaJJutaJJANaM, kiM te 
lokavicAraNenA”ti vatvA, yathA ajja, evameva, “parinibbAtu dAni, bhante, bhagavA”ti yAci. 
406 sattamasattAhato paraM satta ahAni sandhAyAha, “aTThame sattAhe”ti na pana pallaGkasattAhAdi 
viya niyatakiccassa aTThamasattAhassa nAma labbhanato. sattamasattAhassa hi parato 
ajapAlanigrodhamUle mahAbrahmuno, sakkassa ca devaraJJo paTiJJAtadhammadesanaM 
bhagavantaM JatvA, “ idAni satte dhammadesanAya mama visayaM atikkamApessatI ” ti 
saJjAtadomanasso hutvA Thito cintesi, “handa dAnAhaM naM upAyena parinibbApessAmi, evamassa 
manoratho aJJathattaM gamissati, mama ca manoratho ijjhissatI”ti. evaM pana cintetvA bhagavantaM 
upasaGkamitvA ekaM antaM Thito, “parinibbAtu dAni bhante bhagavA”tiAdinA parinibbAnaM yAci, taM 
sandhAya vuttaM, “aTThame sattAhe”tiAdi. 
134 
 





































                                                   
407 王族の会衆、バラモンの会衆、居士の会衆、沙門の会衆、四大王天の会衆、三十三天の
会衆、悪魔の会衆、梵天の会衆のこと。 
408 tattha yAdisako tesaM vaNNo hoti, tAdisako mayhaM vaNNo hoti. yAdisako tesaM saro hoti, tAdisako 
mayhaM saro hoti. 
409 彼有好色、我色勝彼。彼有妙声、我声勝彼。彼辞我退、我不辞彼。彼所能説、我亦能説。
彼所不能、我亦能説。 
410 yAdisako tesaM vaNNoti te odAtApi honti kALApi maGguracchavIpi, satthA suvaNNavaNNova. idaM 
pana saNThAnaM paTicca kathitaM. saNThAnampi ca kevalaM tesaM paJJAyatiyeva, na pana bhagavA 
milakkhusadiso hoti, nApi AmuttamaNikuNDalo, buddhaveseneva nisIdati. te pana attano 
samAnasaNThAnameva passanti. yAdisako tesaM saroti te chinnassarApi honti gaggarassarApi 












































                                                   
411 yaM kho panetaM, Ananda, tathAgatena cattaM vantaM muttaM pahInaM paTinissaTThaM ossaTTho 
AyusaGkhAro, ekaMsena vAcA bhAsitA, “na ciraM tathAgatassa parinibbAnaM bhavissati. ito tiNNaM 
mAsAnaM accayena tathAgato parinibbAyissatI”ti. taJca tathAgato jIvitahetu puna paccAvamissatIti 
netaM ThAnaM vijjati. 
412 吾已捨性命、已棄已吐。欲使如来自違言者、無有是処。譬如豪貴長者、吐食於地、寧当
復有肯還取食不。 
413 puna paccAvamissatIti yaM cattaM vantaM, taM vata puna paTikhAdissatIti attho. 
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を第六とする諸根（manacchaTThAni indriyAni）がきわめて輝く（virocanti）416」（DA: II. 
                                                   
414  atha kho AyasmA Anando acirapakkante Pukkuse mallaputte taM siGgIvaNNaM yugamaTThaM 
dhAraNIyaM bhagavato kAyaM upanAmesi. taM bhagavato kAyaM upanAmitaM hataccikaM viya khAyati. 
atha kho AyasmA Anando bhagavantaM etadavoca, “acchariyaM, bhante, abbhutaM, bhante, yAva 
parisuddho, bhante, tathAgatassa chavivaNNo pariyodAto. idaM, bhante, siGgIvaNNaM yugamaTThaM 
dhAraNIyaM bhagavato kAyaM upanAmitaM hataccikaM viya khAyatI”ti. 




416 imesu kho, Ananda, dvIsupi kAlesUti kasmA imesu dvIsu kAlesu evaM hoti? 








































                                                   
pakkhipanti, taM paNItabhojanaM kucchiM pavisitvA pasannarUpaM samuTThApeti. 
AhArasamuTThAnarUpassa pasannattA manacchaTThAni indriyAni ativiya virocanti. 
417 tena kho pana samayena AyasmA upavANo bhagavato purato Thito hoti bhagavantaM bIjayamAno. 
atha kho bhagavA AyasmantaM upavANaM apasAresi, “apehi, bhikkhu, mA me purato aTThasI”ti. 
418 devatA Ananda, ujjhAyanti, “dUrA ca vatamha AgatA tathAgataM dassanAya. kadAci karahaci 
tathAgatA loke uppajjanti arahanto sammAsambuddhA. ajjeva rattiyA pacchime yAme tathAgatassa 
parinibbAnaM bhavissati. ayaJca mahesakkho bhikkhu bhagavato purato Thito ovArento. na mayaM 












































                                                   
420  yasmA Kassapabuddhassa cetiye ArakkhadevatA ahosi. Vipassimhi kira sammAsambuddhe 
parinibbute ekagghanasuvaNNakkhandhasadisassa dhAtusarIrassa ekameva cetiyaM akaMsu, 
dIghAyukabuddhAnaJhi ekameva cetiyaM hoti. taM manussA ratanAyAmAhi vidatthivitthatAhi 
dvaGgulabahalAhi suvaNNiTThakAhi haritAlena ca manosilAya ca mattikAkiccaM tilateleneva 
udakakiccaM sAdhetvA yojanappamANaM uTThapesuM. tato bhummA devatA yojanappamANaM, tato 
AkAsaTThakadevatA, tato uNhavalAhakadevatA, tato abbhavalAhakadevatA, tato cAtumahArAjikA devatA, 
tato tAvatiMsA devatA yojanappamANaM uTThapesunti evaM sattayojanikaM cetiyaM ahosi. manussesu 
mAlAgandhavatthAdIni gahetvA Agatesu ArakkhadevatA gahetvA tesaM passantAnamyeva cetiyaM pUresi. 
tadA ayaM thero brAhmaNamahAsAlo hutvA ekaM pItakaM vatthaM AdAya gato. devatA tassa hatthato 









 ウパヴァーナの過去世 供養物・関連物 供養の対象 
『長部』「大譬喩経」    
『長阿含』「遊行経」 比丘 松明 塔 
『長部註』「大譬喩経註」 バラモンの大家長 黄色の衣服 塔廟 



































422  raJJo, Ananda, cakkavattissa sarIraM ahatena vatthena veThenti, ahatena vatthena veThetvA 
vihatena kappAsena veThenti, vihatena kappAsena veThetvA ahatena vatthena veThenti. etenupAyena 
paJcahi yugasatehi raJJo cakkavattissa sarIraM veThetvA AyasAya teladoNiyA pakkhipitvA aJJissA 
AyasAya doNiyA paTikujjitvA sabbagandhAnaM citakaM karitvA raJJo cakkavattissa sarIraM jhApenti. 


























































































                                                   
430 so ca bhagavato pacchimo sakkhisAvako ahosIti saGgItikArakAnaM vacanaM. tattha yo bhagavati 
dharamAne pabbajitvA aparabhAge upasampadaM labhitvA kammaTThAnaM gahetvA arahattaM pApuNAti, 
upasampadampi vA dharamAneyeva labhitvA aparabhAge kammaTThAnaM gahetvA arahattaM pApuNAti, 
kammaTThAnampi vA dharamAneyeva gahetvA aparabhAge arahattameva pApuNAti, sabbopi so 
pacchimo sakkhisAvako. ayaM pana dharamAneyeva bhagavati pabbajito ca upasampanno ca 
kammaTThAnaJca gahetvA arahattaM pattoti. 
431 atha kho devatA ca KosinArakA ca mallA bhagavato sarIraM dibbehi ca mAnusakehi ca naccehi 
gItehi vAditehi mAlehi gandhehi sakkarontA garuM karontA mAnentA pUjentA uttarena uttaraM 
nagarassa haritvA uttarena dvArena nagaraM pavesetvA majjhena majjhaM nagarassa haritvA 
puratthimena dvArena nikkhamitvA puratthimato nagarassa makuTabandhanaM nAma mallAnaM 










































                                                   
433  majjhena majjhaM nagarassa haritvAti evaM hariyamAne bhagavato sarIre 
BandhulamallasenApatibhariyA mallikA nAma, “bhagavato sarIraM AharantI”ti sutvA attano sAmikassa 
kAlaM kiriyato paTThAya aparibhuJjitvA ThapitaM VisAkhAya pasAdhanasadisaM mahAlatApasAdhanaM 
nIharApetvA, “iminA satthAraM pūjessAmI”ti taM majjApetvA gandhodakena dhovitvA dvAre ThitA. taM 
kira pasAdhanaM tAsaJca dvinnaM itthInaM, devadAniyacorassa geheti tIsuyeva ThAnesu ahosi. sA ca 








 登場人物 舎利供養 供養（付着）の品物（事柄） 
『長部』「大般涅槃経」 マッラ族 ○ 踊り・歌・音楽・花飾り・香料 
『長阿含経』「遊行経」 
路夷（末羅族の女性） ○ 車輪のような金の花 
老母 × 称賛・涙 
『長部註』 
「大般涅槃経註」 
マッリカー ○ 大きな蔓のような荘身具 
ヴィサーカー × × 



































                                                   
436 atha kho AyasmA mahAkassapo yena KusinArA makuTabandhanaM nAma mallAnaM cetiyaM, yena 
bhagavato citako tenupasaGkami, upasaGkamitvA ekaMsaM cIvaraM katvA aJjaliM paNAmetvA 







































438 atha kho AyasmA mahAkassapo yena KusinArA pe sirasA vandIti thero kira……adhiTThAsi. saha 
adhiTThAnacittena tAni paJca dussayugasatAni dvedhA katvA valAhakantarA puNNacando viya pAdA 
nikkhamiMsu. thero vikasitarattapadumasadise hatthe pasAretvA suvaNNavaNNe satthupAde yAva 
gopphakA daLhaM gahetvA attano siravare patiTThapesi. tena vuttaM, “bhagavato pAde sirasA vandI”ti.
…… 
mahAjano taM acchariyaM disvA ekappahAreneva mahAnAdaM nadi, gandhamAlAdIhi pUjetvA yathAruci 
vandi……sabbaM yathAThAne Thitameva ahosi. uTThahitvA pana atthaGgate cande viya sUriye viya ca 
tathAgatassa pAdesu antarahitesu mahAjano mahAkanditaM kandi. parinibbAnakAlato adhikataraM 
kAruJJaM ahosi. 
439 E. Waldschmidt が中央アジアのトルファンより出土した梵本の断片を『根本説一切有





































                                                   
440  upetya tailapUrNAm ayodroNiM vigopatati paJcayugaCatAni vigopayati vihatAni karpAsAni 
vigopayati vihatAni karpAsAni vigopayitvA bhagavataH CarIram avigopitaM vandate……athAyuSmato 
mahAkACya etad abhavad. yannu ahaM svayaM eva bhagavataH CarIpapUjAyAm autsukyam Apadyeya. 
athAyuSmAn mahAkACyapo ‘nyAni vihatAni karpAsAni anyAni paJcayugaCatAni samudAnIya bhagavataH 
CarIraM vihataiH karpAsair veSTayitvA paJcabhir yugaCatair veStayitvA tailapUrNAyAm ayodroNyAm 



















3. 2. 3. 15. 事例 15: 人物に関連した事例 
 


































                                                   
448 atha kho PAveyyakA mallA KosinArakAnaM mallAnaM dUtaM pAhesuM. 
449 時波婆国諸末羅、即下国中、厳四種兵象兵・馬兵・車兵・歩兵、到拘尸城、遣使者言。 
450 tattha dUtaM pAhesIti dUtaJca paNNaJca pesesi. pesetvA ca pana, “sace dassanti, sundaraM. no ce 






































                                                   
451 “evaM, bho”ti kho doNo brAhmaNo tesaM saGghAnaM gaNAnaM paTissutvA bhagavato sarIrAni 
aTThadhA samaM suvibhattaM vibhajitvA te saGghe gaNe etadavoca, “imaM me bhonto tumbaM 
dadantu ahampi tumbassa thUpaJca mahaJca karissAmI”ti. 
452 於時香姓、聞諸王語已、即詣舍利所、頭面礼畢、徐前取仏上牙、別置一面。尋遣使者、
齎仏上牙、「詣阿闍世王所」。 
453 brAhmaNopi tasmiM samaye tesaM pamattabhAvaM JatvA dakkhiNadAThaM gahetvA veThantare 
Thapesi, atha pacchA aTThadhA samaM suvibhattaM vibhaji, sabbApi dhAtuyo pAkatikanALiyA soLasa 
nALiyo ahesuM, ekekanagaravAsino dve dve nALiyo labhiMsu. BrAhmaNassa pana dhAtuyo 
vibhajantasseva sakko devAnamindo, “kena nu kho sadevakassa lokassa kaGkhacchedanatthAya 
catusaccakathAya paccayabhUtA bhagavato dakkhiNadAThA gahitA”ti olokento, “brAhmaNena gahitA”
ti disvA, “brAhmaNopi dAThAya anucchavikaM sakkAraM kAtuM na sakkhissati, gaNhAmi nan” ti 
veThantarato gahetvA suvaNNacaGkoTake ThapetvA devalokaM netvA cULAmaNicetiye patiTThapesi. 
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3. 2. 4. 「大般涅槃経復註」と北伝資料とに共通する伝承 
 
















を示しということである456」（DA: II. 109［519］）と註釈している。 
 『長部復註』「大般涅槃経復註」では、「示し」について、「示しとは、『この者たちは私た
ちの祖父（pitAmahA）、祖母（mAtAmahA）である』云々とによって心の低い者になり、重要の





                                                   
454  VajjI ye te VajjInaM vajjimahallakA, te sakkaronti garuM karonti mAnenti pUjenti, tesaJca 
sotabbaM maJJanti. 
455 阿難、汝聞跋祇国人孝事父母、敬順師長不。 
456 pUjentIti nipaccakAraM dassenti. 













































                                                   
459 daDDhe ca kho pana bhagavato sarIre antalikkhA udakadhArA pAtubhavitvA bhagavato citakaM 
nibbApesi. udakasAlatopi abbhunnamitvA bhagavato citakaM nibbApesi. KosinArakApi mallA 
sabbagandhodakena bhagavato citakaM nibbApesuM. 
460 時仏潸側、有娑羅樹神、篤信仏道、尋以神力、滅仏潸火。 
461  udakasAlatoti parivAretvA ThitasAlarukkhe sandhAyetaM vuttaM, tesampi hi 
khandhantaraviTapantarehi udakadhArA nikkhamitvA nibbApesuM. 









3. 2. 5. 「マハースダッサナ経註」と北伝資料とに共通する伝承 
 

































                                                   
463 輪宝・象宝・馬宝・宝石宝・女性宝・居士宝・将軍宝のこと。 
464  idhAnanda, raJJo mahAsudassanassa tadahuposathe pannarase sIsaMnhAtassa uposathikassa 
















3. 2. 5. 2. 事例 2: 人物に関連した事例 
 


























                                                   
466  uparipAsAdavaragatassAti pAsAdavarassa upari gatassa, subhojanaM bhuJjitvA pAsAdavarassa 
uparimahAtale sirigabbhaM pavisitvA sIlAni Avajjantassa. tadA kira rAjA pAtova satasahassaM vissajjetvA 
mahAdAnaM datvA soLasahi gandhodakaghaTehi sIsaM nahAyitvA katapAtarAso suddhaM uttarAsaGgaM 
ekaMsaM karitvA uparipAsAdassa sirisayane pallaGkaM AbhujitvA nisinno attano dAnAdimayaM 
puJJasamudAyaM Avajjanto nisIdi. ayaM sabbacakkavattInaM dhammatA. 
467 ye kho panAnanda, puratthimAya disAya paTirAjAno, te rAjAnaM mahAsudassanaM upasaGkamitvA 












































                                                   
469 tasmA sabbepi te rAjAno attano attano rajjasirivibhavAnurUpaM pAbhataM gahetvA taM rAjAnaM 
upagamma onatasirA attano moLimaNippabhAbhisekena tassa pAdapUjaM karontA, “ehi kho, mahArAjA”
tiAdIhi vacanehi tassa kiMkArapaTisAvitaM Apajjanti. mahAsudassanassApi tatheva akaMsu. tena vuttaM, 





473 atha ye te bhavanti pUrvasyAM diCi rAjAnas maNDalinas te rUpyapAtrIM vA suvarNacUrNaparipUrNAM 
AdAya svarNapAtrIM vA rUpyacUrNaparipUrNAm AdAya rAjAnaM cakravartinaM pratyuttiSThanti. 
153 
 
3. 2. 5. 3. 事例 3: 人物に関連した事例 
 



















と直接対応する部分ではないが、Be の 272 節における「遺体を置くであろう（sarIraM 










（pariNAyakaratana）の聡明は滅ぶ476」（DA: II. 228-229［635-636］） 
 
                                                   
474 atha kho, Ananda, rAjA mahAsudassano nacirasseva kAlamakAsi. seyyathApi, Ananda, gahapatissa 
vA gahapatiputtassa vA manuJJaM bhojanaM bhuttAvissa bhattasammado hoti, evameva kho, Ananda, 
raJJo mahAsudassanassa mAraNantikA vedanA ahosi. kAlaGkato ca, Ananda, rAjA mahAsudassano 
sugatiM brahmalokaM upapajji. 
475 魂神上生第七梵天。其王善見死七日後、輪宝・珠宝自然不現。象宝・馬宝・玉女宝・居
士宝・主兵宝同日命終。城池法殿桜観宝飾金多隣園、皆変為土木。 
476  idaM pana vatvA puna theraM Amantesi, “cakkavattino AnubhAvo nAma raJJo pabbajitassa 
sattame divase antaradhAyati. mahAsudassanassa pana kAlaGkiriyato sattameva divase 
sattaratanapAkArA sattaratanatAlA caturAsIti pokkharaNIsahassAni dhammapAsAdo dhammapokkharaNI 
cakkaratananti sabbametaM antaradhAyI”ti. hatthiAdIsu pana ayaM dhammatA khINAyukA saheva 
kAlaGkaronti. Ayusese sati hatthiratanaM uposathakulaM gacchati, assaratanaM ValAhakakulaM, 
maNiratanaM Vepullapabbatameva gacchati. itthiratanassa AnubhAvo antaradhAyati. gahapatiratanassa 






























3. 2. 6. 「ジャナヴァサバ経復註」と北伝資料とに共通する伝承 
 














喜悦（somanassa）が生じます477」（DN: II. 174［215］） 
 
                                                   
477 tassa evaM jAnato evaM passato avijjA pahIyati, vijjA uppajjati. tassa avijjAvirAgA vijjuppAdA 





































3. 2. 7. 「マハーゴーヴィンダ経註」と北伝資料とに共通する伝承 
 








                                                   
478 其人於後遇善知識、得聞法言、法法成就、識善不善、能如実知苦習尽道、捨不善行、生
歓喜心、恬然快楽、又於楽中復生大喜。 
479 avijjA pahIyatIti vaTTapaTicchAdikA avijjA pahIyati. 










































                                                   
481 yo vassike cattAro mAse paTisallIyati, karuNaM jhAnaM jhAyati, so brahmAnaM passati brahmunA 
sAkaccheti brahmunA sallapati brahmunA manteti. 
482 於夏四月閑居静処修四無量者、梵天則下与共相見。 
483 四無量と四梵住については片山一良［2007］を参照。 
484 karuNaM jhAnaM jhAyIti karuNAya tikacatukkajjhAnaM jhAyi, karuNAmukhena panettha avasesApi 
tayo brahmavihArA gahitAva. 


































3. 2. 8. 「大集会経註」と北伝資料とに共通する伝承 
 








                                                   
487 yassa dAni bhavaM govindo kAlaM maJJatIti “yassA pabbajjAya bhavaM govindo kAlaM maJJati, 
ayameva hotu, evaM sati mayhampi tava santike AgamanaM svAgamanaM bhavissati, 
kathitadhammakathA sukathitA bhavissati, tvaM tAta sakalajambudIpe aggapuriso daharo paThamavaye 
Thito, evaM mahantaM nAma sampattisirivilAsaM pahAya tava pabbajanaM nAma gandhahatthino 
ayabandhanaM chinditvA gamanaM viya atiuLAraM buddhatanti nAmesA ” ti mahApurisassa 







































                                                   
490 atha kho catunnaM suddhAvAsakAyikAnaM devatAnaM etadahosi, “ayaM kho bhagavA sakkesu 
viharati KapilavatthusmiM mahAvane mahatA bhikkhusaGghena saddhiM paJcamattehi bhikkhusatehi 
sabbeheva arahantehi, dasahi ca lokadhAtUhi devatA yebhuyyena sannipatitA honti bhagavantaM 
dassanAya bhikkhusaGghaJca. yaMnUna mayampi yena bhagavA tenupasaGkameyyAma, 




492 etadahosIti kasmA ahosi? te kira brahmAno samApattiM samApajjitvA yathAparicchedena vuTThitA 
brahmabhavanaM olokentA pacchAbhatte bhattagehaM viya suJJataM addasaMsu. tato, “kuhiM 
brahmAno gatA” ti AvajjantA mahAsamAgamaM JatvA, “ayaM samAgamo mahA, mayaM ohInA, 
ohInakAnaM okAso dullabho hoti, tasmA gacchantA atucchahatthA hutvA ekekaM gAthaM 
abhisaGkharitvA gacchAma. tAya mahAsamAgame ca attano AgatabhAvaM jAnApessAma, dasabalassa ca 

























3. 2. 8. 3. 事例 3: “kira”を有する事例 
 
















                                                   
493 chetvA khIlaM chetvA palighaM, indakhIlaM Uhacca manejA. te caranti suddhA vimalA, cakkhumatA 
sudantA susunAgA. 
494 断刺平愛坑 及填無明塹 独遊清浄場 如善象調御。 
495 Uhacca manejAti ete taNhA-ejAya abhAvena anejA bhikkhU indakhIlaM Uhacca samUhanitvA. 
496 仏説此法時八万四千諸天、遠塵離垢得法眼浄。 
497 idaM pana mahAsamayasuttaM nAma devatAnaM piyaM manApaM, tasmA maGgalaM vadantena 
abhinavaTThAnesu idameva suttaM vattabbaM. devatA kira “imaM suttaM suNissAmA”ti ohitasotA 





















3. 2. 9. 「帝釈天問経註」と北伝資料とに共通する伝承 
 

























                                                   













































                                                   
神が神の座席で安定しないという五つの前兆。 
501 ussukkaM udapAdIti dhammiko ussAho uppajji. nanu ca esa abhiNhadassAvI bhagavato, na so 
devatAsannipAto nAma atthi, yatthAyaM na Agatapubbo, sakkena sadiso appamAdavihArI devaputto 
nAma natthi. atha kasmA buddhadassanaM anAgatapubbassa viya assa ussAho udapAdIti? 
maraNabhayena santajjitattA. tasmiM kirassa samaye Ayu parikkhINo, so paJca pubbanimittAni disvA, 
“parikkhINo dAni me AyU”ti aJJAsi. yesaJca devaputtAnaM maraNanimittAni Avi bhavanti, tesu ye 












































                                                   







3. 3. 「パーティカ篇」関連資料と北伝資料とに共通する伝承 
 
3. 3. 1. 「パーティカ経註」と北伝資料とに共通する伝承 
 







































                                                   
503 yaM kho panetaM, sunakkhatta, maJJasi acelaM KorakkhattiyaM, “sAdhurUpo ayaM samaNo”
ti. so sattamaM divasaM alasakena kAlaGkarissati. kAlaGkato ca KAlakaJcikA nAma asurA sabbanihIno 












































                                                   
505 BIraNatthambaketi titthiyA kira “kAlaGkato Korakkhattiyo”ti sutvA divasAni gaNetvA idaM tAva 
saccaM jAtaM, idAni naM aJJattha chaDDetvA, “musAvAdena samaNaM gotamaM niggaNhissAmA”ti 
gantvA tassa sarIraM valliyA bandhitvA AkaDDhantA, “ettha chaDDessAma, ettha chaDDessAmA”ti 
gacchanti. gatagataTThAnaM aGgaNameva hoti. te kaDDhamAnA BIraNaatthambakasusAnaMyeva gantvA 
susAnabhAvaM JatvA, “aJJattha chaDDessAmA”ti AkaDDhiMsu. atha nesaM valli chijjittha, pacchA 
cAletuM nAsakkhiMsu. te tatova pakkantA. tena vuttaM “BIraNatthambake susAne chaDDesun”ti. 
506  sacepissa evamassa “ ahaM taM vAcaM appahAya taM cittaM appahAya taM diTThiM 























3. 3. 2. 「パーティカ経復註」と北伝資料とに共通する伝承 
 






















                                                   
508 vipateyyAti bandhanA muttatAlapakkaM viya gIvato pateyya, sattadhA vA pana phaleyya. 
509 acelo ca, bhante, pAthikaputto virUparUpena bhagavato sammukhIbhAvaM Agaccheyya, tadassa 
bhagavato musA. 
510 彼波梨子、有大威神、有大徳力。脱当来者、将無現世尊虚耶。 
511  virUparUpenAti vigatarUpena vigacchitasabhAvena rUpena attano rUpaM pahAya adissamAnena 
























3. 3. 3. 「ウドゥンバリカ経註」と北伝資料とに共通する伝承 
 



















と質問をしなさい514」（DN: III. 33［40］） 
                                                   
512  vigatarUpenAti apagatasabhAvena. tenAha, “ vigacchitasabhAvenA ” ti, iddhAnubhAvena 
apanItasakabhAvena. 
513 ko nAma so, bhante, bhagavato dhammo, yena bhagavA sAvake vineti, yena bhagavatA sAvakA 
vinItA assAsappattA paTijAnanti ajjhAsayaM AdibrahmacariyaM. 
514 iGgha tvaM maM, nigrodha, sake Acariyake adhijegucche paJhaM puccha, “kathaM santA nu kho, 





























3. 3. 3. 2. 事例 2: 平俗的な事例 
 
 『長部』「ウドゥンバリカ経」では、仏がニグローダ遊行者に、苦行の厭離について説法














                                                   
515 又告梵志、「正使汝師及汝弟子、所行道法、有浄不浄、我尽能説」。 
516 paripuNNAti parisuddhA. kathaM aparipuNNAti kathaM aparisuddhA hotIti evaM pucchAti. 
517 tassa te, nigrodha, viJJussa sato mahallakassa na etadahosi, “buddho so bhagavA bodhAya 
dhammaM deseti, danto so bhagavA damathAya dhammaM deseti, santo so bhagavA samathAya 







































された520」（DN: III. 47［57］） 
 
 ここでは、悪魔の具体的な思考について記述されていない。対応する『長阿含経』「散陀
                                                   
518 離欲離悪不善之法、至得第四禅成就遊。彼已如是定心清浄無穢無煩。柔軟善住得不動心。
趣向漏尽智通作証。彼知此苦如真知此苦習知此苦滅。 
519 buddho so bhagavA bodhAyAti sayaM buddho sattAnampi catusaccabodhatthAya dhammaM deseti. 
dantoti cakkhutopi danto pe manatopi danto. damathAyAti aJJesampi damanatthAya eva, na 
vAdatthAya. santoti rAgasantatAya santo, dosamohasantatAya sabba akusalasabbAbhisaGkhArasantatAya 
santo. 
520  evaM vutte, te paribbAjakA tuNhIbhUtA maGkubhUtA pattakkhandhA adhomukhA pajjhAyantA 
appaTibhAnA nisIdiMsu yathA taM mArena pariyuTThitacittA. 
atha kho bhagavato etadahosi, “sabbe pime moghapurisA phuTThA pApimatA. yatra hi nAma ekassapi 

















































522 yathA taM mArenAti yathA mArena pariyuTThitacittA nisUdanti evameva tuNhIbhUtA pe appaTibhAnA 
nisinnA. 
mAro kira satthA ativiya gajjanto buddhabalaM dIpetvA imesaM paribbAjakAnaM dhammaM deseti, 
kadAci dhammAbhisamayo bhaveyya, handAhaM pariyuTThAmIti so tesaM cittAni pariyuTThAsi. 
appahInavipallAsAnaJhi cittaM mArassa yathAkAmakaraNIyaM hoti. tepi mArena pariyuTThitacittA 
thaddhaGgapaccaGgA viya tuNhI appaTibhAnA nisIdiMsu. 
170 
 
3. 3. 4. 「転輪王経註」と北伝資料とに共通する伝承 
 







































                                                   
523 dasavassAyukesu, bhikkhave, manussesu sattAhaM satthantarakappo bhavissati. te aJJamaJJamhi 
migasaJJaM paTilabhissanti. tesaM tiNhAni satthAni hatthesu pAtubhavissanti. te tiNhena satthena “esa 
migo esa migo”ti aJJamaJJaM jIvitA voropessanti. 
524 爾時当有刀兵劫起、手執草木、皆成戈鉾、於七日中展転相害。 
525 tiNhAni satthAni hatthesu pAtubhavissantIti tesaM kira hatthena phuTThamattaM yaMkiJci antamaso 
















































































                                                   
532 teSAM vyApAdaH utkarSaM gato’nyonyaM sattvaM dRSTvA tIbraM AghAtacittaM badhakacittaM ca 
pratyutsthitas bhavati. tadyathA idAnIm mRgalugdhakasya AraNyakaM mRgaM te yadyadeva gRhNanti 







535 tshe la bcu pa'i mi rnams kyi gnas rnams su zhag bdum du mtshon 'byung bar 'gyur te. de dag gis 
shing ngam/ gsegs ma'm. gyama 'ang rung ste/ 




538 CastrAyamAna-saMsparCaiH kukarmottais tRNAdibhiH, dvi-trA api haniSyanti mithaH kuCala-pakSavat. 
539 岡野潔［2008: 12］を参照。 
540 岡野潔［1998a: (136)］によると、チベット大蔵経テンギュル部の『有為無為決択』（東





















 手触 草類 木類 土類 石類 
『長部』「転輪王経」 × × × × × 
『長阿含経』「転輪聖王修行経」 × ○ ○ × × 
『長部註』「転輪王経註」 ○ ○ × × × 
『大楼炭経』 × ○ ○ × ○ 
『起世経』 ○ ○ ○ ○ ○ 
『起世因本経』 ○ ○ ○ ○ ○ 
『中阿含経』「転輪王経」 × ○ ○ × × 
『立世阿毘曇論』 × ○ ○ × × 
“abhidharma-koCa” × × ○ ○ × 
『倶舎論』 ○ × × × × 
『世間施設』 × × ○ × ○ 
“mahAsaMvartanIkathA” △ ○ △ △ △ 
『有為無為決択』 △ ○ △ △ △ 




                                                   
541 las mgan pa las skyes pas rtswa la sags pa la reg pas mtshon du 'gyur pa na gnyis gsum 'am lnga 
drug yang phan tshun snan par 'gyur ra/ 






れたのは 11~12 世紀頃のビルマではないか」 
544  tamhi sattAhe yaM yaM parAmasati tiNaM vA kaTThaM vA sabbaM satthaM pavattati. te tena 
aJJamaJJaM hananti saJchindanti nipphoTenti anayabyasanaM ApAdenti. 













































                                                   
546 atha kho, bhikkhave, saGkho nAma rAjA yo so yUpo raJJA mahApanAdena kArApito. taM yUpaM 
ussApetvA ajjhAvasitvA taM datvA vissajjitvA samaNabrAhmaNakapaNaddhikavaNibbakayAcakAnaM 
dAnaM datvA metteyyassa Bhagavato arahato sammAsambuddhassa santike kesamassuM ohAretvA 













































548  yaM sandhAya jAtake vuttaM. “ PanAdo nAma so rAjA, yassa yUpo suvaNNayo, tiriyaM 
soLasubbedho, uddhamAhu sahassadhA. sahassakaNDo satageNDu, dhajAlu haritAmayo, AnaccuM tattha 
gandhabbA, cha sahassAni sattadhA. evametaM tadA Asi, yathA bhAsasi bhaddaji, sakko ahaM tadA AsiM, 
veyyAvaccakaro tavA”ti. 
549 kathaM pana so ekaM pAsAdaM bahUnaM dassatIti? 
evaM kirassa cittaM uppajjissati, “ayaM pAsAdo vippakiriyatU”ti. so khaNDakhaNDaso vippakirissati. 
so taM alaggamAnova hutvA, “yo yattakaM icchati, so tattakaM gaNhatU”ti dAnavasena vissajjissati. 
176 
 











































                                                   
550  nAhaM, bhikkhave, aJJaM ekabalampi samanupassAmi yaM evaM duppasahaM, yathayidaM, 
bhikkhave, mArabalaM. 
551 我今遍観諸有力者、無過魔力。然漏尽比丘力能勝彼。 
552 yathayidaM, bhikkhave, mArabalanti yathA idaM devaputtamAramaccumArakilesamArAnaM balaM 
duppasahaM durabhisambhavaM, evaM aJJaM loke ekabalampi na samanupassAmi. tampi balaM 
idameva arahattaphalaM pasahati abhibhavati ajjhottharati. tasmA ettheva yogo karaNIyoti dasseti. 
177 
 
3. 3. 5. 「転輪王経復註」と北伝資料とに共通する伝承 
 






































                                                   
553  ye ca te, tAta, vijite samaNabrAhmaNA madappamAdA paTiviratA khantisoracce niviTThA 
ekamattAnaM damenti, ekamattAnaM samenti, ekamattAnaM parinibbApenti, te kAlena kAlaM 




555  ekamattAnanti attano rAgAdInaM damanAdIhi ekamattAnaM damenti samenti parinibbApentIti 
vuccanti. 
556 rAgAdInanti rAgadosamohamAnAdInaM. 
178 
 











3. 3. 6. 「世起経註」と北伝資料とに共通する伝承 
 





























                                                   
557 attamanA VAseTTha-BhAradvAjA bhagavato bhAsitaM abhinandunti. 
558 婆悉吒・婆羅墮無漏心解脱、聞仏所説歓喜奉行。 
559  attamanA VAseTTha-BhAradvAjAti VAseTTha-BhAradvAjA sAmaNerApi hi sakamanA tuTThamanA, 
“sAdhu, sAdhU”ti bhagavato bhAsitaM abhinandiMsu. idameva suttantaM AvajjantA anumajjantA saha 




















3. 3. 7. 「歓喜経註」と北伝資料とに共通する伝承 
 












ら出ます。これが第一の入胎です561」（DN: III. 85［103］） 





puna caparaM, Avuso, bhikkhu AsavAnaM khayA anAsavaM cetovimuttiM paJJAvimuttiM diTTheva 




第四の功徳です」（DN: III. 109［132］） 
561 catasso imA, bhante, gabbhAvakkantiyo. idha, bhante, ekacco asampajAno mAtukucchiM okkamati, 





puna caparaM, bhante, idhekacco sampajAno mAtukucchiM okkamati, asampajAno 
































                                                   
puna caparaM, bhante, idhekacco sampajAno mAtukucchiM okkamati, sampajAno 
mAtukucchismiM ThAti, asampajAno mAtukucchimhA nikkhamati. ayaM tatiyA gabbhAvakkanti. 
puna caparaM, bhante, idhekacco sampajAno mAtukucchiM okkamati, sampajAno 
mAtukucchismiM ThAti, sampajAno mAtukucchimhA nikkhamati. ayaM catutthA gabbhAvakkanti. 















563  tattha asampajAnoti ajAnanto sammULho hutvA. mAtukucchiM okkamatIti paTisandhivasena 
pavisati. ThAtIti vasati. nikkhamatIti nikkhamantopi asampajAno sammULhova nikkhamati. 
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3. 3. 8. 「歓喜経復註」と北伝資料とに共通する伝承 
 



































                                                   
564  puna caparaM, bhante, idhekacco samaNo vA brAhmaNo … … atikkamma ca purisassa 
chavimaMsalohitaM aTThiM paccavekkhati. purisassa ca viJJANasotaM pajAnAti, ubhayato 
abbocchinnaM idha loke patiTThitaJca paraloke patiTThitaJca. ayaM tatiyA dassanasamApatti. 
puna caparaM, bhante, idhekacco samaNo vA brAhmaNo … … atikkamma ca purisassa 
chavimaMsalohitaM aTThiM paccavekkhati. purisassa ca viJJANasotaM pajAnAti, ubhayato 














 この世界 他の世界 
『長部』「歓喜経」第三の見定・『長阿含経』「自歓喜経」第三の見定 ○ ○ 
『長阿含経』「自歓喜経」第四の見定 × ○ 
































                                                   
566 idha loke patiTThitaJcAti chandarAgavasena imasmiJca loke patiTThitaM. dutiyapadepi eseva nayo. 
kammaM vA kammato upagacchantaM idha loke patiTThitaM nAma. kammabhavaM AkaDDhantaM 
paraloke patiTThitaM nAma. 
567  teneva paTisandhinibbattanasAmatthiyena paraloke patiTThitaM nAma attano phalassa tattha 
patiTThApanena. keci pana “abhisaGkhAraviJJANaM parato vipAkaM dAtuM asamatthaM idhaloke 
patiTThitaM nAma, dAtuM samatthaM pana paraloke patiTThitaM nAmA ” ti vadanti, taM tesaM 
matimattaM, “ubhayato abbocchinnan”ti vuttattA. yaJca tehi “paraloke patiTThitan”ti vuttaM, taM 





































3. 3. 9. 「シンガーラ経註」と北伝資料とに共通する伝承 
 






















































ある574」（DA: III. 138［955］） 
 
                                                   
569 uparimA disA samaNabrAhmaNA veditabbA. 
570 沙門婆羅門諸高行者為上方。 
571 samaNabrAhmaNA guNehi upari ThitabhAvena uparimA disAti veditabbā. 
572  paJcahi kho, gahapatiputta, ThAnehi sAmikena pacchimA disA bhariyA paccupaTThAtabbA, 
sammAnanAya anavamAnanAya anaticariyAya issariyavossaggena alaGkArAnuppadAnena. 
573 一者相待以礼。二者威厳不媟。三者衣食随時。四者荘厳以時。五者委付家内。 
574  issariyavossaggenAti itthiyo hi mahAlatAsadisampi AbharaNaM labhitvA bhattaM vicAretuM 
alabhamAnA kujjhanti, kaTacchuM hatthe ThapetvA tava ruciyA karohIti bhattagehe vissaTThe sabbaM 






























3. 3. 10. 「アーターナーティヤ経復註」と北伝資料とに共通する伝承 
 















                                                   
575 一者憐念妻子。二者不軽慢。三者為作瓔珞厳具。四者於家中得自在。五者念妻親親。 
576 yena uttarakuruvho, mahAneru sudassano. manussA tattha jAyanti, amamA apariggahA. na te bIjaM 
pavapanti, napi nIyanti naGgalA. AkaTThapAkimaM sAliM, paribhuJjanti mAnusA. AkaNaM athusaM 





































                                                   
577 tato bhuJjanti bhojananti tato ukkhalito bhojanameva bhuJjanti, aJJo sUpo vA byaJjanaM vA na 
hoti, bhuJjantAnaM cittAnukUloyevassa raso hoti. te taM ThAnaM sampattAnaM dentiyeva, 
macchariyacittaM nAma na hoti. buddhapaccekabuddhAdayopi mahiddhikA tattha gantvA piNDapAtaM 
gaNhanti. 
578  na ca tattha sItuNhaDaMsamakasavAtAtapasarIsapavALAdiparissayo atthi. yathA nAmettha 
gimhAnaM pacchime mAse paccUsavelAyaM samasItuNhautu hoti, evameva sabbakAlaM 
samasItuNhova utu hoti, na ca tesaM koci upaghAto, vihesA vA uppajjati. AkaTThapAkimameva sAliM 
akaNaM athusaM sugandhaM taNDulaphalaM paribhuJjantAnaM nesaM kuTThaM, gaNDo, kilAso, soso, 
kAso, sAso, apamAro, jaroti evamAdiko na koci rogo uppajjati. 
579 de dag rnams la nad med cing/ / de na grang dang dro ba med/ / gzugs dang kha dog phun sum 
tshogs/ / de ni sngon gyi sbyin pa'i 'bras/ / 
580 本庄良文［2014: 452］を参照。 
581 mAtA pana puttaM vA dhItaraM vA vijAyitvA tesaM vicaraNappadese ThapetvA anapekkhA yathAruci 
gacchati. tesaM tattha sayitAnaM ye passanti purisA, itthiyo vA, te attano aGguliyo upanAmenti, tesaM 




































                                                   
582 de dag yongs su 'dzin med de/ / ma yis bu yang ngo mi shes/ / mya ngan med cing dga' ba ste. de 
ni sngon gyi sbyin pa'i 'bras/ / ma yis lam stong dag tu ni. bskur nas 'gro bar byed pa na/ / 'dzub ma'i 
rtse las 'o ma 'dzag/ / de ni sngon gyi sbyin pa'i 'bras/ / 
583 本庄良文［2014: 453］を参照。 
584 Kapparukkhato eva ca tesaM tattha tattha vatthAbharaNAni nippajjanti. nAnAvirAgavaNNavicittAni 
hi sukhumAni mudusukhasamphassAni vatthAni tattha tattha Kapparukkhesu olambantAni iTThanti. 
nAnAvidharaMsijAlasamujjalavividhavaNNaratanavinaddhAni 
anekavidhamAlAkammalatAkammabhittikammavicittAni 
sIsUpagagIvUpagahatthUpagakaTUpagapAdUpagAni sovaNNamayAni AbharaNAni ca Kapparukkhato 
olambanti. tathA vINAmudiGgapaNavasammatALasaGkhavaMsavetALaparivAnivallakIpabhutikA 
tUriyabhaNDApi tato tato olambanti. 
585 glu gar dag gi shing rnams kyis/ / de dag rtag tu dga' bar byed. rtag tu yid ni bde byed pa/ / de ni 
sngon sbyin pa'i 'bras/ / glu gar shing gis rab mdzes shing/ / gos kyi shing dag po dang/ / spos shing 
phun sum tshogs pa dag/ de ni sngon gyi sbyin pa'i 'bras/ / glu gar dri dang me tog dang/ / chos gos 
rnams la rtag tu ni/ / gang dang 'dra ba 'dod pa dag/ de dag de dang 'dra bar 'gyur/ / 


































                                                   
587 mate ca satte disvA na rodanti, na socanti, taJca maNDayitvA nikkhipanti. tAvadeva ca nesaM 
tathArUpA sakuNA upagantvA mataM dIpantaraM nenti. tasmA susAnaM vA asuciTThAnaM vA tattha natthi. 
na ca tato matA nirayaM vA tiracchAnayoniM vA pettivisayaM vA upapajjanti. “dhammatAsiddhassa 
paJcasIlassa AnubhAvena te devaloke nibbattantI”ti vadanti. vassasahassameva ca nesaM sabbakAlaM 
AyuppamANaM. sabbametaM tesaM paJcasIlaM viya dhammatAsiddhaM evAti veditabbaM. 
588 'ga' zhig shi na de dag rnams/ / ngu bar mi byed bsgyur te 'gro gling dag kha yis gtsang byed pa/ / 
de ni sngon byin pa'i 'bras/ / zhin tu yongs su bsrungs pa ste/ / glu dang gar gyi dga' bar byed/ / rtsed 
'jo dga' bar byed pa dag/ de ni sngon gyi byin pa'i 'bras/ / mi rnams kyi ni tshe lo dag/ stong phrag rab 
tu zad pa na/ gzhan dag tu ni 'chi byed pa/ / de ni sngon gyi sbyin pa'i 'bras/ / mi yi lus kyi phan pa 
dang/ / long spyod rgya chen la brten nas/ / lha yi nang du skye ba dag/ de ni sngon gyi byin pa'i 'bras/ 
/ 

























3. 3. 11. 「結集経註」と北伝資料とに共通する伝承 
 
3. 3. 11. 1. 事例 1: 平俗的な事例 
 
 『長部』「結集経」では、サーリプッタが比丘たちに「四法」を説法している。そのなか




















                                                   
592 puna caparaM, Avuso, bhikkhu pahAnArAmo hoti pahAnarato, bhAvanArAmo hoti bhAvanArato, tAya 
ca pana pahAnArAmatAya pahAnaratiyA bhAvanArAmatAya bhAvanAratiyA nevattAnukkaMseti na paraM 
vambheti. yo hi tattha dakkho analaso sampajāno paTissato ayaM vuccatAvuso, “bhikkhu porANe 














 このことについて森祖道［1989: (230)-(231)］は、 
 

































                                                   
594 gilAnapaccayo pana piNDapAteyeva paviTTho. 






られるべきである597」（DA: III. 210［1027］）と解説している。 













































                                                   
597 vaNNe macchariyaM vaNNamacchariyaM. vaNNoti cettha sarIravaNNopi guNavaNNopi veditabbo. 
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3. 4. ブッダゴーサの註釈の方針 
 






































                                                   
600 『清浄道論』の代表的な翻訳として水野弘元（訳）［1937, 1938, 1940］、JANamoli, B［1956］
がある。 
このような翻訳の成果にもとづき、森祖道［1982］は業処（kammaTThAna）の数が『解脱










































                                                   
601 tesaM pAmojjakaraNaM, suvisuddhavinicchayaM, 
mahAvihAravAsInaM, desanAnayanissitaM. 
VisuddhimaggaM bhAsissaM, taM me sakkacca bhAsato, 
visuddhikAmA sabbepi, nisAmayatha sAdhavoti. 
602 tesaM sIlAdibhedAnaM, atthAnaM yo vinicchayo, 
paJcannampi nikAyAnaM, vutto aTThakathAnaye. 
samAharitvA taM sabbaM, yebhuyyena sanicchayo, 
sabbasaGkaradosehi, mutto yasmA pakAsito. 
603 mahAhatthipadUpame pana, “katamA cAvuso, ajjhattikA pathavIdhAtu? yaM ajjhattaM paccattaM 
kakkhaLaM kharigataM upAdinnaM …… ajjhattikA vAyodhAtU “ ti ca. evaM nAtitikkhapaJJassa 
dhAtukammaTThAnikassa vasena vitthArato AgataM. yathA cettha, evaM rAhulovAdadhAtuvibhaGgesupi. 







































                                                   
…… 
604  catutthacatukke yaM bhagavatA “ idha bhikkhu pAtimokkhasaMvarasaMvuto viharati 
AcAragocarasampanno aNumattesu vajjesu bhayadassAvI samAdAya sikkhati sikkhApadesU”ti yaM 
vuttaM sIlaM, idaM pAtimokkhasaMvarasIlaM nAma……paccayasannissitasIlaM nAma. 
tatrAyaM Adito paTThAya anupubbapadavaNNanAya saddhiM vinicchayakathA. 
idhAti imasmiM sAsane. bhikkhUti saMsAre bhayaM ikkhaNatAya vA bhinnapaTadharAditAya vA evaM 

































者によって結集された。後（第二・第三結集）にもくり返し結集された608」（DA: I. 1） 
                                                   
び、『私は身行を安静にさせながら、入息しよう』と学びます」という四つの認識方法であ
る。 
606 PaTisambhidAyaM panassa saddhiM codanAsodhanAhi evamattho vutto. “kathaM……tena vuccati 
kAye kAyAnupassanA satipaTThAnabhAvanA”ti. 








佐々木閑［1997, 1998, 1999］、および山極伸之・佐々木閑［1997］は、Vim, Vis, DhsA, 
VA などを比較検討し、制作者の問題やその関係性を論じている。 
Skilling, P［1987, 1993, 1994, 1999］の一連の研究、および林隆嗣［2008, 2010, 2010a］
の一連の研究は、有為と無為とをめぐる説一切有部、聖上座部、正量部、大乗仏教の教説を
引用紹介している蔵文 saMskRtAsaMskRta-viniCcaya （Sav）の第 13~15 章とアバヤギリ派の









































punappunāgatamatthaM）、私は意味を明らかにしよう（atthaM pakāsayissāmi）612」（DA: I. 
                                                   
yaM suvihatantarAyo, hutvA tassAnubhAvena. 
dIghassa dIghasuttaGkitassa, nipuNassa Agamavarassa, 
buddhAnubuddhasaMvaNNitassa, saddhAvahaguNassa. 
atthappakAsanatthaM, aTThakathA Adito vasisatehi, 
paJcahi yA saGgItA, anusaGgItA ca pacchApi. 
609  buddhAnaM saccapaTivedhaM anugamma paTividdhasaccA aggasAvakAdayo ariyA. tehi 
atthasaMvaNNanAvasena, guNasaMvaNNanAvasena ca saMvaNNitassa. atha vA buddhA ca anubuddhA ca 
buddhAnubuddhAti yojetabbaM. sammAsambuddheneva hi tiNNampi piTakAnaM atthavaNNanAkkamo 
bhAsito. 
610 引用文の出典は『無碍解道』（PTs. 103［I. 19］）となる。 
611  attho kathIyati etAyAti atthakathA, sA eva aTThakathA, ttha-kArassa TTha-kAraM katvA, yathA, 
“dukkhassa pILanaTTho”ti. 

























                                                   
ThapitA sIhaLabhAsAya, dīpavAsInamatthAya. 
apanetvAna tatohaM, sIhaLabhAsaM manoramaM bhAsaM,  
tantinayAnucchavikaM, Aropento vigatadosaM.  
samayaM avilomento, therAnaM theravaMsapadIpAnaM,  
sunipuNavinicchayAnaM, mahAvihAre nivAsInaM.  
hitvA punappunAgatamatthaM, atthaM pakAsayissAmi,  
sujanassa ca tuTThatthaM, ciraTThitatthaJca dhammassa. 
613 iti pana sabbaM yasmA, Visuddhimagge mayA suparisuddhaM, 




  yaM atthavaNNanaM kattukAmo, tassA mahattaM pariharituM, “sIlakathA”tiAdi vuttaM. tenevAha, 
“na taM idha vicārayissAmI”ti. 
「意味の註釈を行なおうと望むならば、それの膨大さを回避するために、『戒の話』云々
（『清浄道論』の内容）と説かれた。それゆえに『ここではそれを考察しないであろう』
と言った」（DAT: I. 17［21］） 
 
na vicArayissAmi, punaruttibhAvatoti adhippAyo. 









































  imissA gAthAya vasenassa padassa vitthAra-attho veditabbo. so ca Visuddhimagge 
BuddhAnussatiniddese vuttoyeva. 
「この偈によって、その語句の詳細な意味が知られるべきである。それは『清浄道論』
「仏の随念の説明」において説かれた」（DA: I. 35［34］） 
615 森祖道［1984: 486-488, 528-529］によると、『律註』は 429-430 年にかけて編纂された









616 yaM yaM pubbe vuttaM, taM taM sabbaM vajjetvA uparUpari apubbameva vaNNayissAma. yadi hi 
yaM yaM vuttanayaM, taM taM punapi vaNNayissAma, kadA vaNNanAya antaM gamissAma. tasmA yaM 
yaM pubbe vuttaM, taM taM sabbaM sAdhukaM upasallakkhetvA tattha tattha attho ca yojanA ca 
veditabbA. apubbaM pana yaMkiJci anuttAnatthaM, taM sabbaM mayameva vaNNayissAma. 
202 
 






   
  「このように私は聞いた……サーヴァッティに近いとは、「スバ経」である。それ（ス
バ経）について、この①不明瞭な語句に対する註釈（anuttAnapadavaNNanA）がある617」
（DA: I. 317［384］） 
 
  「このように私は聞いたとは、「大般涅槃経」である。それ（大般涅槃経）について、









られている。ここから判断すると、これらの①②③の方針は、1 註に対して 1 経が註釈の方
針の適用範囲となるであろう。 
例外となる『長部註』「梵網経註」では、Beの 1~7 節で註釈の方針は述べられていない。











いう未来形である。この Beの 8 節から、まさしく③の方針が適用されたことになる。この
用例は、①②③のすべてに当てはまるであろう。この Beの 8 節の用例を（1a）とし、8 節
以降に③の方針が適用されたと考える。 
 『長部』「梵網経」における「中戒」（Beの 11 節）では、「たとえば、ある尊い」（DN: I. 
6［5］）という伝承がある。『長部註』「梵網経註」では、その伝承を註釈しているなかに、
「今や中戒を詳細にしながら、『たとえば、ある尊い』云々と言った。それについて、これ
は不明瞭な語句に対する註釈である621」（DA: I. 79［81］）という説明がある。この Beの 11
                                                   
617 evaM me sutaM pe sAvatthiyanti subhasuttaM. tatrAyaM anuttAnapadavaNNanA. 
618 evaM me sutanti mahAparinibbAnasuttaM. tatrAyamanupubbapadavaNNanA. 
619 evaM me sutaM pe rAjagaheti sAmaJJaphalasuttaM. tatrAyaM apubbapadavaNNanA. 
620 ayamettha sAdhippAyA atthavaNNanA. ito paraM pana apubbapadameva vaNNayissAma. 
AdinnAdAnaM pahAyAti ettha adinnassa AdAnaM adinnAdAnaM. 







①……(1b), (10), (12), (13), (15), (18), (19), (21), (26)~(31)  
②……(16) 
③……(1a)～(9), (11), (14), (17), (20), (22)~(25), (32)~(34) 
 
『長部註』の 34 経註のすべてに、これらの①②③の方針が見られる。これらの①②③の






























                                                   
anuttAnapadavaNNanA. 
622  uttAnaM vuccati pAkaTaM, tappaTikkhepena anuttAnaM apAkaTaM, paTicchannaM, apacuraM, 
duviJJeyyaJca. anuttAnAnaM padAnaM vaNNanA anuttAnapadavaNNanA. uttAnapadavaNNanAya 
payojanAbhAvato anuttAnaggahaNaM. 
623 Tsai, C［2002: (243)］によると、18 世紀末のミャンマーで智種（JANAbhivaMsa）によ
って編纂された「戒蘊篇」（sIlakkhadhavagga）への新しい復註（abhinavatIkA）である。 
624  tattha anupubbapadavaNNanAti anukkamena padavaNNanA, padaM padaM pati anukkamena 
vaNNanAti vuttaM hoti. pubbe vuttaJhi, uttAnaM vA padamaJJatra vaNNanApi, “anupubbapadavaNNanA” 












 これらの①②③の方針は、『長部註』の 34 経註のすべてにおいて確認でき、原則として 1













 『中部註』の冒頭において③の方針が記されているのは、第二「一切漏経註」（MA: I. 61
［59］）、第三「法相続経註」（MA: I. 91［87］）627、第四「恐怖経註」（MA: I. 113［109］）
である。本文中おいて③の方針が記されているのは、第一「根本法門経註」である。これに
よれば、「ここで以前にない語句に対する註釈をし、語句の構成（pada-yojanA）によって私
たちは意味の結論（atthanigamana）をしていこう628」（MA: I. 56［53］）と説かれている。 
『中部註』では、第五「無垢経註」の冒頭と第九「正見経註」の本文中において、これら
の①③の方針が混同されている用例を確認することができる。以下のような内容である。 
                                                   
625 apubbapadavaNNanAti atthasaMvaNNanAvasena heTThA aggahitatAya apubbassa padassa vaNNanA 
atthavibhajanA. “hitvA punappunAgatamatthan”ti hi vuttaM. 
626 『長部註』で見られた用例とは異なり、以下のように冒頭で記している。 
 
evaM me sutanti cULasIhanAdasuttaM. yasmA panassa atthuppattiko nikkhepo, tasmA taM 







evaM me sutanti dhammadAyAdasuttaM. yasmA panassa aTThuppattiko nikkhepo, tasmA taM 
dassetvA vassa apubbapadavaNNanaM karissAma. 
「このようにわたしは聞いたとは、「法相続経」である。それ（法相続経）の意義を生
起する配置であるから、それゆえにそのこと（意義を生起する配置）を示して、私たち
はそれ（法相続経）の以前にない語句に対する註釈をしていこう」（MA: I. 91［87］） 













































                                                   
629 evaM me sutaM pe AyasmA sAriputtoti anaGgaNasuttaM. tatrAyaM anuttAnapadavaNNanA. yathA 
cettha, evaM sabbasuttesu. tasmA ito paraM ettakampi avatvA apubbapadavaNNanaMyeva karissAma. 
630 yA cAyaM idha saMkhittavitthAradesanAsu vicAraNA AvikatA, sA sabbavAresu idha vuttanayeneva 
veditabbA. apubbAnuttAnapadavaNNanAmattameva hi ito paraM karissAma. 




この①の方針が確認できる（SA: I. 264［289］）。 
 ②の方針については、『相応部註』「縁起経註」（12・1）の冒頭（SA: II. 1）と「子肉喩経



























                                                   
632 tatiye cattArome, bhikkhave, AhArAtiAdi vuttanayameva. yasmA panassa aTThuppattiko nikkhepo, 










633 ①の方針……『経集註』（SnA: II. 4, 157［I. 300, II. 434］）、『如是語註』（ItA. 42［I. 
45］）、『法集論註』（DhsA. 199, 234［155, 189］）など、他多数。 
②の方針……『経集註』（SnA: II. 266［II. 551］）、『本生註』（JA: III. 359［380］）、『律
註』（Vin-pajaA: I. 101, 160, 191, 193, 211, II. 119［VA: I. 129, 193, 226, 
228, 247, III. 532］）など、他多数。 
③の方針……『経集註』（SnA: II. 9［I. 300］）、『無碍解道註』（PTsA: II. 93［493］）、『律











 森祖道［1984: 126-127, 152, 208, 223, 241-242, 274-275, 286］は、「或る人々」の説は
DA が 42 回、MA が 42 回、SA が 21 回、AA が 11 回引用していると述べている。以下、
mahA-aTThakathA は DA に 12 回、MA に 6 回、SA に 5 回、AA に 7 回見られる。単数形の
アッタカターは DA に 3 回、MA に 3 回、SA に 3 回、AA に 2 回見られる。複数形のアッ
タカターは DA に 2 回、AA に 1 回見られる。PorANA（古人達）は DA に 12 回、MA に 18
回、SA に 8 回、AA に 9 回見られる。BhANakA（誦出者）は DA に 8 回、MA に 5 回、SA
に 1 回、AA に 9 回見られる。aTThakathAcariyA は DA に 2 回、MA に 4 回、SA に 5 回、AA




























3. 4. 2. 『長部』に対する二様の別な解釈の事例 
 
 ここでは、「古資料」の内容が「未整理の内容」であったことの解明にあたり、その研究




















ここでは、1 註に対する 1 経の註釈の方針の適用は、「1 註 1 経の原則」と定義する。『長




3. 4. 2. 1. 事例 1: 「梵網経註」の事例 
 
 『長部』において「如来」（tathAgata）という語句は、多数の経で見られる635。『長部註』
                                                   









635 各経における「如来」という語句の初出を示すと、第一「梵網経」（DN: I. 3）、第二「沙
門果経」（DN: I. 58［62］）、第三「アンバッタ経」（DN: I. 89［95］）、第四「ソーナダンダ
経」（DN: I. 117［124］）、第五「クータダンタ経」（DN: I. 140［147］）、第六「マハーリ経」
（DN: I. 149［157］）、第七「ジャーリヤ経」（DN: I. 151［159］）、第八「大獅子吼経」（DN: 
I. 162［171］）、第九「ポッタパーダ経」（DN: I. 169［181］）、第十「スバ経」（DN: I. 190
［206］）、第十一「ケーヴァッタ経」（DN: I. 208［214］）、第十二「ローヒッチャ経」（DN: 
I. 218［229］）、第十三「三明経」（DN: I. 233［249］）、第十四「大譬喩経」（DN: II. 7［8］）、
第十六「大般涅槃経」（DN: II. 61［72］）、第十七「マハースダッサナ経」（DN: II. 139［169］）、
第十八「ジャナヴァサバ経」（DN: II. 168［208］）、第十九「マハーゴーヴィンダ経」（DN: 
II. 179［221］）、第二十「大集会経」（DN: II. 204［255］）、第二十一「帝釈天問経」（DN: 
II. 212［265］）、第二十四「パーティカ経」（DN: III. 6［8］）、第二十五「ウドゥンバリカ経」
（DN: III. 36［45］）、第二十七「世起経」（DN: III. 69［84］）、第二十八「歓喜経」（DN: III. 





































                                                   
第三十三「結集経」（DN: III. 182［217］）、第三十四「十増経」（DN: III. 228［273］）に確
認できる。 
636 これらの八つの語義釈は、①そのように来られたから如来（tathA Agatoti tathAgato）、②そ
のように行かれたから如来（ tathA gatoti tathAgato）、③真実の相に来られたから如来
（tathAlakkhaNa Agatoti tathAgato）、④もろもろの真実の法を十分に正等覚されたから如来




 これらの語義釈については、南方上座部大寺派における註釈家の tathAgata の語義解釈の
相違とともに詳説している勝本華蓮［2003: 73-86］を参照。 
637 hoti tathAgatotiAdIsu satto “tathAgato”ti adhippeto. 








3. 4. 2. 2. 事例 2: 「梵網経註」と「沙門果経註」との事例 
 













を適用する。「1 註 1 経の原則」に当てはめると、『長部註』第一「梵網経註」では、『長部』
                                                   




  諸有沙門・婆羅門、於本劫本見…… 
  「あらゆる沙門や婆羅門は、過去の劫に関する説……」（T1. 89c） 
640  samaNabrAhmaNAti pabbajjUpagatabhAvena samaNA, jAtiyA brAhmaNA. lokena vA samaNAti ca 
brAhmaNAti ca evaM sammatA. 
641 各経における「沙門・バラモン」の並列語の初出を示すと、第一「梵網経」（DN: I. 6［5］）、
第二「沙門果経」（DN: I. 44［47］）、第三「アンバッタ経」（DN: I. 82［87］）、第四「ソー
ナダンダ経」（DN: I. 104［111］）、第五「クータダンタ経」（DN: I. 120［128］）、第六「マ
ハーリ経」（DN: I. 143［150］）、第七「ジャーリヤ経」（DN: I. 151［159］）、第八「大獅子
吼経」（DN: I. 154［162］）、第九「ポッタパーダ経」（DN: I. 168［179］）、第十「スバ経」
（DN: I. 190［206］）、第十一「ケーヴァッタ経」（DN: I. 208［214］）、第十二「ローヒッ
チャ経」（DN: I. 214［224］）、第十三「三明経」（DN: I. 234［250］）、第十四「大譬喩経」
（DN: II. 10［12］）、第十六「大般涅槃経」（DN: II. 90［108］）、第十七「マハースダッサ
ナ経」（DN: II. 151［185］）、第十八「ジャナヴァサバ経」（DN: II. 172［213］）、第二十一
「帝釈天問経」（DN: II. 225［282］）、第二十三「パーヤーシ経」（DN: II. 254［318］）、第
二十四「パーティカ経」（DN: III. 13［16］）、第二十五「ウドゥンバリカ経」（DN: III. 36
［44］）、第二十六「転輪王経」（DN: III. 50［61］）、第二十七「世起経」（DN: III. 69［84］）、
第二十八「歓喜経」（DN: III. 84［103］）、第二十九「浄信経」（DN: III. 111［135］）、第三
十「相経」（DN: III. 123［150］）、第三十一「シンガーラ経」（DN: III. 154［189］）、第三










この『長部註』第二「沙門果経註」は、③の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に当て
はめると、『長部』第二「沙門果経」内で以前にない「沙門」と「バラモン」という語句に
対して註釈したことになる。ここに問題点はない。 







3. 4. 2. 3. 事例 3: 「梵網経註」と「沙門果経註」との事例 
 











                                                   
642 samaNaM vā brāhmaNaM vāti samitapāpatāya samaNaM. bāhitapāpatāya brāhmaNaM. 
643 yato kho, bho, ayaM attA vivicceva kAmehi vivicca akusalehi dhammehi savitakkaM savicAraM 
vivekajaM pItisukhaM paThamaM jhAnaM upasampajja viharati, ettAvatA kho, bho, ayaM attA 




  如我去欲悪不善法、有覚有観、離生喜楽、入初禅、此名現在泥洹。 
  「我が欲悪で不善の法を離れ、覚と観があり、離れることから喜楽が生じ、初禅に入る
ならば、これを現在の涅槃と名づける」（T1. 93b） 
644 各経における色界四禅の初出を示すと、第二「沙門果経」（DN: I. 69-72［73-76］）、第
三「アンバッタ経」（DN: I. 94［100］）、第四「ソーナダンダ経」（DN: I. 117［124］）、第五
「クータダンタ経」（DN: I. 140［147］）、第六「マハーリ経」（DN: I. 149［157-158］）、第
七「ジャーリヤ経」（DN: I. 151［159-160］）、第八「大獅子吼経」（DN: I. 163［173］）、第
九「ポッタパーダ経」（DN: I. 169-170［182-183］）、第十「スバ経」（DN: I. 195-197［207-
208］）、第十一「ケーヴァッタ経」（DN: I. 208［215］）、第十二「ローヒッチャ経」（DN: I. 
221［232-233］）、第十七「マハースダッサナ経」（DN: II. 152［186］）、第二十二「大念処






分は、①の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に当てはめると、『長部』第一「梵網経」
内の不明瞭な色界四禅に対する註釈の内容は『清浄道論』に譲り、色界四禅の内容が明瞭に
なったという立場である。ここに問題点はない。 









適用する。「1 註 1 経の原則」に当てはめると、『長部』第二「沙門果経」内で以前にない色
界四禅の内容に対して註釈したことになる。ここに問題点はない。 







3. 4. 2. 4. 事例 4: 「梵網経註」と「大般涅槃経註」との事例 
 





                                                   
経」（DN: III. 108-109［131-132］）、第三十三「結集経」（DN: III. 185-186, 220-221［222, 
265］）、第三十四「十増経」（DN: III. 254-255［290］）に見られる。 
645 vivicceva kAmehItiAdInamattho Visuddhimagge vutto. 
646 so vivicceva kAmehi pe paThamaM jhAnaM upasampajja viharatItiAdi pana upacArasamAdhinA 
samAhite citte uparivisesadassanatthaM appanAsamAdhinA samAhite citte tassa samAdhino 
pabhedadassanatthaM vuttanti veditabbaM. 
647 ekaM samayaM bhagavA antarA ca rAjagahaM antarA ca nALandaM addhAnamaggappaTipanno hoti 
mahatA bhikkhusaGghena saddhiM paJcamattehi bhikkhusatehi. 
648 各経における大比丘僧団の初出を示すと、第二「沙門果経」（DN: I. 44［47］）、第三「ア
ンバッタ経」（DN: I. 82［87］）、第四「ソーナダンダ経」（DN: I. 104［111］）、第五「クー
タダンタ経」（DN: I. 120［127］）、第十二「ローヒッチャ経」（DN: I. 214［224］）、第十三
「三明経」（DN: I. 222［235］）、第十四「大譬喩経」（DN: II. 39［45］）、第十六「大般涅槃
経」（DN: II. 69［81］）、第二十「大集会経」（DN: II. 203［253］）、第二十三「パーヤーシ
経」（DN: II. 253［316］）、第三十三「結集経」（DN: III. 175［207］）、第三十四「十増経」


















かった。それゆえに、僧団は数を超過していた650」（DA: II. 163［572］） 
 
 この説明は、無数という意味での大ということになる。この『長部註』第十六「大般涅槃
経註」は、②の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」を当てはめると、『長部』第十六「大
般涅槃経」内の順次の語句である「大比丘僧団」の内容を註釈したことになる。ここに問題
点はない。 










3. 4. 2. 5. 事例 5: 「沙門果経註」と「大念処経註」との事例 
 








                                                   
649 mahatA bhikkhusaGghena saddhinti “mahatA”ti guNamahattenapi mahatA, saGkhyAmahattenapi 
mahatA. so hi bhikkhusaGgho guNehipi mahA ahosi, appicchatAdiguNasamannAgatattA. saGkhyAyapi 
mahA, paJcasatasaGkhyattA. bhikkhUnaM saGgho “ bhikkhusaGgho ” , tena bhikkhusaGghena. 
diTThisIlasAmaJJasaGghAtasaGkhAtena samaNagaNenAti attho. saddhinti ekato. 
650  mahatA bhikkhusaGghena saddhinti idha bhikkhUnaM gaNanaparicchedo natthi. VeLuvagAme 
vedanAvikkhambhanato paTThAya hi “na cirena bhagavA parinibbAyissatI”’ti sutvA tato tato Agatesu 
bhikkhUsu ekabhikkhupi pakkanto nAma natthi. tasmA gaNanavItivatto saGgho ahosi. 
214 
 








部註』第二「沙門果経註」は、③の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に当てはめると、
『長部註』第二「沙門果経註」では、『長部』第二「沙門果経」内の以前にない「十六心」
の内容に対して註釈したことになる。ここに問題点はない。 










                                                   
651 sarAgaM vA cittaM “sarāgaM cittan”ti pajAnAti, vItarAgaM vA cittaM……sadosaM vA cittaM…
…vItadosaM vA cittaM……samohaM vA cittaM……vItamohaM vA cittaM……saGkhittaM vA cittaM
……vikkhittaM vA cittaM……mahaggataM vA cittaM…… amahaggataM vA cittaM……sauttaraM vA 
cittaM……anuttaraM vA cittaM…… samAhitaM vA cittaM……asamAhitaM vA cittaM……vimuttaM 











652 各経における十六心の初出を示すと、第三「アンバッタ経」（DN: I. 94［100］）、第四「ソ
ーナダンダ経」（DN: I. 117［124］）、第五「クータダンタ経」（DN: I. 140［147］）、第六「マ
ハーリ経」（DN: I. 150［158］）、第七「ジャーリヤ経」（DN: I. 152［160］）、第八「大獅子
吼経」（DN: I. 163［174］）、第十「スバ経」（DN: I. 200-201［209］）、第十一「ケーヴァッ
タ経」（DN: I. 208［215］）、第十二「ローヒッチャ経」（DN: I. 221［233］）、第二十二「大
念処経」（DN: II. 237［299］）、第三十四「十増経」（DN: III. 240［281］）に見られる。 
653 evaM cetopariyaJANAya cittaM abhinIharitvA nisinnassa bhikkhuno paresaM soLasavidhaM cittaM 
pAkaTaM hotIti veditabbaM. 
654 tattha sarAganti aTThavidhalobhasahagataM. vItarAganti lokiyakusalAbyAkataM. idaM pana yasmA 
sammasanaM na dhammasamodhAnaM tasmA idha ekapadepi lokuttaraM na labbhati. sesAni cattAri 















3. 4. 2. 6. 事例 6: 「アンバッタ経註」と「大譬喩経註」との事例 
 










 この「次第説法」に関連した伝承は、『長部』第五「クータダンタ経」（DN: I. 141［148］）、







                                                   
655 ekamantaM nisinnassa kho brAhmaNassa PokkharasAtissa bhagavA anupubbiM kathaM kathesi, 
seyyathidaM, dAnakathaM sIlakathaM saggakathaM kAmAnaM AdInavaM okAraM saMkilesaM 
nekkhamme AnisaMsaM pakAsesi. yadA bhagavA aJJAsi kallacitte muducitte vinIvaraNacitte 
udaggacitte pasannacitte, atha yA buddhAnaM sAmukkaMsikA dhammadesanA, taM pakAsesi dukkhaM 



















 この『長部註』第三「アンバッタ経註」は、③の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に
当てはめると、『長部』第三「アンバッタ経」内の以前にない「次第説法」の内容に対して
註釈したことになる。ここに問題点はない。 





























                                                   
656 anupubbiM kathanti anupaTipATikathaM. anupubbikathA nAma dAnAnantaraM sIlaM, sIlAnantaraM 
saggo, saggAnantaraM maggoti etesaM atthAnaM dIpanakathA. Teneva, “seyyathidaM dAnakathan”
tiAdimAha. okAranti avakAraM lAmakabhAvaM. sAmukkaMsikAti sAmaM ukkaMsikA, attanAyeva 
uddharitvA gahitA, sayambhUJANena diTThA, asAdhAraNA aJJesanti attho. kA pana sAti? 
ariyasaccadesanA. tenevAha, “dukkhaM, samudayaM, nirodhaM, maggan”ti. 
657  anupubbiM kathanti dAnakathaM, dAnAnantaraM sIlaM, sIlAnantaraM saggaM, saggAnantaraM 
magganti evaM anupaTipATikathaM kathesi. tattha dAnakathanti idaM dAnaM nAma sukhAnaM nidAnaM, 
sampattInaṃ mUlaM, bhogAnaM patiTThA, visamagatassa tANaM leNaM gati parAyaNaM, 
idhalokaparalokesu dAnasadiso avassayo patiTThA ArammaNaM tANaM leNaM gati parAyaNaM natthi…
… 




3. 4. 2. 7. 事例 7: 「大般涅槃経註」と「歓喜経註」との事例 
 
 『長部』第十六「大般涅槃経」（Be の 184 節）では、仏が比丘たちに「すなわち四念処、
四正勤、四神足、五根、五力、七覚支、聖八支道です658」（DN: II. 100［120］）という「三
十七菩提分法」（bodhipakkhiya-dhamma）を説法している。この「三十七菩提分法」に関連し








支・聖八支道）は明瞭なもの（uttAna）である、と659」（DA: II. 154［564］） 
 
ここでは、この三十七菩提分法の内容は基本的に『清浄道論』を参照すべきとしている。














針を適用する。「1 註 1 経の原則」に当てはめると、『長部』第二十八「歓喜経」内の不明
瞭な「三十七菩提分法」の内容に対して註釈したことになる。ここに問題点はない。 
 「34 経 3 方針の原則」に当てはめると、この「『長部』に対する二様の別な解釈」は、『長
                                                   
658 seyyathidaM, cattAro satipaTThAnA cattAro sammappadhAnA cattAro iddhipAdA paJcindriyAni paJca 







659  cattAro satipaTThAnAtiAdi sabbaM lokiyalokuttaravaseneva kathitaM. etesaM pana 
bodhipakkhiyAnaM dhammAnaM vinicchayo sabbAkArena Visuddhimagge 
PaTipadAJANadassanavisuddhiniddese vutto. sesamettha uttAnamevAti. 
660  cattAro satipaTThAnAti cuddasavidhena kAyAnupassanAsatipaTThAnaM, navavidhena 
vedanAnupassanAsatipaTThAnaM, soLasavidhena cittAnupassanAsatipaTThAnaM, paJcavidhena 
dhammAnupassanAsatipaTThAnanti evaM nAnAnayehi vibhajitvA samathavipassanAmaggavasena 










3. 4. 2. 8. 事例の分析 
 
 以上、「『長部』に対する二様の別な解釈」について、七つの事例を通して確認してきた。









































3. 4. 3. 『長部』における初出の語句に註釈していない事例 
 






③の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に当てはめると、本来は以前にない語句である「バ
ラモン」の内容を註釈すべきであろう。ここに問題点がある。 





れた者たちである663」（DA: I. 95［102］） 
 









                                                   
661 各経におけるバラモンという語句の初出を示すと、第一「梵網経」（DN: I. 6［5］）、第
二「沙門果経」（DN: I. 44［47］）、第三「アンバッタ経」（DN: I. 82［87］）、第四「ソーナ
ダンダ経」（DN: I. 104［111］）、第五「クータダンタ経」（DN: I. 120［127］）、第六「マハ
ーリ経」（DN: I. 143［150］）、第八「大獅子吼経」（DN: I. 154［162］）、第九「ポッタパー
ダ経」（DN: I. 168［179］）、第十「スバ経」（DN: I. 190［206］）、第十二「ローヒッチャ経」
（DN: I. 214［224］）、第十三「三明経」（DN: I. 222［235］）、第十四「大譬喩経」（DN: II. 
2［3］）、第十六「大般涅槃経」（DN: II. 61［72］）、第十七「マハースダッサナ経」（DN: II. 
139［169］）、第十八「ジャナヴァサバ経」（DN: II. 163［202］）、第十九「マハーゴーヴィ
ンダ経」（DN: II. 186［230］）、第二十一「帝釈天問経」（DN: II. 225［282］）、第二十三「パ
ーヤーシ経」（DN: II. 253［317］）、第二十四「パーティカ経」（DN: III. 13［16］）、第二十
五「ウドゥンバリカ経」（DN: III. 36［44］）、第二十六「転輪王経」（DN: III. 50［61］）、第
二十七「世起経」（DN: III. 66［81］）、第二十八「歓喜経」（DN: III. 82［99］）、第二十九
「浄信経」（DN: III. 111［135］）、第三十「相経」（DN: III. 119［145］）、第三十一「シンガ
ーラ経」（DN: III. 154［189］）、第三十二「アーターナーティヤ経註」（DN: III. 159［196］）、
第三十三「結集経」（DN: III. 175［207］）、第三十四「十増経」（DN: III. 249［287］）に見
られる。 
662 yathA vA paneke bhonto samaNabrAhmaNA saddhAdeyyAni bhojanAni bhuJjitvA…… 
663  samaNabrAhmaNAti pabbajjUpagatabhAvena samaNA, jAtiyA brAhmaNA. lokena vA samaNAti ca 
brAhmaNAti ca evaM sammatA. 
664 yaM kiJci pabbajjaM upagatA samaNA. JAtimattena brAhmaNA. 
220 
 






3. 4. 3. 2. 事例 2: 「大般涅槃経註」の事例 
 
 『長部』では、「バラモンの大家長」（brAhmaNa-mahAsAlA）という語句が第五「クータダン
タ経」（DN: I. 129［136］）、第十三「三明経」（DN: I. 222［235］）、第十六「大般涅槃経」




る。『長部註』第十六「大般涅槃経註」は、②の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に当て
はめると、『長部』第十六「大般涅槃経」内の順次の語句である「バラモンの大家長」の内
容を註釈したことになる。ここに問題点はない。 





3. 4. 3. 3. 事例 3: 「マハーゴーヴィンダ経註」の事例 
 
 『長部』では、以下のような「四大王」に関連した伝承が第十八「ジャナヴァサバ経」（DN: 














東方で西に向かい、二の天界における神々を前にし、坐っていた667」（DA: II. 241［648］） 
                                                   
665  brAhmaNamahAsAlA nAma yesaM asItikoTidhanaM nihitaM hoti, divasaparibbayo eko 
kahApaNakumbho nigacchati, sAyaM ekasakaTaM pavisati. 
666 puratthimAya disAya dhataraTTho mahArAjA pacchimAbhimukho nisinno hoti deve purakkhatvA. 
dakkhiNAya disAya VirULhako mahArAjA uttarAbhimukho nisinno hoti deve purakkhatvA. pacchimAya 
disAya VirUpakkho mahArAjA puratthAbhimukho nisinno hoti deve purakkhatvA. uttarAya disAya 
VessavaNo mahArAjA dakkhiNAbhimukho nisinno hoti deve purakkhatvA. 
667 dhataraTThotiAdIsu dhataraTTho gandhabbarAjA gandhabbadevatAnaM koTisatasahassena parivuto 






経註」は、①の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に当てはめると、『長部註』第十九「マ
ハーゴーヴィンダ経註」内の不明瞭な語句である「四大王」に関連した内容を註釈したこと
になる。ここに問題点はない。 





3. 4. 3. 4. 事例 4: 「転輪王経註」の事例 
 
 『長部』では、第二「沙門果経」（DN: I. 56［60］）、第四「ソーナダンダ経」（DN: I. 108
［115］）、第五「クータダンタ経」（DN: I. 124［131］）、第十「スバ経」（DN: I. 190［206］）、








と説かれた669」（DA: III. 33［849］） 
 
 『長部註』第二十六「転輪王経註」は、①の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に当て
はめると、『長部註』第二十六「転輪王経註」内の不明瞭な語句である「髪と髭に関連した
伝承」の内容を註釈したことになる。ここに問題点はない。 
 「34 経 3 方針の原則」に当てはめると、『長部註』第二「沙門果経註」、第四「ソーナダ
                                                   
pacchimAbhimukho dvIsu devalokesu devatA purato katvA nisinno. 
668  VirULhako KumbhaNDarAjA KumbhaNDadevatAnaM koTisatasahassena parivuto 
koTisatasahassarajatamayAni phalakAni ca suvaNNasattiyo ca gAhApetvA dakkhiNAya disAya 
uttarAbhimukho dvIsu devalokesu devatA purato katvA nisinno. 
VirUpakkho nAgarAjA nAgAnaM koTisatasahassena parivuto koTisatasahassamaNimayAni 
mahAphalakAni ca suvaNNasattiyo ca gAhApetvA pacchimAya disAya puratthimAbhimukho dvIsu 
devalokesu devatA purato katvA nisinno. 
VessavaNo yakkharAjA yakkhAnaM koTisatasahassena parivuto koTisatasahassapavALamayAni 
mahAphalakAni ca suvaNNasattiyo ca gAhApetvA uttarAya disAya dakkhiNAbhimukho dvIsu devalokesu 









669 kesamassunti tApasapabbajjaM pabbajantApi hi paThamaM kesamassuM ohArenti. tato paTThAya 








3. 4. 3. 5. 事例 5: 「歓喜経註」の事例 
 


















第二十八「歓喜経註」は、①の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に当てはめると、『長部
註』第二十八「歓喜経註」内の不明瞭な語句である「前後なく」に関連した内容を註釈した
ことになる。ここに問題点はない。 





3. 4. 3. 6. 事例 6: 「シンガーラ経註」の事例 
 
 『長部』では、第五「クータダンタ経」（DN: I. 139［146］）、第八「大獅子吼経」（DN: I. 
157［166］）、第十四「大譬喩経」（DN: II. 11［13］）、第二十三「パーヤーシ経」（DN: II. 
260［326］）、第二十五「ウドゥンバリカ経」（DN: III. 33［41］）、第三十一「シンガーラ経」
（DN: III. 148［182］）、第三十二「アーターナーティヤ経」（DN: III. 158［195］）、第三十
三「結集経」（DN: III. 196［235］）において、「穀酒」（surA）と「果酒」（meraya）とを並列
した語句がある。 
                                                   
670 apubbaM acarimanti apure apacchA ekato nuppajjanti, pure vA pacchA vA uppajjantIti vuttaM hoti. 
tattha bodhipallaGke “ bodhiṃ apatvA na uTThahissAmI ” ti nisinnakAlato paTThAya yAva 
mAtukucchismiM paTisandhiggahaNaM, tAva pubbeti na veditabbaM. bodhisattassa hi 
paTisandhiggahaNe dasasahassacakkavALakampaneneva khettapariggaho kato. aJJassa buddhassa 
uppattipi nivAritA hoti. parinibbAnato paTThAya ca yAva sAsapamattApi dhAtuyo tiTThanti, tAva pacchAti 
na veditabbaM. dhAtUsu hi ThitAsu buddhApi ThitAva honti. tasmA etthantare aJJassa buddhassa uppatti 









（sambhArasaMyutta）という五の酒である671」（DA: III. 127［944］） 
 
 『長部註』第三十一「シンガーラ経註」は、①の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に
当てはめると、『長部註』第三十一「シンガーラ経註」内の不明瞭な語句である「穀酒と果
酒」の内容を註釈したことになる。ここに問題点はない。 







3. 4. 3. 7. 事例 7: 「結集経註」の事例 
 




は、世尊を前にして（purato katvA）ということである673」（DA: III. 154［972］）と説明して
いる。『長部註』第三十三「結集経註」は、③の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に当て
はめると、『長部註』第三十三「結集経註」内の以前にない語句である「世尊のみを前にし
て」という内容を註釈したことになる。ここに問題点はない。 





3. 4. 3. 8. 事例の分析 
 
 以上、「『長部』における初出の語句に註釈していない事例」について、七つの事例を通し









                                                   
671 surAti piTThasurA pUvasurA odanasurA kiNNapakkhittA sambhArasaMyuttAti paJca surA. merayanti 
pupphAsavo phalAsavo madhvAsavo guLAsavo sambhArasaMyuttoti paJca AsavA. 
672 pacchimaM bhittiM nissAya puratthAbhimukho nisIdi bhagavantameva purakkhatvA. 












 ブッダゴーサ以降に三蔵の内容が変容していたことについては、片山一良［2008: 196, 
222-223, 277-278, 284, 303, 317, 329-330, 343-344］を参照してまとめると、以下のように
なる。 
 
  ・『相応部』は、伝統の諸註釈によれば総計 7762 経。現行の Reは 2854 経、Beは 2889
経。 
・『増支部』は、伝統の諸註釈によれば総計 9557 経。現行の Reは 2308 経や 2363 経、
Beは 7236 経。 
・『自説』は、現行のものは 80 経。ダンマパーラの『自説註』によれば 81 の結論（随
結）、ブッダゴーサの『長部註』によれば 82 経。 
・『如是語』は、現行のものは 112 経。ブッダゴーサの『長部註』によれば 110 経。 
・『天宮事』は、現行の Beは 1289 偈。ダンマパーラの註釈によれば 1500 偈。 
・『長老偈』は、現行の Reは 1279 偈、Beは 1288 偈。ダンマパーラの『長老偈註』に
よれば 1360 偈。 
・『長老尼偈』は、現行の Reは 522 偈、Beは 524 偈。ダンマパーラの『長老偈註』に
よれば 526 偈。 


































3. 4. 4. 『長部』に対する註釈の重複 
 
3. 4. 4. 1. 事例 1: 「梵網経註」の事例 
 
 『長部』では、「正等覚者」（sammAsambuddha）という語句が多くの経で確認できる674。










                                                   
674 各経における正等覚者という語句の初出を示すと、第一「梵網経」（DN: I. 2）、第二「沙
門果経」（DN: I. 46［49］）、第三「アンバッタ経」（DN: I. 82［87］）、第四「ソーナダンダ
経」（DN: I. 104［111］）、第五「クータダンタ経」（DN: I. 120［128］）、第六「マハーリ経」
（DN: I. 143［150］）、第七「ジャーリヤ経」（DN: I. 151［159］）、第八「大獅子吼経」（DN: 
I. 162［171］）、第九「ポッタパーダ経」（DN: I. 168［179］）、第十「スバ経」（DN: I. 190
［206］）、第十一「ケーヴァッタ経」（DN: I. 208［214］）、第十二「ローヒッチャ経」（DN: 
I. 214［224］）、第十三「三明経」（DN: I. 222［236］）、第十四「大譬喩経」（DN: II. 2）、
第十六「大般涅槃経」（DN: II. 70［82］）、第十八「ジャナヴァサバ経」（DN: II. 172［213］）、
第十九「マハーゴーヴィンダ経」（DN: II. 181［224］）、第二十「大集会経」（DN: II. 204
［255］）、第二十一「帝釈天問経」（DN: II. 211［263］）、第二十四「パーティカ経」（DN: 
III. 3［5］）、第二十五「ウドゥンバリカ経」（DN: III. 44［53］）、第二十六「転輪王経」（DN: 
III. 63［76］）、第二十七「世起経」（DN: III. 66［81］）、第二十八「歓喜経」（DN: III. 82
［99］）、第二十九「浄信経」（DN: III. 97［118］）、第三十「相経」（DN: III. 117［142］）、
第三十三「結集経」（DN: III. 177［210］）、第三十四「十増経」（DN: III. 232［277］）に見
られる。 
675  acchariyaM, Avuso, abbhutaM, Avuso, yAvaJcidaM tena bhagavatA jAnatA passatA arahatA 



























3. 4. 4. 2. 事例 2: 「梵網経註」と「大因縁経註」との事例 
 
 『長部』第一「梵網経」（Be の 144 節）では、前辺と後辺とによって六十二見が起こる
根拠は触から老死までの七支縁起が根源であると、仏が説法している（DN: I. 41［45］）677。 
対応する『長部註』第一「梵網経註」では、「生」を註釈するかたちで以下のように説明
している。 
                                                   
676 arInaM hatattA paccayAdInaJca arahattA arahatA. sammA sAmaJca sabbadhammAnaM buddhattA 
sammAsambuddhena. antarAyikadhamme vA jAnatA, niyyAnikadhamme passatA, kilesArInaM hatattA 
arahatA. sammA sAmaJca sabbadhammAnaM buddhattA sammAsambuddhenAti evaM 
catUvesArajjavasena catUhAkArehi thomitena sattAnaM nAnAdhimuttikatA nAnajjhAsayatA suppaTividitA 
yAva ca suTThu paTividitA. 
677  sabbe te chahi phassAyatanehi phussa phussa paTisaMvedenti tesaM vedanApaccayA taNhA, 


































第一「梵網経註」の該当部分は、①の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に当てはめると、
『長部註』第一「梵網経註」内の不明瞭な語句である「輪転の話」の内容を註釈したことに
なる。ここに問題点はない。 
『長部』第十五「大因縁経」（Be の 125 節）は、仏がアーナンダと、受と我との関係に
ついて対話している（DN: II. 58［67-68］）681。対応する『長部註』第十五「大因縁経註」
                                                   
678 引用文の出典は『増支部』（10・61）（AN: III. 346［V. 113］）となる。 
679 引用文の出典は『増支部』（10・62）（AN: III. 348［V. 116］）となる。 
680 bhagavA hi vaTTakathaM kathento, “purimA, bhikkhave, koTi na paJJAyati avijjAya, “ito pubbe 
avijjA nAhosi, atha pacchA samabhavI”ti evaJcetaM, bhikkhave, vuccati, atha ca pana paJJAyati, 
“idappaccayA avijjA”ti evaM avijjAsIsena vA, “purimA, bhikkhave, koTi na paJJAyati bhavataNhAya 
pe “idappaccayA bhavataNhA”ti evaM taNhAsIsena vA, “purimA, bhikkhave, koTi na paJJAyati 
bhavadiTThiyA pe “idappaccayA bhavadiTThI”ti evaM diTThisIsena vA kathesi. idha pana diTThisIsena 
kathento vedanArAgena uppajjamAnA diTThiyo kathetvA vedanAmUlakaM paTiccasamuppAdaM kathesi. 
681 “tatrAnanda, yo so evamAha, “na heva kho me vedanA attA, nopi appaTisaMvedano me attA, attA 
me vediyati, vedanAdhammo hi me attA”ti. so evamassa vacanIyo, vedanA ca hi, Avuso, sabbena 
sabbaM sabbathA sabbaM aparisesA nirujjheyyuM. sabbaso vedanAya asati vedanAnirodhA api nu 
kho tattha “ayamahamasmI”ti siyA”ti?  
“no hetaM, bhante”  
“tasmAtihAnanda, etena petaM nakkhamati, “na heva kho me vedanA attA, nopi appaTisaMvedano 





































十五「大因縁経註」は、①の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に当てはめると、『長部
註』第十五「大因縁経註」内の不明瞭な語句である「輪転の話」の内容を註釈したことにな
る。ここに問題点はない。 




3. 4. 4. 3. 事例 3: 「梵網経註」と「歓喜経註」との事例 
 
 『長部』第一「梵網経」（Beの 21 節）では、凡夫が如来を称賛しながら語っている。そ
こでは、些細で世間的な戒しか語られていないと如来が断じている。その戒のうちの「大戒」









682 ettAvatA kiM kathitaM hoti? vaTTakathA kathitA hoti. bhagavA hi vaTTakathaM kathento katthaci 
avijjAsIsena kathesi, katthaci taNhAsIsena, katthaci diTThisIsena. tattha “purimA, bhikkhave, koṭi 
nappaJJAyati avijjAya, “ito pubbe avijjA nAhosi, atha pacchA samabhavIti. evaJcidaM, bhikkhave, 
vuccati. atha ca pana paJJAyati idappaccayA avijjA”ti evaM avijjAsIsena kathitA. “purimA, bhikkhave, 
koTi nappaJJAyati bhavataNhAya, “ ito pubbe bhavataNhA nAhosi, atha pacchA samabhavI” ti. 
evaJcidaM, bhikkhave, vuccati. atha ca pana paJJAyati idappaccayA bhavataNhA”ti evaM taNhAsIsena 
kathitA. “purimA, bhikkhave, koTi nappaJJAyati bhavadiTThiyA, “ito pubbe bhavadiTThi nAhosi, atha 
pacchA samabhavI”ti, evaJcidaM, bhikkhave, vuccati. atha ca pana paJJAyati idappaccayA bhavadiTThI”






バ経」（DN: I. 192［207］）、第十一「ケーヴァッタ経」（DN: I. 211［220］）、第十五「大因
縁経」（DN: II. 53［62］）、第十六「大般涅槃経」（DN: II. 85［100］）、第十八「ジャナヴァ
サバ経」（DN: II. 169［209］）、第十九「マハーゴーヴィンダ経」（DN: II. 182［225］）、第
二十八「歓喜経」（DN: III. 85［103］）、第三十「相経」（DN: III. 123［151］）、第三十三「結















する。「1 註 1 経の原則」に当てはめると、『長部註』第一「梵網経註」内の不明瞭な語句
である“nimitta”の内容を註釈したことになる。ここに問題点はない。 
 『長部』第二十八「歓喜経」（Beの 148 節）では、記説を用いて、相（nimitta）によって
相手の意を読みとって予言するという内容が示されている（DN: III. 85［103］）685。対応
                                                   




  或相手面、或誦天文書。 
  「あるいは手相や人相を占い、あるいは天文に関する書物を読誦する」（T1. 89c） 
684 nimittanti nimittasatthaM. PaNDurAjA kira tisso muttAyo muTThiyaM katvA nemittikaM pucchi, 
“kiM me hatthe”ti? so ito cito ca vilokesi, tasmiJca samaye gharagolikAya makkhikA gayhantI muttA, 
so “muttA”ti āha. puna “katI”ti puTTho kukkuTassa tikkhattuM ravantassa saddaM sutvA, “tisso”
ti Aha. 
685 idha, bhante, ekacco nimittena Adisati, “evampi te mano, itthampi te mano, itipi te cittan”ti. 































 『長部註』第二十八「歓喜経註」は、①の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に当ては
めると、『長部註』第一「梵網経註」内の不明瞭な語句である“nimitta”の内容を註釈した
ことになる。ここに問題点はない。 









3. 4. 4. 4. 事例 4: 「梵網経註」と「歓喜経註」との事例 
 
 『長部』では、“paNDita”（賢い・賢者）という語句が第一「梵網経」（DN: I. 25［26］）、
第二「沙門果経」（DN: I. 50［54］）、第三「アンバッタ経」（DN: I. 88［93］）、第四「ソー
ナダンダ経」（DN: I. 113［120］）、第八「大獅子吼経」（DN: I. 154［162］）、第十四「大譬
喩経」（DN: II. 31［36］）、第十六「大般涅槃経」（DN: II. 70［83］）、第十七「マハースダ
ッサナ経」（DN: II. 144［177］）、第十九「マハーゴーヴィンダ経」（DN: II. 186［231］）、
第二十「大集会経」（DN: II. 203［254］）、第二十三「パーヤーシ経」（DN: II. 253［317］）、
第二十八「歓喜経」（DN: III. 83［101］）、第三十一「シンガーラ経」（DN: III. 147［182］）
                                                   
686 nimittena AdisatIti Agatanimittena gatanimittena Thitanimittena vA idaM nAma bhavissatIti katheti. 
tatridaM vatthu. eko rAjA tisso muttA gahetvA purohitaM pucchi, “kiM me, Acariya, hatthe”ti? so ito 
cito ca olokesi. tena ca samayena ekA sarabU “makkhikaM gahessAmI”ti pakkhandi, gahaNakAle 
makkhikA palAtA, so makkhikAya muttattA, “muttA mahArAjA”ti Aha. 
muttA tAva hotu, kati muttAti? 





 それらのなかで、この語句を『長部註』第一「梵網経註」（Beの 64 節）が「賢く（paNDitA）
とは、聡明をそなえということである687」（DA: I. 108［117］）と解説している。この『長




とは、聡明をそなえということである688」（DA: III. 64［880］）と説明している。 
 『長部註』第二十八「歓喜経註」は、①の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に当ては
めると、『長部』第二十八「歓喜経」内の不明瞭な語句である“paNDita”の内容に註釈した
ことになる。ここに問題点はない。 









3. 4. 4. 5. 事例 5: 「梵網経註」と「浄信経註」との事例 
 




の用例は、『長部』では第二「沙門果経」（DN: I. 55［58-59］）、第九「ポッタパーダ経」（DN: 
I. 174-177［188-191］）、第十五「大因縁経」（DN: II. 58［68］）、第二十九「浄信経」（DN: 
III. 112［135-136］）に確認できる。この『長部註』第一「梵網経註」の該当部分は、①の
方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に当てはめると、『長部註』第一「梵網経註」内の不
明瞭な語句である「タターガタ」の内容に註釈したことになる。ここに問題点はない。 





出されます690」（DN: III. 112［135］） 
                                                   
687 paNDitAti paNDiccena samannAgatA. 
688 paNDitoti paNDiccena samannAgato. 
689 hoti tathAgatotiAdIsu satto “tathAgato”ti adhippeto. 
690 ThAnaM kho panetaM, cunda, vijjati yaM aJJatitthiyA paribbAjakA evaM vadeyyuM, “kiM nu kho, 











第二十九「浄信経註」は、①の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に当てはめると、『長
部註』第二十九「浄信経註」内の不明瞭な語句である「タターガタ」の内容に註釈したこと
になる。ここに問題点はない。 









3. 4. 4. 6. 事例 6: 「梵網経註」と「結集経註」との事例 
 
 『長部』では、“anta”（辺）という語句が多くの経で確認できる692。それらのなかで、こ
の語句を『長部註』第一「梵網経註」（Be の 29 節）が以下のように引用文を挙げながら解
説している。 
 
  「そのうち、anta というこの語は、腸（anta）、内（abbhantara）、端（mariyAda）、劣悪
（lAmaka）、後の部分（parabhAga）、部分（koTThAsa）について見られる。『腸（anta）に
充満し、胃に充満しています』693云々における anta の語は腸についてである。『世間に
                                                   
言うことがあります」（T1. 75c） 
691 tattha tathAgatoti satto. 
692 各経における“anta”という語句の初出を示すと、第一「梵網経」（DN: I. 12）、第二「沙
門果経」（DN: I. 47［50］）、第三「アンバッタ経」（DN: I. 83［88］）、第四「ソーナダンダ
経」（DN: I. 111［118］）、第五「クータダンタ経」（DN: I. 127［134］）、第六「マハーリ経」
（DN: I. 143［151］）、第七「ジャーリヤ経」（DN: I. 151［159］）、第八「大獅子吼経」（DN: 
I. 153［161］）、第九「ポッタパーダ経」（DN: I. 168［179］）、第十「スバ経」（DN: I. 188
［204］）、第十一「ケーヴァッタ経」（DN: I. 205［211］）、第十二「ローヒッチャ経」（DN: 
I. 215［225］）、第十三「三明経」（DN: I. 223［236］）、第十四「大譬喩経」（DN: II. 14［16］）、
第十五「大因縁経」（DN: II. 47［55］）、第十六「大般涅槃経」（DN: II. 62［73］）、第十七
「マハースダッサナ経」（DN: II. 139［169］）、第十八「ジャナヴァサバ経」（DN: II. 162
［200］）、第十九「マハーゴーヴィンダ経」（DN: II. 178［220］）、第二十「大集会経」（DN: 
II. 203［253］）、第二十一「帝釈天問経」（DN: II. 212［265］）、第二十二「大念処経」（DN: 
II. 212［265］）、第二十三「パーヤーシ経」（DN: II. 255［319］）、第二十四「パーティカ経」
（DN: III. 1［2］）、第二十五「ウドゥンバリカ経」（DN: III. 31［37］）、第二十六「転輪王
経」（DN: III. 48［59］）、第二十八「歓喜経」（DN: III. 82［89］）、第二十九「浄信経」（DN: 
III. 97［118］）、第三十「相経」（DN: III. 117［142］）、第三十二「アーターナーティヤ経註」

















該当部分は、①の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に当てはめると、『長部註』第二十
九「浄信経註」内の不明瞭な語句である“anta”の内容に註釈したことになる。ここに問題
点はない。 
                                                   
694 引用文の出典は『相応部』（3・21）（SN: I. 79）となる。対応する『雑阿含経』巻 42（4）
は以下のとおりである。 
 
内懐鄙雑心 外現聖威儀 遊行諸国土 
「内に卑しく乱雑な心をもち、外は素晴らしい威儀をあらわして、もろもろの国土を闊
歩している（T2. 306a） 
695 引用文の出典は『律』「小品」（Vin-c. 277［Vin: II. 136］）となる。 










698 引用文の出典は『相応部』（35・71）（SN: II. 270［IV. 43］）となる。対応する『雑阿含
経』巻 8（29）は以下のとおりである。 
 
  断其根本。 
  「その根本を断絶する」（T2. 52a） 





700  tattha antoti ayaM saddo anta-abbhantara-mariyAda-lAmaka-parabhAga-koTThAsesu dissati. 
“antapUro udarapUro”tiAdIsu hi ante antasaddo. “caranti loke parivArachannA anto asuddhA bahi 
sobhamAnA”tiAdIsu abbhantare. “kAyabandhanassa anto jIrati”. “sA haritantaM vA panthantaM vA 
selantaM vA udakantaM vA”tiAdIsu mariyAdAyaM. “antamidaM, bhikkhave, jIvikAnaM yadidaM 
piNDolyan”tiAdIsu lAmake. “esevanto dukkhassA”tiAdIsu parabhAge. sabbapaccayasaGkhayo hi 
dukkhassa parabhAgo koTIti vuccati. “sakkAyo kho, Avuso, eko anto”tiAdIsu koTThAse. 
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この『長部註』第三十三「結集経註」は、③の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に当
てはめると、「『長部』第十四「結集経」内で以前にない“anta”の内容に対して註釈したこ
とになる。ここに問題点はない。 









3. 4. 4. 7. 事例 7: 「沙門果経註」と「ソーナダンダ経註」との事例 
 
 『長部』では、「経験を積み（addhagata）、高齢となったお方（vayoanuppatta）」という伝
承が第二「沙門果経」（DN: I. 44［47］）、第四「ソーナダンダ経」（DN: I. 107［114］）、第
五「クータダンタ経」（DN: I. 123［130］）、第十六「大般涅槃経」（DN: II. 85［100］）、第
十九「マハーゴーヴィンダ経」（DN: II. 187［233］）、第二十九「浄信経」（DN: III. 101［123］）
に確認できる。 






れた703」（DA: I. 131［143］） 
 
 この『長部註』第二「沙門果経註」は、③の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に当て
                                                   
701 この引用文は、上記の『増支部』（4・61）（AN: II. 351［III. 401］）と『雑阿含経』巻
43（1）のものと全同ではないが、意味としては同一のものであろう。 
702 tayo antAti tayo koTThAsA. “kAyabandhanassa anto jIratI”tiAdIsu hi antoyeva anto. “esevanto 
dukkhassA”tiAdIsu parabhAgo anto. “antamidaM, bhikkhave, jIvikAnan”ti ettha lAmakabhAvo anto. 
“sakkAyo kho, Avuso, paThamo anto”tiAdIsu koTThAso anto. 
703  addhagatoti addhAnaM gato, dve tayo rAjaparivaTTe atItoti adhippAyo. vayoanuppattoti 










ちの最後の第三の部分である704」（DA: I. 252［283］） 
 
この『長部註』第四「ソーナダンダ経註」は、③の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」
に当てはめると、『長部註』第四「ソーナダンダ経註」内の以前にない語句である「経験を
積み、高齢となったお方」という内容を註釈したことになる。ここに問題点はない。 






















られるべきである〕707」（DA: I. 157［174］） 
 
これらの説明は、「沙門」と「バラモン」とに関する語義釈である。この語義釈は、『中部』
「大アッサプラ経」（MN: I. 347-348［280］）や『法句』（Dhp. 265）などのパーリ三蔵で
もよく知られていた内容である。この『長部註』第二「沙門果経註」は、③の方針を適用す
る。「1 註 1 経の原則」に当てはめると、『長部註』第二「沙門果経註」内の以前にない語句
である「沙門とバラモン」という内容を二回註釈したことになる。この『長部註』第二「沙
門果経註」内で註釈の重複が起きているので、問題点がある。 
 『長部註』第三「アンバッタ経註」（Beの 255 節）は、以下のように記載している。 
 
                                                   
704  addhagatoti addhAnaM gato, dve tayo rAjaparivaTTe atItoti adhippAyo. vayoanuppattoti 
pacchimavayaM sampatto, pacchimavayo nAma vassasatassa pacchimo tatiyabhAgo. 
705 samaNoti bhagavA samitapApatAya laddhavohAro. 
706 samaNaM vā brāhmaNaM vāti samitapāpatāya samaNaM. bāhitapāpatāya brāhmaNaM. 




  「聖者たちは悪を除いたことから、バラモンと説かれる708」（DA: I. 217［244］） 
  「そのうち、悪を静止したことから、沙門と知られるべきである。なぜなら、『彼には
もろもろの悪しき不善の法が静止されました709』云々というこのことが説かれたから
である。世尊は無上の聖道によって悪を静止されたお方である710」（DA: I. 219［246］） 
 
この『長部註』第三「アンバッタ経註」は、③の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に
当てはめると、『長部註』第三「アンバッタ経註」内の以前にない語句である「沙門とバラ
モン」という内容を註釈したことになる。ここに問題点はない。 






この『長部註』第四「クータダンタ経註」は、③の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」
に当てはめると、『長部註』第四「クータダンタ経註」内の以前にない語句である「沙門と
バラモン」という内容を註釈したことになる。ここに問題点はない。 
 『長部註』第十四「大譬喩経註」（Be の 90 節）は、「『諸悪を静止したことから、沙門と
言われる』712というこれが沙門の相である713」（DA: II. 69［479］）と記している。この『長
部註』第十四「大譬喩経註」は、③の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に当てはめると、
『長部註』第十四「大譬喩経註」内の以前にない語句である「沙門とバラモン」という内容
を註釈したことになる。ここに問題点はない。 










                                                   
708 ariyA pana bAhitapApattA brAhmaNAti vuccanti. 
709 引用文の出典は『中部』「大アッサプラ経」（MN: I. 347-348［280］）となる。対応する
『中阿含経』「馬邑経」は以下のとおりである。 
 
  云何沙門。謂息止諸悪不善之法・諸漏穢汚。 
  「沙門はどのようなものでしょうか。いわゆるもろもろの悪しき不善の法ともろもろの
漏による汚れを止息しています」（T1. 725c） 
710 tattha samitapApattA samaNoti veditabbo. vuttaJhetaM, “samitAssa honti pApakA akusalA dhammA”
tiAdi. bhagavA ca anuttarena ariyamaggena samitapApo. 
711  samaNabrAhmaNakapaNaddhikavaNibbakayAcakAnanti ettha samitapApA samaNA, bAhitapApA 
brAhmaNA. 
712 引用文の出典は『法句』（Dhp. 265）となる。 
713 “samitattA hi pApAnaM, samaNoti pavuccatI”ti idaJhi samaNalakkhaNaM. 
714 samitapApabAhitapApA samaNabrAhmaNA samaNaparikkhArasampadAnena sakkAtabbA. 
715 samaNabrAhmaNAti samitapApabAhitapApA. 
716 samaNaM vAti samitapApaTThena samaNaM. brAhmaNaM vAti bAhitapApaTThena brAhmaNaM. 
237 
 
の方針を適用する。「1 註 1 経の原則」に当てはめると、『長部註』第三十「相経註」内の不
明瞭な語句である「沙門とバラモン」の内容に註釈したことになる。ここに問題点はない。 
 以上の下線部は、その註釈内容が概して一致している。「34 経 3 方針の原則」に当ては





3. 4. 4. 9. 事例 9: 「アンバッタ経註」の事例 
 








 この「最勝の施し」という語句は、『長部』では第四「ソーナダンダ経」（DN: I. 104［111］）、
第五「クータダンタ経」（DN: I. 120［127］）、第十二「ローヒッチャ経」（DN: I. 214［224］）、















                                                   
717  tena kho pana samayena brAhmaNo PokkharasAti ukkaTThaM ajjhAvasati sattussadaM 










718 rAjato laddhaM bhoggaM rAjabhoggaM. kena dinnanti ce? raJJA PasenadinA Kosalena dinnaM. 
rAjadAyanti raJJo dAyabhUtaM, dAyajjanti attho. brahmadeyyanti seTThadeyyaM, chattaM ussApetvA 















































                                                   
atha vA rAjabhogganti sabbaM chejjabhejjaM anusAsantena nadItitthapabbatAdIsu suGkaM gaNhantena 
setacchattaM ussApetvA raJJA hutvA bhuJjitabbaM. raJJA PasenadinA Kosalena dinnaM rAjadAyanti 
ettha taM nagaraM raJJA dinnattA rAjadAyaM dAyakarAjadIpanatthaM panassa “raJJA PasenadinA 
Kosalena dinnan”ti idaM vuttaM. brahmadeyyanti seTThadeyyaM. yathA dinnaM na puna gahetabbaM 
hoti, nissaTThaM pariccattaM. evaM dinnanti attho. 
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Mav-s ＝ “the mahAvadAnasUtra”, A New Edition on Manuscripts Discovered in Northern 
Turkestan Edited by Takamichi Fukita. Vandenhoeck, 2003. 
Mil ＝ milindapaJhA 
MilT ＝ milindaTIkA 
MN ＝ majjhimanikAya 
MNdA ＝ mahA-niddesaTThakathA（saddhammapajjotikA） 
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PvA ＝ Petavatthu-aTThakathA（Pd） 
SA ＝ saMyuttaTThakathA（sAratthappakAsinI） 
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